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投 脱 明 書 ど 保証 書 は 、 よ く お 読み の うえ 、 玩 昌 に 保管 ほじ て ぐ 
り 、 本 書 の 最終 ページ に 印刷 し て いま ます 


記 ご 4 は アス キー の 商標 で す 。 


( 直 の た び は 、 パナソニック MS X2 ジョン 
RS 一 A | F を お 買い 上 げ い だ だ きま し で て 、 
こし 
| の 
7 
正しく お 使い くだ さい 。 お 読み 底 な 学 た あと は 必ず 保管 し 、 
わか ら な い 時 に は 再読 し て く た 漆 粒 い 。 


@ 保 証書 は 必ず 「 購 入 店 ・ 購 入 日 」 等 が 
購入 店 より お 受け 取り くだ さい 。 


記入 を 確か め て 、 


この 装置 は 、 第 二 種 情 報 凌 置 (住宅 地域 また は その 隣接 し た 地域 に お いて 使用 さ 
れる べき 情報 装置 ) で 住宅 地域 で の 電波 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処理 装置 等 電 
波 障害 自主 規制 協議 会 (VCC |) 基準 に 適合 し て お り ま す 。 し か し 、 本 装置 を 
ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 の 近く で ご 使用 に な る と 、 受信 障害 の 原因 と な る こ 


と が あり ます 。 提 圭 に し た が っ て 上 し く お 使 いく だ さい 。 
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も くじ 


F S 一 A 1F を お 使い に な る こと に よっ て 、 次 の よう な こと が で きま す 。 


F S 一 A 1 F 内 蔵 ソ フト 「 コ ッ ク ピ ッ ト 1 」 


コッ ク ピ ッ ト 1 は 、 画面 上 の 絵 ( ア 

ン ) で 加 機能 を 選べ ます 。 さ ら に キー ボー 
ド の 他 に ジョ イ パ ッ ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 
や マウ ス な ども 使え ます 。 


Me 
1 過 了 
1 181 1q4] 
18|1 19|1 20| 211 22| 
24| 25| 26| 2 ァ | 28| 29 


390 。 | 


こん な こと が で きま す 


COFIHRND COF1 BSー ロ 9-92 
DISK ・CO0H 8 マー け 9-16 
pIJSKTOOL - PL は イー-99- つ 8 
CRRDF ILE - RPL 8 アー-99-39 


87-92-39 42: 。 
5 -99-18 19: 了 
PRTNTER .CON 8Y-99-18 19: し 1 の 車 町 中 学 ど の 試 言 
EE に 136k free の 下士 [ 還 3 上 > 吉 サ 。 半 | に" 
PITITTITITII 音 誌 原 岳 確 落 國 加 


M 2 当 加 0 

ディ スク ツー ル カー ド フ ァイル 

ディ スク に 保存 され た プロ グラ ム や 日 本 語 が 使え る 簡易 デー タベース で 
デー タ の コピ ー を と っ た り 、 名 前 の す 。 住所 録 や 電話 帳 と し て 使え ます 。 
変更 が で きま す 。 


に 


NGO 


ォ 4 
と 
回 
? 

な 
に 3 
に : 


ぃ も oO go も oO 1 1 も いり 


ce 


グラ フィ ッ ウ クツ ー ル BASIC 


マウ ス や カー ソル キー で 画面 に 絵 を も ちろ ん BAS1C や MSXーDOS 
描く こと が で きま す 。 ま た その 絵 を も 使え ます 。 


保存 し て お く こ と や 、 プ リン タ を 接 
続 すれ ば 印刷 する こと も で きま す 。 


この 他 、F SA1F は RAM 64K・VRAM1 2 8 KB の メモ リ を も つ M 
S X 2 パソ コン で す の で 、 市 販 さ れ て いる ほとん どの M S X 用 ゲー ム ソ フ ト や 実 
用 ソフ ト を 使用 する こと が で きま す 。 

(特別 な 周辺 機器 な ど を 必要 と する も の は 除き ます 。) 


田 使 いか た を まち が える と 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 以下 の 点 に 注意 し て 正しく 使い 


まし よせ 。 


カー トリ ッ ジ の 抜き 差し や 、 他 の 機器 
と の 接続 は 必ず 電源 スイ ッ チ を 切っ て 
か ら 行 う で くだ さい 


の ポー ズ (PAUSE) ボタ ン や リセ ッ 
RACRIESBIU が 2 は 、 ウラ 
ム や デー タ の 呼び 出し お よび 保存 中 に 
は 、 絶 対 に 押さ な いで くだ さい 。 
(プロ ダラ ム や デー タ を 二 じ て し まう 
こと が の あります, ) 


信長 時 間 使 わか いと き や 雷 が 喝 っ て いる 
と き は 、 電 源 ヨ ヨド を ョ ヨン セン ト か ら 
抜い て くだ さい 。 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 し て 
くだ さい 。 


こん な こと に 式 を つけ て 


人 高温 、 低 温 、 多 湿 、 直 射 日 光 や ほこ り 
の 多い 所 で の 使用 は さけ て くだ さい 。 


使用 温度 男 囲 10C-35C 


ラジ オ な どの 受信 機 を 近く で 使用 する 
と 受信 機 に 雑音 が 入る こと が ある の で 
離し て 使っ て くだ さい 。 


コー ヒー ・ ジ ュー ス な どの 飲物 や 花瓶 
の 水 な ど を こぼさ な いで くだ さい 。 


念 不安 定 な 場所 に 置い た り 、 落 と し た り 
ぶつ けた り 強 い シ ョ ッ ク を 与え な いで 
くだ さい 。 


こん な こと に 気 を つけ て 


信 本 体 の すき まや スロ ッ ト 、 各 端子 や 
ディ スク 差し 込み 口 の 中 な ど に ピン や 
クリ ッ プ な どの 金属 や 紙切れ な ど を 人 
れ な (iC で くだ さい) 


條 分 朋 し な いで くだ さい 。 内 部 に を 触 
れる と 危険 な うえ 、 故障 の 原因 に な り 
ます 。 


@ 通 気孔 を ふさ が な いで くだ さい 。 


圏 フ ロッ ピー ディ スク に つい て の ご 注意 
人 磁気 の ある 所 (スピ ー カ や モー タ の 近 
く ) で の 保管 は は け て くだ さい 。 ま た 、 
磁石 は 絶対 に 近付け な いで くだ さい 。 
フロ ッ ピー ディ スク に 記録 され て いる 
プロ グラ ム や デー タ が 壊れ る こと が あ 

旧東 


本 人 夫 ツウ ャ セッタ (5 49 ペー ジ ) を 指 
で 開け た り 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 
部 を 指 で 触れ な いで くだ さい 。 


本 思 4A2 ド ライ ブ の 刀 ク セス ラン シ プ 
(② 24 ペー ジ ) が 点灯 し て いる 時 
は 、 フ ロッ ピー ディ スク を 出し 入れ し 
COICS 記さ きい )、。 


代 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク は 絶対 に 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し な いで くだ 
さい 。 
また 、 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク の 中 
の ファ イル は 、 削 除 し た り フ ァイル 名 
を 変更 し た り し な いで くだ さい 、。 


こん な こと に 気 を つけ て 


こん な こと に 気 を つけ て 


も ちろ ん 、 本 体 同様 に 次 の 点 に も 注意 し て くだ さい 。 
・ 高 温 ・ 低 温 ・ 多 湿 ・ 直 射 日 光 や ほこ り の 多い 所 で の 使用 お よび 保管 は さけ て 
くだ さい 。 


・ コ ー ヒ ー・ ジ ュー ス な どの 飲物 や 花瓶 の 水 な ど を こぼさ な いで くだ さい 。 
また 、 重 い 物 を 上 に 置か な いで くだ さい 。 


・ 分 解 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 
較 本 機 で お 使い に な れる ソフ ト は 
本 機 は 、RAM64K・VRAM128K の メモ リ を 持つ M S X 2 パソ コン で す 。 


・ 本 機 で お 使い に な れる ソフ ト は 、MS X ま た は MS X 2 の 表示 が ある も の に 限り 
ます 。 


・「RAM 1 2 8 K]」 また は 「RAM 1 2 8 K 以 上 」 の 表示 が ある ソフ ト は 、 お 使 
い に な れ ま せん 。 


必ず 確認 し て か ら お 買い 求め くだ さい 。 


本 書 の 読み か た 


本 書 は 、 パ ナ ソ ニッ ク M S X 2 パソ コン ・F S 一 A 1 F を 初め て お 使い に な る か た の た 
め に 、FS 一 A 1F の 全体 を や さ し く 説明 し て いま す 。 
本 書 は 大 きく 6 章 に 分 か れ て いま す 。 


[第 1 章 準備 編 | で は 、 


F S 一 A 1F の 名 部 の 名 称 や 接続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 知っ 
て お か な けれ ば な ら な いこ と を 説明 し て いま す 。 必 ず 一 度 は お 読み くだ さい 。 


[第 2 章 基礎 編 ] で は 、 
F S 一 A 1F の スタ ー ト の し か た や 終わ りか た の 他 に 、 時 刻 の セッ ト の し か た な ど 、 
電源 スイ ッ チ を 入れ て か ら 付 属 ソ フト や 市 販 ソ フト 、B AS 1C な ど を スタ ー ト さ 
せる まで の 準備 を 説明 し て いま す 。 こ の 章 も 一 度 は お 読み くだ さい 。 

[第 3 章 内 蔵 ソ フト 編 ] で は 、 
内 蔵 ソ フト 「 コ ッ ク ピ ッ ト 1 」 の 使い か た を 説明 し て いま す 。 

[第 4 章 付属 ソフ ト 編 ] で は 、 


付属 ソフ ト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」「 カ ー ド ファ イル 」「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 の 使い 
か た を 説明 し て いま す 。 


[第 5 章 BAS1C 編 ] で は 、 
「B AS 1 C」 と は 何 か の 説明 と 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た 、B A S | C の 基本 
的 な 命令 に つい て の 簡単 な お プロ グラ ム 例 を 使っ た 説明 を し て いま す 。 実際 に 操作 し 
な が ら 、 読 みす すめ て くだ さい 。 

[第 6 章 資料 編 ] で は 、 


F S 一 A 1 F の 仕様 や 困っ た と き の 対 処 の し か た な ど を 説明 し て いま す 。 必要 な と 
き 、 困 っ た と き な ど に お 読み くだ さい 。 


" 本 書 の 読み か た 


" 田 目 的 に よる 読み 進め か た ゲー ム や ワー プロ な どの 市 販 ソ フト を 使い た い 
| CR OM カー トリ ッ ジ 、 フ ロッ ピー ディ スク 、 
| F S 一 A 1 F に は 次 の 3 冊 カセ ッ ト テ ー ブ ) 

の 説明 書 が 付属 し て いま す 。 


1 . 取扱 説明 書 (この 本 の 
この す 。 は 
2.MSX2 _ BASIC 
使用 説明 書 
3 . MSX DISK BASIC/ 
MSX-DOS 使 用 説明 書 


使用 する 目的 に 応じ て 
右 の よう に 読ん で いく と 、 
より 早く F SA 1F の 
使い か た が 理解 で きま す 。 
(第 6 章 資料 編 は 必要 な 
と き に お 読み くだ さい 。) 


本 書 の 読み か た 


付属 ソフ ト を 使い た い 。 上 自分 で プロ グラ ム を 作り た い 。 
(ディ スウ ツー ル 、 カー ドラ ファ イル 。 (BASIC、DISK BASIC) 
グラ フィ ッ タ ツー ル ) 


取扱 説明 書 取扱 説明 書 


第 1 章 準備 編 
第 2 章 基礎 編 
第 5 章 BASIC 編 


第 1 章 準備 編 
第 2 章 明 礎 編 
第 3 章 内 蔵 ソ フト 編 
第 4 章 付属 ソフ ト 編 


付属 の 、 
MSX2 BASIC 使用 説明 書 
MSX DISK BASIC/MSX-DOS 使 用 説明 媒 


※ よ り 詳 し く 知 り た いか た は 、 市 販 の 
BAS1C 解 説 書 な ど を 参考 に し て 
くだ さい 。 


一 表記 上 の 約束 
この 本 の 表記 に は 、 次 の よう な 約束 が あり ます 。 
記号 の 意味 は 、 


: 特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 


人 : 操作 内 容 が いく つか に 分 か れる と き の 説 明 を し て いま す 。 
※ : 各 項 目 の 補 中 説明 を し て いま す 。 


(② 久 @ ペ ー ジ ) : 参照 ペー ジ を 示し ます 。 


キー の 表記 は 、 


・ カー ソル キー は 次 の よう に 表記 し ます 。・ 必 要 な 文字 だ け を 表示 する 場合 は 、 そ の 
文字 を 症 で 囲ん で 表示 し ます 。 


・ あ る キー を 押し な が ら 別 の キー を 押す 場合 は 、2 つの キー を 十 記 号 で つない で 
表記 し ます 。 
( 例 ) 


5 | キー を 押す 意味 で す 。 


これ だ け は 知っ て お きま し ょ う 


説明 の 中 で 聞き な れ な い 用 語 が で て きま す が 、 次 に あげ る も の は 基本 的 な 用 語 で すか ら 覚 
えて お いて くだ さい 。 


[ソフ ト 」………ーー バ ーー ドド ソ フト ウェ ア 。 コ ンピュータ に 何 か を させ る た 
め に 作ら れ た プロ グラ ム や デー タ の こと 。 
これ に 対し て 、 コ ンピュータ ぞ その も の や ぞ その 周 
辺 機器 な ど を 「 ハ ー ド 」 ま た は 「 ハ ー ド ウェ 


ア 」 と 呼び ます 。 

「 プ ログ ラム 」 ドド ドコ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 、 一 連 の 命 
令 を 組み 合わ せ た も の で す 。 

[入力 」 いい の いい の この コン ピュ ー タ に プロ グラ ム や デー タ を 与え る こ 
だ 。 
この 本 で は 、 ど れ か 特定 の 、 ま た は 一 連 の キー 
を 押す こと を あら わし ます 。 

「 実 行 」 いで いい で で ee こい ゴン ピュ ー タ が 入力 され た 命令 また は プロ グラ 


ム に し た が っ て 実際 に 動作 を 行う こと で す 。 

「 保 存 」 ーー ーー 電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 も コン ピュ ー タ に 入力 
し た プロ グラ ム や デー タ が 残る よう に 、 フ ロッ 
ピー ディ スク や カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し て お く 
な 9 

「 呼 出 」 ーー いい いつ に ー 保 人 存 し た プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー デイ 
スク や カセ ッ ト テ ー プ か ら 読 み 込む こと で す 。 

「 メ モリ ]」 rrtrththtrztrltzltrthzltltrzlrltnrtltltrtlrltrlttrt ゴゴ ンピュータ の 内 部 で 、 プロ グラ ム や デー タ を 
記憶 する た め の 部 分 で す 。 

「 キ ー 入 力 」 ……ーーーーーーーー パ ソコ ン の キー の うち 、 下 の キー を 除い た キー 
を 押す こと 。 


SHFT||CAPS||6RAPH||ST 


これ だ け は 知っ て お きま し ょ う 


" 画 漢 字 R OM に つい て 


「 本 機 は 、 漢 字 R OM (ロム ) と 呼ば れる 特別 な メモ リ を 内 蔵 す る こと に より 、BAS 
1C に よる プロ グラ ム や 付属 ソフ ト 、 市 販 ソ フト な ど で 漢 字 を 画面 に 表示 する こと が 
可能 に な っ て いま す 。 本 機 の 漢字 R OM に は 、「 J | S 第 1 水準 漢字 」 と 呼ば れる 漢 
字 と 、 同 じ 大 き さ で 画面 に 表示 する た め の 、 ひ ら が な ・ カ タカ ナ ・ 英 文字 ・ 数 字 ・ 記 
号 な ど が 収め られ て いま す 。 ( 「JIS 第 1 水準 漢字 区 点 コ ー ド 表 」 必 206 ペ ー ジ ) 
付属 ソフ ト で これ ら の 文字 を 使用 され る と き は 、 本 書 の 区 点 コ ー ド 表 を 参照 し て くだ 
さい 。 
BAS 1C で これ ら の 文字 を 使用 され る と き は 、 付 属 の 「MSX2 BASIC 使 用 
説明 書 」 の 2 3 3 ページ 、「 漢 字 コ ー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 


罰 PAUS 還 キー (ポー ズ ボ タ ン ) に つい て 


ゲー ム な どの プロ グラ ム を 実行 中 に キー を 押す と 、 ポ ー ズ ラン プ が 点灯 し 
て プロ グラ ム が 一 時 停止 の 状態 に な り ま す 。 これ を ポー ズ 機 能 と 呼び ます 。 
キー を 押す と 、 画面 上 の キャ ラク タ が 消え た り 増え た り し て 画面 が 乱れ る 
こと が あり ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 も う 一 度 キー を 押す と 、 ポ ー ズ 
ラン プ が 消え 、 ポ ー ズ 機能 が 取り 消さ れ て 、 再 び 前 の 状態 か ら ゲ ー ム な ど を 続け る こ 
と が で きま す 。 


・ ソ フト に よっ て は 、 ポ ー ズ ラン プ が 点灯 する の が 遅れ る こと が あり ます 。 
・ ソ フト に よっ て は 、 ポ ー ズ 機能 を 取り 消し た と き に 、 ジョ イス ティ ッ ク の 
コン トロ ー ル が で き な く な る こと が あり ます 。 
この よう な ゲー ム ソ フト で ポー ズ 機 能 を 使う と き は 、 キ ー ボ ー ド で ゲー ム 
を お 楽し みく だ さい 。 


は じ め ま し て ! 

私 が MSX 2 の FS 一 A 1F で す 。 
これ か ら あ な た の バー トナ ー と し て 
いっ し ょ に MS X の 世界 を 

控 栓 し まし ょ う ! 


第 1 草 準備 編 


この 章 は 、 

梱包 品 の 確認 や 各部 の 名 称 と 働き 、 接 続 の し か た な ど 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 前 の 準備 に つい て 説明 し て いま 
す 。 


必ず 一 度 は 読ん で 、 頭 に 入れ て お いて くだ さい 。 


梱包 品 を 確か め て 


購入 後 初め て 使う と き は 、 ま ず 下 に 示し た 梱包 品 が そろ っ て いる か を 確認 し て くだ さい 。 
万 一 、 不 足 が あ り ま し た ら 、 お 手数 で す が お 買い 求め の 販売 店 に 連絡 し て くだ さい 。 


「 


EE 


人 @FS 一 A1F 本 体 @ 映 像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (1 本 ) 
テレ ビ と の 接続 に 使用 し ます 。 


アン テ ナ 切 換 器 (1 個 ) @ 単 3 乾電池 (R6P(SUM-3) )( 2 個 ) 
テレ ビ の アン テ ナ 端 子 と の 接続 に 使用 日 付 や 時 刻 の デー タ の 記憶 に 必要 で す 。 
し ます 。 


0 


梱包 品 を 確か め て 


@MSX2 BASIC 使 用 説明 書 (1 冊 ) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1 枚 ) | | 人 @MSX DISK BASIC/MSX-DOS 使 用 説明 書 
付属 ソフ ト 、 MSX-DOS、 FS-PW1 用 JIS (1 冊 ) 
第 2 水準 漢字 フォ ント 、 な ど が 収め || 倫 取 扱 説明 書 (1 冊 ) 


られ て いま す 。 この 本 の こと で す 。 
ご 相談 窓口 一 覧 表 (消費 者 ご 相談 セン ター リス ト ) 


※ この 他 の 別売 品 お よび 消耗 品 に つい て は 、 巻 末 の 「 別 売 品 一 覧 ] を ご 覧 くだ さい 。 


沖 部 の 名 称 と 働き を 覚え まし ょ う 


これ か ら の 説明 に 出 て くる 各部 の 名 称 と その 基本 的 な 働き を 、 図 で 簡単 に 説明 し ます 。 今 
後 わ か ら な い 名 称 が 出 て きた と き は 、 こ の ペー ジ を 読み 返し て くだ さい 。 


- ー ーー 
II 抽 旧制 用 制 旧 用 関川 間 
||1 me AIS ぁ | 川 4 3 5 ぇ ll6 ぉ | | l7 や | 18 ゆ 
【 
加 回 回 
Q た llw て llE GIRLT ヵ ly ん llU な ) UL. 
隊 田 田 印 
A ち | IS と ][D し jlF は ] | leG4 き )H < く ] | ) ま ] 
図 円 四 名 図 
| |Z っ |lX さ jC を) lv d 川 B こ ) IN ぁみ] | IM も 


SPACE 


る 層 
⑧ ( 


⑨ 

① 電源 スイ ッ チ : 押し 込む と 電源 が 入り 、 電 源 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 
も う 一 度 押す と 電源 が 切れ ます 。 

② ファ ンク ショ ン キ ー : 各 キ ー ご と に あら か じ め 決 め ら れ た 機能 を 実行 し ます 。 
同色 の キー 

③ 特殊 キー : 入力 文字 の 選択 、 修 正 、 編 集 、 プ ログ ラム の 実行 、 制 御 な ど に 
使用 し ます 。 園 色 の キー 

④ スロ ッ ト 1 : R OM カー トリ ッ ジ の 差し 込み 口 (ホコ リ が 入ら な いよ うに 使 


用 し な いと き は フタ を し て くだ さい 。 ) 
ZZ 


難 部 の 名 称 と 働き を 覚え まし ょ う 


④ 
⑤ 
(⑥ 
(の 
⑧ ⑩ 
⑤ 電源 ラン プ : 電源 スイ ッ チ を 入れ る と 点灯 し 、 切 る と 消え ます 。 
(6⑥) テン キー : 数 字 や 計算 式 を 入力 する と き に 使う と 便利 で す が 、 ソ フト に よっ 
て は 使え な いこ と も あり ます 。 
⑦ カー ソル キー : カー ソル (画面 上 に 文字 な ど を 表示 する 位置 を 示す マー ク ) を 
移動 させ る た め の キ ー。 
スペ ー ス キー : 一 文字 分 の 空白 (スペ ー ス ) を 入力 する た め の キ ー。 


⑨ 文字 キー : 文字 を 入力 する た め の キ ー。 
⑩ ポー ズ ボ タ ン : プロ グラ ム の 実行 を 一 時 的 に 停止 させ る た め の ス イッ チ 。 の 3 


EE 
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各部 の 名 称 と 働き を 覚え まし ょ う 


ここ ムン こ Sea 四 
ーー ョ ーッ = ニシ ーッ ニッ ーー 


ニッ oe こさ ー ド 
ジー ンー パ バ 


⑪ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ : プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し た 
り 呼び 出す の に 使い ます 。 

⑫⑰ アク セス ラン プ : 保存 や 呼出 を 行っ て いる と き に 点灯 し ます 。 

⑬ ディ スク 差し 込み 品 : フロ ッ ピー ディ スク を 差し 込み ます 。 

⑭ ディ スク 取り 出し ボタ ン : フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し た いと き に 押し ます 。 


= 電 ( ご 志 (ご 拓 ー) ご うこ ) 


に ) 


スロ ッ ト 2 

プリ ンタ 接続 端子 
カセ ッ ト 入 出力 端子 
RGB 出 力 端子 
音声 出力 端子 

映像 出力 端子 

R F チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ : 


R F 出力 端子 


各部 の 名 称 と 働き を 覚え まし ょ う 


着 画 悦 個 


⑯ ⑩ ⑱⑩ ⑩ @⑳⑳ の @ | 
電源 コー ド 


・R OM カー トリ ッ ジ の 差し 込み 口 。 

・ プ リン タ 、 プ ロッ タ な ど を 接続 し ます 。 

・ カカ セッ ト テー プレ コー ダ を 接続 し ます 。 

・ テ レビ の 21 ピ ン R G B マ ル チ 端 子 に 接続 し ます 。 

・ テ レビ の 音声 (オー ディ オ ) 入力 端子 に 接続 し ます 。 
・ テ レビ の 映像 (ビデ オ ) 入力 端子 に 接続 し ます 。 


R F 出力 端子 か ら の 出力 信号 の チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ 
チ 。 ボ ー ル ペン の 先 な ど を 使っ て 、 テ レビ の 空き チャ 
ン ネ ル に 合わ せま す 。 


: アン テ ナ 功 換 器 を 通し て 、 テ レビ の アン テ ナ 端 子 に 接 


続 し ます 。 


Z0 


各部 の 名 称 と 働き を 覚え まし ょ う 


電源 スイ ッ チ 
⑳ 汎用 ポー ト 1・2 : ジョ イス ティ ッ ク や マウ ス な ど を 接続 する た め の 端子 。 
⑭ リセ ッ ト ボ タン : 現在 パソ コン が 記憶 し て いる プロ グラ ム や デー タ を 消 


し て 、 電 源 ス イッ チ を 入れ た 直後 の 状態 に 戻し ます 。 
(た だ し 、 日 付 ・ 時 刻 ・ 画 面 表 示 位置 な どの 設定 は 、 
保存 され ます 。) 


⑯ 電池 ボッ クス : 電源 スイ ッ チ が 切れ て いる と き に も 内 蔵 の 時 計 を 動か 


し て お いた り 、 各種 の 設定 を 記憶 し て お く た め に 乾 電 
池 を 入れ ます 。 


e5 


Wz 電 池 を 和信 れ て か ら 


FS 一 A 1 F に は 、 常 に 現在 の 日 付 と 時 刻 を 記憶 し て いる 時 計 や 、 各 種 の 設定 の デー タ を 
保存 する 特別 な メモ リ な ど が 内 蔵 さ れ て いま す 。 こ れ ら は 、 乾 電池 を セッ ト す る こと に よ 
り 、 電 源 ス イッ チ が 切れ て いる 間 も 働 き 続 け ま す 。 

初め て お 使い に な る と き は 、 付 属 の 単 3 電電 池 2 本 を F S 一 A 1 F 本 体 裏面 の 電池 ボッ ク 
ス に セッ ト し て くだ さい 。 ぞ その後 は 、 1 年 ご と に 乾電池 を 交換 し て くだ さい 。 


・ 当社 製 ネオ ハイ トッ プ 単 3 型 R6PCSUM-3) を お 使い に な る よう お 勧め し ます 。 
それ 以外 の 乾電池 で は 、 寿 命 が 1 年 に 満た な い 場 合 が あり ます 。 
・ 忘 れ な いよ うに 本 体 裏面 の ラベ ル に 交換 日 を 記入 し て 、 早 目 に 交換 する よう 
に 心掛け まし ょ う 。 
・ 乾 電池 の 交換 は 必ず 2 本 同時 に 、 同 じ タ イプ の 新しい 乾電池 2 本 で 交換 し て 
% 起 開 い 。 
・ 購 入 直 後に 初め て 乾電池 を 入れ た と き は 、 日 付 と 時 刻 を 設定 し て くだ さい 。 
(②58 ペ ー ジ ) 
・ 乾 電池 を 交換 する と き は 電源 スイ ッ チ を 入れ た まま 行っ て くだ さい 。 
電源 を 切っ て 乾電池 を 取り 出す と 、 時 刻 な どの 再 設定 が 必要 に な り ま す 。 
(②58 ペ ー ジ ) 
①⑪ 本 体 裏 面 の 電池 ボッ クス の フタ を る 開 ② 本 体 の 表示 に し た が っ て 、 乾電池 を セッ 
け ま す 。 ト し ます 。 
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さあ 、 い よい よ 接 続 で す 。 正しく 接続 し な いと 、 画面 が 表示 され な か っ た り 、 音 が 出 な 
か っ た り し ます 。 あ と で 困ら な いよ う よ く 説明 を 読ん で 接続 し て くだ さい 。 ま た 、 接続 す 
ら IMVEO 衝 人 0 同和 織 科 0O 了 3 


mm 


| 接続 する 前 に 、 必 ず 電 源 ス イッ チ が 切れ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


テレ ビ の タイ ブ を 調べ まし ょ う 


テレ ビ の タイ プ に よっ て 接続 の し か た が 変わ っ て きま す 。 テ レビ の 裏面 を 調べ まし ょ う 。 


@⑥@⑥@ 
)⑥⑥) 


(@⑥ 


3 . アン テ ナ 線 の 接続 端子 
だ け の 一 般 用 カラ ー テ 
レビ の 場合 

(GO 〇 31 ペー ジ ) 


2. 2 1 ピン RGB マ ル チ 
端子 が つい て いる カラ 


.・ ビデ オ (映像 ) 入力 端 
子 が つい て いる カラ ー 
テレ ビ の 場合 ー テ レビ の 場合 

(De0 ペ ー ジ ) (30 ペ ー ジ ) 

※2 1 ピン RGB マ ル チ 端 子 が つい て いる テレ ビ の 場合 は 、RGB で 接続 し て 使っ た ほう 
が あざ や か な 画面 で 楽し め ま す 。( 別 売 の RGB ケ ー ブ ル F S 一 VC 3 0 1 1 A が 必要 
で す 。) 
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接続 し まし ょ う 


例 ビデ オ (映像 ) 入力 端子 の つい た テレ ビ 


付属 の 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル を 使っ て 接続 し ます 。 
テレ ビ の 画面 は 、「 ビ デオ 」 に 合わ せま す 。 


オー ディ オ 
(音声 ) 入力 端子 


オー ディ オ 
(音声 ) 入 力 端子 


69 


接続 し まし ょ う 


有り 全 2 1 ピン RGB マ ル チ 端 子 の つい た テレ ビ 


別売 り の RGB ケ ー ブ ル (F S 一 VC 3 0 1 1 A) を 使っ て 接続 し ます 。 
テレ ビ の 画面 は 「R GB」 に 合わ せま す 。 


ご 注意 | ・8 ピン の RGB 入 力 端子 だ け を 持つ テレ ビ に は この 接続 は で きま せん 。 
・ ま ちがっ て 同じ 形 の カセ ッ ト 入 出力 端子 に 差し 込ま な いよ うに し て くだ さい 。 


2 1 ピン RGB マ ル チ 商 子 


30 


接続 し まし ょ う 


金 ア ン テ ナ 線 の 接続 端子 だ なけ の テレ ビ 
付属 の アン テ ナ 切 換 器 . 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル ( 黄 ) を 使っ て 接続 し ます 。 


着 剖 局 仙 


・ こ の 接続 を する と き は 、 必 ず 付 属 の アン テ ナ 切 換 器 を 使っ て 接続 し て くだ 
さい 。F S 一 A 1 F と テレ ビ の アン テ ナ 端 子 を 直接 接続 し は な いで くだ さい 。 
・ 映 像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル の 白い プラ グ は 、 両側 と も どの 端子 に も 接続 し な いで 
くだ さい 。 
・ ア ン テ ナ 線 の 信号 が り ン V 混 合 の と き は 、 先 に 分 波 器 を 通し て か ら VHF 
の アン テ ナ 端 子 と アン テ ナ 切 換 器 を 接続 し て くだ さい 。 


VHF ア ン テ ナ VHF アン テ ナ 端 了 
[TI] アン テ ナ 端 子 と R F ケー ブル 
の 接続 (34 ページ) 


ン テ ナ 切換 器 
映像 音声 ケー ブル (付属 品 (付属 品 ) 


[ 1 ] アン テ ナ 切 換 器 と 
アン テ ナ 線 の 接続 
(②32 ペ ー ジ ) 


" 接続 し まし ょ う 


[ 1 ] アン テ ナ 切 換 器 と アン テ ナ 線 の 接続 
アン テ ナ 線 の 処理 の し か た と 接続 の し か た に つい て は 、 次 の ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


て 久 、 


耳 間 ! 
アン テ ナ 線 (同軸 ケー ブル ) アン テ ナ 線 (フィ ー ダ 線 


同軸 ケー ブル 


映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル 


上 か ら 見 た 図 
記 を 巻き 付け る 


巻き 付け る 
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接続 し まし ょ う 


被覆 を カッ ター な ど で む く 。 被覆 を むい て 芯線 を 出す 。 


6) 端子 の つ ネ ジ を ゆる め 、 巻 き 付 け て 
か ら ネ ジ を し め る 。 
芯線 を 端子 に 巻 付け る 。 

③ 


④ 端子 と 金具 の ネジ を ゆる め 、 同 軸 
ケー ブル を 金具 に 通し 、 芯 線 を 端 
に 巻き 付け る 。 


/HF ア ン テ ナ や ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ 
芯線 を 端子 に で 
巻 付け る が アン テ ナ 切 換 器 の 金具 に 接触 し て いな 
ーー “ 記 > NN 儲 
⑤ 750 端 子 の ネジ 、 金具 の ネジ の 順 60 
に 、 し っ か り と ネジ を し め る 。 12 生計 
い 。 
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接続 し まし ょ う 


[II] アン テ ナ 端 子 と R F ケ ー ブ ル の 接続 
a . アン テ ナ 端 子 へ の アン テ ナ 線 が 750 同 軸 ケ ー ブ ル で 、 直 付 の 場合 


全体 図 


接続 する 前 の アン 
テ ナ 端 子 と アン テ 
ナ 線 の 接続 部 分 


テ ナ 切 質 器 


. 同軸 ケー ブル の 場合 


(② ウ 32 ペ ー ジ 


1 . 被覆 を 抜き 取る 。 2. ネジ を ゆる め る 。 . 忌 線 を 巻 付 けた 後 、 端 子 の 
ネジ を し め る 。 


テレ ビ の 3 
1 アン テ ナ 端 子 (の 呆 ず 
補 覆 Aa 
アン テ ナ 切 換 器 か ら の YS 
RF ケー ブル 


4 . 金具 の ネジ を し め 、 編 組 線 
の 部 分 を 固定 する 。 


ー 


アン テ ナ 切 換 器 か ら 出 て いる 同軸 ケー ブル の 編 組 線 ( 鋼 ア ミ 線 ) が 、 テ レビ 葬 
子 の 金具 と 直接 接触 し て いな いと 、 テ レビ 放送 や ゲー ム の 映り が 悪く な り ま す 。 
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接続 し まし ょ う 


P 
| 
に ゴ 
H 
M 

E 


子 へ の アン テ ナ 線 が 3000 平行 フィ ー ダ 線 で 、 直 付 の 場合 


全体 図 


1 . 被覆 を 抜き 取る 。 2 . ネジ を ゆる め る 。 3 . 芯線 を 巻 付 けた 後 、 端 子 の 
ネジ を し め る 。 
アー 
レビ の 
1 9 アン テ ナ 端 了 

被覆 f 

アン テ ナ 切 換 器 か ら の 

RF ケー ブル 


4 . 金具 の ネジ を し め 、 編 組 線 
の 部 分 を 固定 する 。 
人 テレビ に 750 同 軸 ケ ー ブ ル 用 の 固定 金具 が つい て いな い 場 合 は 、 別 売 の 750 一 300Q 
イン ピー ダン ス 変 換 器 ト S 一 VA 2 5 2 を お 買い 求め くだ さい 。 


アン テ ナ 切 換 器 か ら 出 て いる 同軸 ケー ブル の 編 組 線 ( 銅 アミ 線 ) が 、 テ レビ 油 
子 の 金具 と 直接 接触 し て いな いと 、 テ レビ 放送 や ゲー ム の 映り が 悪く な り ま す 。 
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着 氷 世 仙 


接続 し まし ょ う 


Cc . アン テ ナ 端 子 へ の アン テ ナ 線 が 75Q 同 軸 ケ ー ブ ル で 、 コ ネ ク タ 式 の 場合 


人 還 


接続 する 前 の アン 
テ ナ 端 子 と アン テ 
ナ 線 の 接続 部 分 


ビ に 750 直 付 端子 が 付い て いる 場合 は 、 そ ちら に 接続 し て くだ さい 。 
( 必 94 ペ ー ジ ) 


6 AU F コネ クタ を 取り 外す 。 
> ノラ 及 * = お 
プラ グ の 内 部 
1 強く 押し て カバ ー を 外す 。 2 シール ドカ バー を 外す 。 3 る 3 アンテナ 線 を し め つ け て いる 金具 る アン テ ナ 線 を 抜き 取る 。 


を ドラ イ バ ー の 先 な ど で こ じ あ ける 。 


2 . F コ ネ ク タ を アン テ ナ 切 換 器 に つい て いる 同軸 ケー ブル に 取り 付け る 。 


ーー 


ブラ グ の 内 部 


1 F コ ネ ク タ に 同軸 ケー ブル を 差し 込む 。 る ペン チ な ど で 金 具 を し め つ ける 。 $3 シー ルド カバ ー を か ぶせ カバ ー を 取り 付け る 。 
3 . アン テ ナ 線 を アン テ ナ 切 換 器 に 取り 付け る 。( 〇 32 ページ) 古本 
4 . F コ ネ ク タ を テレ ビ の VHF アン テ ブ ナ 端子 端子 
(F 型 ) に 接続 する 。 3 
ローーーーー ア ae 


同軸 ケー プ 


アン テ ナ 切 換 器 か ら 出 て いる 同軸 ケー ブル の 編 組 線 ( 銅 アミ 線 ) が 、F コネ ク 
タ の 金具 と 直接 接触 し て いな いと 、 テ レビ 放送 や ゲー ム の 映り が 悪く な り ま す 。 
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接続 し まし ょ う 


d. アン テ ナ 上 端子 へ の アン テ ナ 線 が 3000 平 行 フ ィ ー ダ 線 で 、 コ ネ ク タ 式 の 場合 


| 


接続 する 前 の アン 
テ ナ 端 子 と アン テ 
ナ 線 の 接続 部 分 


・ アン テ ナ 線 を 7 50 一 3 0 0 0 変換 コネ クタ か ら 取 り 外 す 。 


ーー ン ネジ 


① ネ ジ を ゆる め る 。 ② 巻 き 付 け て いる 芯線 を 外す 。 


2 . アン テ ナ 線 を アン テ ナ 切 換 器 に 接続 する 。 
(や 32 ペ ー ジ ) 


3 . テレ ビ に 付属 し て いる F コネ クタ を アン テ ナ 切 換 器 の 同軸 ケー ブル に 取り 付け る 。 
(②36 ペ ー ジ ) テレ ビ の 


アン テ ナ 頻 子 

4 . F コ ネ ク タ を テレ ビ の VHF アン テ ナ 端 子 本 
WS #ー コ ー て で て] アン テ 8 
(F 型 ) に 接続 する 。 3 則 ケ ー ブ ルー 


※ テ レビ に 付属 し て いる F コネ クタ を な くし た 場合 は 、 電気 店 な ど で お 求め くだ さい 。 
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30 


接続 し まし ょ う 


侍 ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ を 使っ て いる 場合 の 接続 は 


ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ か ら テ レビ に 接続 され て いる アン テ ナ 線 を は ず し て 、 付 属 の ア 
ン テ ナ 切換 器 に 接続 し ます 。 つ ぎ に ア ン テ ナ 切換 器 か ら 出 て いる 同軸 ケー ブル を テレ 
ビ の アン テ ナ 端 子 に 取り 付け ます 。 

各 端 子 へ の 取り 付け か た は 、31 一 37 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


・ 本 機 を 使う みこ とき は 、 テ レビ の VHF チ ャ ン 
ネル を 1 か 2 の 空き チャ ン ネ ル に 合わ せま 
す 。 本 体 背面 の チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ も 、 
同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て お きま す 。 
チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ は 、 ボ ー ル ペン の 
先 な ど を 使っ て 切り 換え て くだ さい 。 


・ テ レビ の チャ ン ネ ル の 選 局 ボタ ン に 空き チ 
ャ ン ネ ル が 設定 され て いな い 場 合 は 、 テ レ 
ビ の 取扱 説明 書 を 参照 し て 、 1 か 2 の 空き 


ン 壇 ル t スイ ャ 
チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ チャ ン ネ ル を 設定 し て くだ さい 。 


接続 し まし ょ う 


周辺 機 箕 を 接続 し まし ょ う 


較 プ リン タ を 接続 し まし ょ う 

BAS1C や 付属 ソフ ト な ど で 印 刷 す る と き に は 、 プ リン タ (別売 ) を 接続 し て いな け 
れ ば な り ま せん 。 

当社 製 の ワー プロ プリ ンタ F S 一 PW 1 を 接続 し た 場合 は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ 、 住 所 録 ノ 
名 刺 帳 、 お よび 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ と し て ご 使用 いた だ け ま す 。 

くわ し い 内 容 に つい て は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


導 局 仙 


推奨 機種 当社 製 2 4 ドッ ト 熱 転写 ワー プロ プリ ンタ FS 一 PW 1 
当社 製 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ ド 二 一 更 ま # 昌 


39 


“ 接続 し まし ょ う 


圏 ジョ イ バ パッ ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 マ ウス を 接続 し まし ょ う 


備 キー 操作 の か わり に 使え ます 。 
編 振 - に ジョ イ パ ッ ド と ジョ イス ティ ッ ク は 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム を する と き な ど の 素早 い 
操作 に 便利 で す 。 ま た 、 マ ウス は 、 グ ラフ ィ ッ クソ フト な どの 微妙 な 操作 に 便利 で す 。 


FS8 一 」8622 


cw  「 ノンノ 


F 開 一 JM1 (ご 


汎用 ポー ト 1 汎用 ポー ト 2 


推奨 機種 当社 製 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド FS 一 JSZ2Z 
MS X 用 マウ ス FS 一 JM 1 (一 H) 


| 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド FS 一 JS2 2 2 や 連射 式 ジ ョ イス ティ ッ ク な ど を お 
使い の 場合 、 ソ フト に よっ て は 連射 機能 が は た ら か な か っ た り 、 連 射 速 度 が 
ソフ ト ご と に 変わ る こと が あり ます 。 

・ ジ ョ イ パ ッ ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク 、 マ ウス を 1 個 だ け 使 っ て いる 場合 、 汎 用 
ポー ト 1 また は 2 の どちら に 接続 し て も か まい ませ ん が 、 カ ー ト リッ ジ 、 カ 
セッ ト テ ー プ 、 フ ロッ ピー ディ スク 版 の 各 ソ フト や 、 ジ ョ イ パ ッ ド 、 ジ ョ イ 
ステ ィ ッ ク 、 マ ウス の 取扱 説明 書 で 指定 され て いる 場合 は 、 指 定 さ れ た 汎用 
ポー ト に 接続 し ます 。 一 般 に は 、 汎 用 ポー ト 1 が 多く 使わ れ ます 。 
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接続 し まし ょ う 


田 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 され る と き は 


本 機 に も う 1 台 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 接続 する と 、 フ ァイル を コピ ー す る と 
き や 2 つの ファ イル の 間 で デー タ の や り と り を する プロ グラ ム を 使う と き な ど に 大 変 便 
利 に な り ま す 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 する と メモ リ の 自由 に 使え る 領域 が 少 
し せま ぐ く なり ます の で 、 ソ フト に よっ て は 動か な く な る こと が あり ます 。 
・ 本 機 の 付属 ソフ ト は 、F S 一 F D 1 A を 2 台 以 上 接続 され た 状態 で は 使え 
ませ ん 。 


推奨 機種 当社 製 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ FSーFD1A 


圏 そ の 他 の 周辺 機器 と の 接続 に つい て 
例 ) 


ビデ メオ デ w パ FS 一 MY 1 

MS X オ ー デ ィ オ ユニ ッ ト FS 一 CA1 

通信 モデ ムカ ー ト リッ ジ FS 一 CM1, FS 一 CM820 
イメ ー ジ スキ ャ ナ FS 一 RS500 


この 他 に も 各社 より 発売 され て いる MS X 仕 様 の 各種 周辺 機器 の 中 に も 接続 し て 使え 
る も の が 多数 あり ます が 、 こ れ ら に つい て は それ ぞ れ の 取扱 説明 書 を 参照 し て 接続 し 、 
お 使い くだ さい 。 


4 


フロ ッ ピ ー デ ティ スク の 出し 人 れ の し か た 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 表側 (ラベ ル 面 ) を 上 に し て 、 オ ー ト シャ ッ タ ( ゆ 4 3 ペー 
ジ ) の 方 か ら 、 カ チッ と 音 が する まで 差し 込ん で くだ さい 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 出し 入れ の し か た は 、 ど の よう な 種類 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 
も 同じ で す 。 


備 
編 


4Z 


@ フ ロッ ピー ディ スク の 入れ か た 


| ォ ー ト > ャ ッ タ の な が 
2 ン : ラベ ル 面 を 上 に 。 
〆ー プ / 


DU( 


@ フ ロッ ピー ディ スク の 取り 出し か た 


ーー っ ==< 下 | アク セス ラン プ が 消え 
て いる こと を 確か め て 
か ら 、 

ディ スク 取り 出し ボタ 
ン を 押す 。 


| ・ ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て いる 時 に ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押さ な いで 
くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が 壊れ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク ド 
ライ ブ が 故障 する こと が あり ます 。 

・ ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て いる 時 に は 、 ポ ー ズ ボタ ン を 押さ な いで くだ さ 
い 。 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が 壊れ る こと が あり ます 。 

・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 中 に 、 フ ロッ ピー ディ スク 以外 の も の ( ク 
リー ニン グ 用 の ディ スク を 除く ) を 入れ な いで くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ 
スク ドラ イブ が 故障 する こと が あり ます 。 

・ 初 め て 本 機 を ご 使用 に な る と き に は 、 ま ず デ ィ ス ク 差 し 込み 口 に 貼っ て あ 

る テー プ を は が し て か ら 、 デ ィ ス ク 取 り 出 し ボタ ン を 押し て くだ さい 。 中 

か ら プ ラス チッ ク の 板 (保護 板 ) が 出 て きま す 。 こ れ は 、 較 送 時 の 振動 か 

ら 内 部 の 部 品 を 保護 する た め の も の で す の で 、 大 切 に 保管 し て お いて くだ 

さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て 


入力 し た プロ グラ ム や ワー プロ ソフ ト で 作成 し た 文書 を 、 フ ロッ ピー ディ スク を 使っ 
て 、 保存 し た り 呼び 出し た りす る た め に は 、 そ の た め の フ ロッ ピー ディ スク を 用 意 す 
る こと が 必要 で す 。 


画 使 える フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は … 


F S 一 A 1 F で 使用 する フロ ッ ピー ディ スク は 、3.5 イ ンチ マイ クロ フロ ッ ピー ディ 
スク の 両面 また は 片面 倍 密度 倍 ト ラッ クタ イプ で 、 2 D D ま た は 1 DD の 表示 が ある 
も の で す 。 その 他 の 表示 (2 HD な ど ) が ある も の は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 
当社 製 3.5 イ ンチ マイ クロ フロ ッ ピー ディ スク AF -MF2DD11 (両面 億 密度 倍 ト ラッ クタ 
イプ ) の ご 使用 を お すす めし ます 。 

AF-MF2DD11 は お 近く の パソ コン の 販売 店 また は 本 機 を お 買い 上 げに な っ た 販売 店 で お 
求め くだ さい 。 


3.5 イ ンチ マイ クロ フロ ッ ピー ディ スク は 、 次 の 図 の よう な 外観 を し て いま す 。 


表 (ラベ ル ) 画 表 団 ライト プロ テク ト タ ブ 


オー トシ ャ ッ タ ……… フロ ッ ピー ディ スク 内 部 の プロ グラ ム や デー タ を 記録 する 磁気 
シー ト を 保護 する た め の シ ャ ッ タ で す 。 
磁気 シー ト は 非常 に 汚れ や ほこ り に 弱く 、 目 に 見 えな い 汚 れ が 
つい た だ け で フロ ッ ピー ディ スク が 使え な く な る こと が あり ま 
す 。 
絶対 に 手 で 開け た り し な いで くだ さい 、。 


ライ トド プ 回 ど クト タチ ーーo 次 の ペー ジ で 説明 し ます 。 


ES: 
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アゲ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て 


田 ラ イト プロ テク ト (書き 込み 禁止 ) に つい て 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 大 切な プロ グラ ム や デー タ を 誤っ て 書き 換え た 
り 消し た り し な いよ うに 、 書 き 込 み を 禁止 する こと が で きま す 。 (プロ グラ ム の 消去 
な ども 、「 書 き 込 み ]」 と いう 動作 を 必要 と し ます 。) 書き 込み を 禁止 する に は 、 裏 面 
に ある ライ ト プ ロ テク ト タ プ を スラ イド させ て 穴 が 見 える 状態 に し ます 。 書 き 込 み を 
禁止 し て いる と きも 、 保 存 さ れ て いる プロ グラ ム や デー タ を 呼び 出す こ と は で きま す 。 
再び 書き 込み を 行え る よう に する に は 、 ラ イト プロ テク ト タ プ を スラ イド させ て 穴 が 
見 えな い 状 態 に し ます 。 


EE 


書き 込み 禁止 フイ トブ ロ テクト タプ 書き 込み 可能 


較 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) に つい て 

市 販 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク は 初め て 使用 する と き 「 フ ォ ー マ ッ ト 」 (初期 化 ) 
と 呼ば れる 準備 が 必要 で す 。 フ ォ ー マ ッ ト の 方 法 に つい て は 、 本 書 の 91 ペー ジ で 説 
明 し て いま す 。 

3.5 イ ンチ マイ クロ フロ ッ ピー ディ スク に は 、F S 一 A 1F で 行う 1 DD、2 DD 以 
外 に も 1 D、2 D な どの フォ ー マ ッ ト の 方 式 が あり ます 。FS 一 A1F は 、1D、2 
D の 方 式 で の フォ ー マ ッ ト は で きま せん が 、 他 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に より 
フォ ー マ ッ ト さ れ た 1 D 、 2 D の フロ ッ ピー ディ スク に 対し て 、 保 存 や 呼出 を する こ 
と は で きま す 。 


証 ア クセ スラ ンプ に つい て 
アク セス ラン プ (⑤ ゆ 24 ペ ー ジ ) は 、F S 一 A 1 F が フロ ッ ピー ディ スク に プロ グラ ム や 
デー タ を 保存 し た り 呼 び 出し た り し て いる と き に 点灯 し ます 。 
アク セス ラン プ が 点灯 し て いる と き に 、 リ セッ ト ボ タン や ポー ズ ボ タ ン を 押し た り 、 
電源 スイ ッ チ を 切っ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し た りす る と 、 フ ロッ ピー 
ディ スク や その 内 容 を こわ し て し まう こと が あり ます 。 
この よう な 操作 は し な いよ うに 十分 に 注意 し て くだ さい 。 
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用 意 は いい で すか の 
いよ いよ 探検 に 
出発 で す ! 


天 2 革 基礎 編 


この 章 は 、 

第 1 章 で 説明 し た すべ て の 準備 を 終わ っ た か た の た め 
に 、 目的 に 応じ た スタ ー ト の し か た を 説明 し て いま 
す 。 


必ず 一 度 は お 読み に な っ て 、 頭 に 入れ て お いて くだ さ 
( 幅 問 


45 


さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


| 第 1 章 で 説明 し た すべ て の 準備 が 終わ っ たら 、 い よい よ ス ター ト で す 。 
で も 、 そ の 前 に も う 一 度 、 次 の 点 を 確認 し て お きま し ょ う 。 
。 2 じ F S 一 A 1 F は テレ ビ に 正しく 接続 され て いま すか ? ( 必 28 ペ ー ジ ) 
じ 電 源 コ ー ド は コン セン ト に 接続 され て いま すか ? (本 機 と テレ ビ ) 
明 乾電池 は 電池 ポッ クス に 入っ て いま すか の (27 ペ ー ジ ) 
編 


| 脅 電源 スイ ッ チ の 入れ か た 切り か た 
人 @ 電 源 ス イッ チ の 入れ か た 


① テレ ビ な ど F S 一 A 1 F に 接続 し た すべ て の 周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ を 先 に 入れ 
ます 。 


フロ ッ ピー ディ スク に 収め られ た ソフ ト を ご 使用 に な る と き は 、 デ ィ ス ク 差 し 込 
み 品 に ソフ ト の 収め られ て いる フロ ッ ピー ディ スク を 入れ ます 。 
(⑤②42 ペ ー ジ ・「 フ ロッ ピー ディ スク の 出し 入れ の し か た 」) 
す R OM カ ー ト リッ ジ に 収め られ た ソフ ト を ご 使用 に な る と き は 、R OM カー ト 
リッ ジ を 空い て いる スロ ッ ト に 差し 込み ます 。 
で | 市 販 ソ フト を ご 使用 に な る と き は 、 ソ フト の 説明 書 を 読ん で スタ ー ト 
の し か た を 確か め て くだ さい 、。 
③ FS 一 A 1 F の 電源 スイ ッ チ を 人 入れ ます 。 
購入 後 初め て 使う と き や 、 電 源 ス イッ チ を 切っ て 乾電池 を 交換 し た と き は 、 
キー を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ て くだ さい 、。 


人 市 販 ソ フト を ご 使用 に な る と き は 、 


| キー を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 
人 れれ て くだ さい 。 (551 ペ ー ジ ) 
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さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


し ば らく し て 、 テ レビ の 画面 に 次 の よう な 表示 が あら われ ます 。 


びら 基 


VIR nH : 1 の お に b り も と = 


(いつ まで た っ て も 何 も 表 示さ れ な いと き は 、「 電 源 ス イッ チ の 切り か た 」 の 説明 に 
し た が っ て 電源 を 切っ て か ら 、232 ペー ジ の 「 故 障 か な ? ! と 思っ た ら 」 の 指示 に 
し た が っ て 原因 を 調べ て くだ さい 。) 


以後 、 こ の 表示 を 「M S X の タイ トル 」 と 呼び ます の で 、 覚 えて お いて くだ さい 。 


人 電源 スイ ッ チ の 切り か た 


ー 部 の 市 販 ソ フト の よう に 、 デ ー タ の セー ブ (保存 ) 機能 や 書き 換え の 機 
能 の ある ソフ ト を 使っ て いる と き は 、 ソ フト の 説明 書 の 指示 に し た が っ て 
電源 スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 こ れ ら の ソフ ト の 中 に は 、 異 な っ た 方 法 
で 電源 スイ ッ チ を 切る と 壊れ る も の が あり ます 。 


① フロ ッ ピー ディス ク を 使っ て いる と き は 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て いな いこ と 
を 確認 し 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 
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さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


② FS 一 A 1F の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


⑬③ 周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 
人 @ 特 別 な 電源 スイ ッ チ の 入れ か た に つい て 


使用 する ソフ ト に よっ て は 、 特 別 な 電源 スイ ッ チ の 入れ か た が 必要 に な り ま す 。 この 
よう な 場合 は 、 通 常 、 ソ フト の 説明 書 に スタ ー ト の し か た が 書か れ ね てい ます ので 、 そ 
の 指示 に し た が っ て くだ さい 。 ソ フト の 説明 書 の 指示 通り に し て も 動か な いと き は 、 
49 ペ ー ジ の 「 倫 コントロー ル 立 ち 上 げ と シフ ト 立 ち 上 げ 」 を 参照 し て くだ さい 。 
また 、 本 機 は 電源 スイ ッ チ を 入れ る と ます 内 蔵 ソ フト が 動き 出す よう に な っ て いま す 
が 、 必 要 な 場合 に は 直接 BAS 1C や ソフ ト を 動作 させ る こと も で きま す 。 こ の 場合 
は 、51 ペ ー ジ の 「 欠 デ リー ト 立 ち 上 げ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


較 特 別 な が スタ ー ト の し か た 
代 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ と シフ ト 立 ち 上 げ 


F S 一 A 1 F は 、 内 蔵 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が メモ リ の 部 を 使用 する た め 、 
ソフ ト が 使用 で きる メモ リ の 大 き さ が フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 持た な い 機種 に 
くら べ て 少し 小さ く な っ て いま す 。 こ の た め 、 ソ フト に よっ て は 、 メ モリ の 大 き さ が 
不足 し て スタ ー ト し な か っ た り 異 常 な 動作 を し た りす る こと が あり ます 。 

この 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク 版 の ソフ ト を 使用 する と き は 「 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ 」 
と 呼ば れる スタ ー ト の し か た を 、 カ セッ ト テ ー プ 版 の ソフ ト や R OM カー トリ ッ ジ 版 
の ソフ ト を 使用 する と き は 「 シ フト 立ち 上 げ 」 と 呼ば れる スタ ー ト の し か た を する 
と 、 正 常に 動作 する よう に な る こと が あり ます 。 


コン トロ ー ル 立ち 上 げ の し か た 


① 「 電 源 ス イッ チ の 入れ か た 」 (②46 ペ ー ジ ) の 指示 に 従っ て 電源 を 人 れ ま す 。 
② フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ディ スク 差し 込み 口 に 入れ 、 較 キー を 押し ます 。 


キー を 押し な が ら 、 キ ー ポ ボー ド の 関 キー を 押し ます 。 
ソフ ト が スタ ー ト する まで | CTIRM| キー を 押し 続け ます 。 


意 | コント ロール 立ち 上 げ を し た と き は 、B AS 1C の COP Y 命 令 を 使っ た 
フロ ッ ピー ディ スク の ファ イル の コピ ー は 、 で き な く な り ま す 。 
ファ イル を コピ ー し た いと き は 、 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ を せ ず に BA S | 
C を 起動 し て くだ さい 。 
・ 付 属 ソ フト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」「 カ ー ド ファ イル 」 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 
を 使用 する と き は 、 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ を し な いで くだ さい 。 
これ ら は 、 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ を され る と 、 正 常に 動作 し な く な り ま す 。 
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さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


シフ ト 立 ち 上 げ の し か た 


シフ ト 立 ち 上 げ の し か た は 、R 0M カ ー ト リッ ジ を 使用 する と き と 、 カセ ッ ト テ 
ー プ を 使用 する と き で は 、 手 順 が 異な り ま す 。 


例 R OM カート リッ ジ を 使用 する 場合 


鞭 硬 喘 電 ーー 


① ROM カ ー ト リッ ジ を スロ ッ ト に 差し 込み ます 。 


|SHIT| キー を 押し な が ら 、F S 一 A 1 F の 電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 
上 5 間 キー を 押し 続け ます 。 


カ セッ ト テ ー プ を 使用 する 場合 


① 「 電 源 ス イッ チ の 入れ か た 」 ( 心 46 ペ ー ジ ) の 指示 に 従っ て 電源 を 入れ 、 賠 キ 
ー を 押し ます 。 

② カセ ッ ト テ ー プ を デー タレ コー ダ に 入れ て 巻き 戻し デー タレ コー ダ の プレ 
イボ タン を 押し ます 。 (デー タレ コー ダ の 操作 に つい て 詳し く は 、 お ま 持 ち 
の デー タレ コー ダ の 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。) 


ソフ ト の 説明 書 に し た が っ て ソフ ト を ロー ド (呼出 ) し ます 。 


・ シ フト 立ち 上 げ を し た 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク を 使え ませ ん 。 
フロ ッ ピー ディ スク を 使い た いと き は 、 シ フト 立ち 上 げ を し な いで 電源 ス 
イッ チ を 入れ て くだ さい 。 

・ 付 属 ソ フト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」「 カ ー ド ファ イル 」「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 
を 使用 する と き は 、 シ フト 立ち 上 げ を し な いで くだ さい 。 
これ ら は 、 シ フト 立ち 上 げ を する と 動作 し な く な り ま す 。 
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さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


@ デ リー ト 立 ち 上 げ 


FS 一 A1F は 、ROM カ ー ト リッ ジ を 接続 し た と き を 除い て は 、 電 源 ス イッ チ を 和信 
れる と まず 内蔵 ソ フト が スタ ー ト し 、 そ れ か ら B AS 1C を スタ ー ト させ る こと に よ 
り 使用 する ソフ ト を スタ ー ト させ る よう に な っ て いま す 。 

市 販 ソ フト を 使用 する と き な ど で 、 内 蔵 ソ フト の スタ ー ト を 待つ の が わずらわし く 思 


われ る と き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


デリ ー ト 立ち 上 げ の し か た 


訣 還 + 一 を 押し な が ら 「 電 源 ス イッ チ の 入れ か た 」 (②46 ペ ー ジ ) の 指示 に 


た が っ て 電源 を 入れ ます 。 
| 雇 置 F 一 は 、B A S | C ま た は ソフ ト の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 


亡 肖 粒 | ソフ ト に よっ て は 、B A S | C の 画面 で CAL 命令 を 入力 する こと に よ 
り ス ター ト す る も の が あり ます 。 (や ソフ ト に 付属 の 説明 書 ) 
ソフ ト に よっ て は 、 語 証 キー ゃ 詞 較 | キー iP 
を 入れ る と 、 そ の ソフ ト の 機能 が 使用 で き な く な る も の が あり ます 。 
よう な 場合 は 、 何 も キー NCP や NN 


面 が 表示 され た ら 開 キー を 押し て くだ さい 。 


回 


さあ 、 電 源 を 入れ まし ょ う 


較 こ こま で で 、 こ ん な こと が 起こ っ た ら 
ここ で 、 こ れ ま で に 説明 し た 操作 を 行っ て も 何 か が うま くい か な か っ た か た の た め に 、 
よく ある 失敗 の 原因 と 対策 の 例 を 挙げ て お きま す 。 

信 電 源 ス イッ チ を 入れ て か らし ば らく 待っ て も 何 も 表 示さ れ な い 。 


電源 ラン プ は 点灯 し て いま すか ? も し 消え て いれ ば 電源 コー ド が コン セン ト 
か ら 抜 け て いな いか 確か め て くだ さい 。 


テレ ビ の 電源 は 入っ て いま すか ? 念 の た め 、 テ レビ の 電源 コー ド も 抜け て い 
な いか 確認 し て くだ さい 、。 


FS 一 A 1F と テレ ビ は 正しく 接 「 接 続 し まし ょ う 」 (②28 ペ ー ジ ) を 
続 さ れ て いま すか ? 参考 に 、 接 続 に 間違い が 無い か 確か め て 


くだ さい 。 ビ デオ (映像 ) ケー ブル で 接 
続 し て いる と き に 、 パ ソコ ン か ら の ビデ 
オ (映像 ) 出力 を 間違っ て テレ ビ の オー 
ディ オ (音声 ) 入力 端子 に 接続 する こと 
が あり ます 。 


アン テ ナ 人 入力 端子 に 接続 し て いる 使用 する 地域 に よっ て 空き チャ ン ネ ル は 
場合 、RF チ ャ ン ネ ル の 切換 え ス 変わ り ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 
イッ チ は 空き チャ ン ネ ル に 設定 さ 

れ て いま すか ?⑦  ( 〇 38 ペ ー ジ ) 


入力 切換 え ス イッ チ の ある テレ ビ も し そう な ら 、 接 続 の し か た に 合わ せ て 、 
を 使っ て いま せん か ? テレ ビ ・ ビ デオ ・R G B の どれ か に 切り 
換え て みて くだ さい 。 


E | ボタ 


(ポー ズ ) ボタ ン の ラ 点灯 し て いた ら 、 も う 一 度 | 
ンプ が 点灯 し て いま せん か の ン を 押し て くだ さい 。 


価 M S X の タイ トル が 表示 され た 後 、 何 も 動か な く な っ た 。 


BE 
TO 


BAS1C の SE 「T 病 令 で パス 
ワー ド を 設定 し ませ ん で し た か ? 


キー を 押し な が 
ら リ セッ ト ボ タン を 押し て くだ さい 。 


私 の 自慢 の 
便利 な 内 蔵 ソ フト で す 。 
上 手 に 使っ て 、 

机 の 上 を 広く し まし ょ う 


更 3 草 内 工 ノ フト 編 


この 章 は 、 

F S 一 A 1F の 大 き な 特 長 で ある 内 蔵 ソ フト 「 コ ッ ク 
ピッ ト 1 」 に つい て 、 各 機能 別に ご 説明 し ます 。 
パー ソナ ルコ ンピュータ は 、 上 手 に 使え ば さま ざま な 
用 途 に 使え る も の で ある こと を 、 ち ょ っ ぴり 体験 し て 
みて くだ さい 。 


ョ リッ クツ ピッ | 9 の た 


電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、MS X の タイ トル 表示 の あと 、 次 の よう な 画面 が 表示 され 
ます 。 
(ゲー ム ソ フ ト な どの R OM カー トリ ッ ジ を 接続 し て いる 場合 を 除き ます 。) 


これ は 、F S 一 A 1F の 内 蔵 ソ フト 「 コ ッ ク ピ ッ ト 1 」 が スタ ー ト し た こと を 示し ま 
す 。 

この 画面 は 、 これ か ら あ な た が F S 一 A 1F の 持つ さま ざま な 機能 を 使っ て いく た め 
の 操縦 席 (コッ ク ピ ッ ト ) の 役目 を し 、 各 機 能 を この 画面 で 選び ます 。 ま た 電源 ス 
イッ チ を 切る と き に も 、 な る べく この 画面 が 表示 され て いる 状態 で 切る よう に し ま 
し まあ ウ 。 

以後 、 こ の 画面 を 「 コックピット 画面 」 と 呼び ます の で 、 覚 えて お いて くだ さい 。 


圏 デ モ の 止め か た 
コッ ク ピ ッ ト 画 面 が 表示 され た 直後 に は 、 画面 上 の 四角 い 部 分 (スク リー ン エ リア ) 
で アニ メー ショ ン が 表示 され 、 デ モ の 音楽 が 流れ ます 。 こ の まま の 状態 で は 何 も 操作 で 
き な い の で 、 隊 (リタ ー ン ) キー を 押し て くだ さい 。 ス クリ ー ン エリ ア に 「Panas 
on ji cC」 と 表示 され て 少し 遅れ て デモ の 音楽 が 止ま り ま す 。 
※ 剛 キ ー を 押す タイ ミン グ に よっ て は デモ が 止ま ら な いこ と が あり ます 。 こ の と き は 
も う 一 度 剛 キ ー を 押し て くだ さい 。 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


往 テ ご 型 計 人 結 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


較 ど ん な 機能 が ある ん だ ろう 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 に は 、 い くつ か の 品物 の 絵 が 表示 され ます 。 

これ ら の 絵 は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の も つ 各 機能 を スタ ー ト する た め の ス イッ チ の 役目 を 
し 「 ア イコ ン 」 と 呼び ます 。 

スタ ー ト の し か た に つい て は 後 で 説明 し ます 。 ま ず は アイ コン が どん な 機能 に 対応 し 
て いる か を 覚え て お きま し ょ う 。 


田 各 機能 の 選び か た 
基本 的 な 操作 は 、 


(キー ボー ド の み を 使っ て いる 場合 ) 

カー ソル キー を 押し て 、 黄 色 い ラ ンプ を 選び た い 機 能 に 対応 する 絵 に 合わ せ 
周 キー を 押す 場合 と 、 機 能 に 対応 する 番号 を 数 字 キ ー で 入力 する 場合 が あり 機能 に 
より 異な り ま す 。 

(ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 マ ウス を 使っ て いる 場合 ) 

各 機 能 に 対応 する 絵 に 白い 矢印 (カー ソル ) を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン (1) 
(また は トリ ガー ボタ ン A) を 押し ます 。 (キー ボー ド の み の 場 合 と 同じ く 、 キ ー ボ 
ー ド で 操作 する こと も で きま す 。) 


以後 の 説明 で は キー ボー ド の み を 使っ て いる 場合 を 説明 し ます 。 ジ ョ イ パ ッ ド (ジョ 
イス ティ ッ ク ) 、 マ ウス を 使用 する 場合 に は 、 な に も 記述 し て いな いか ぎり 上 記 の よ 
うに 白い 矢印 (カー ソル ) べく を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン (1 ) (トリ ガー ボタ ン 
A) を 押し て くだ さい 。 


@ コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 へ の 戻り か た 


次 か ら 説明 する 機能 で 、 も し 自分 の 選ん だ 機能 と は ちがう 機能 を 選ん で し まっ た り 、 
入力 を まち が っ た 場合 に は 、 上 選 S6 | キー を 押す と 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻れ ます 。 

ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 マ ウス を 使っ て いる 場合 に は 各 機 能 の 画面 左上 
に 表示 され て いる | マー ク に カー ソル べく を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン (1 ) 
(トリ ガー ボタ ン A) を 押し て も 戻り ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


田 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の 設定 機能 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 の 上 部 に 並ん で いる アイ コン は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の も つ 宮 種 の 設定 
機能 を あら わし ます 。 


代入 力 機 器 の 指定 
コッ ク ピ ッ ト 1 が スタ ー ト し た と き に は 、 入 力 機器 と し て キー ボー ド だ けが 使用 で き 
ます 。 
その 他 の 入力 機器 を 使用 する と き に は 、 ぞ の 機器 を 指定 する こと が 必要 で す 。 
指定 する 方 法 は 
④ カー ソル キー を 押し て 、 使用 する 入力 機器 の 絵 の 下 の ラン プ を 黄色 く 
点灯 させ ます 。 


② 較 キー を 押す と 指定 し た 機器 の 絵 の 下 の ラン プ が 赤色 に な り 、 画 面 に 白い 矢 
EH (カー ソル ) が 表示 され ます 。 こ れ で 指定 し た 入力 機器 が 、 キ ー ボ ー ド と い 
っ し ょ に 使用 で きる 状態 に な り ま し た 。 


※ 指定 し た 入力 機器 は コッ ク ピ ッ ト 1 の 他 の 機能 を 使用 中 で も 変更 する こと が で 
きま す 。 


実際 に 接続 し て いな い 入 力 機器 を 指定 し た 場合 は 、 カ ー ソ ルキ ー 図 図 
を 使っ て 指定 し 直し て くだ さい 。 


OR 
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" コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


僅 日 付 と 時 刻 の 設定 


F S 一 A 1 F 内 蔵 の 時 計 機能 に 日 付 と 時 刻 を セッ ト し ます 。 
この 設定 に より 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の 「 時 計 」 と 「 カ レン ダー」 が 
正しく 表示 され ます 。 


内 
工 
ツ ① カー ソル キー 回 罰 
フ キー を 押し ます 。 
た ④② 日付 と 時 刻 を セッ ト す る 画面 が 表示 され る の で 、 カ ー ソ ルキ ー | を 押し 
て 変更 し た い 数 字 に カー ソル - を 合わ せま す 。( 最 初 の 「 19」 に カー ソル を 
合わ せる こと は で きま せん 。) 


[sg』 「1988 ン 51 61 局 
IA 12:O0 工 罰 


FETuFn |E: ョ 男 


⑬ 正しい 数 字 を 数 字 キー で 入力 し ます 。 

(ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 マ ウス を 使っ て いる 場合 は 、 画面 の 
診 詳 | マー ク の どちら か に カー ソル を 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A 
(また は 1 ) を 押し て も 数 字 が 変わ り ま す 。) 


例 ) 1988/ 2/23 を 1988 ン / 2/2 5 に 変え る 場合 


1988/02 グ 23 ゆ 1989/02 グ 25 


カー ソル 一 を 3 に 合わ せる 。 
※・ ま ちがっ た 場合 は 、 カ ー ソ ル - を まち が っ た 数 字 に 合わ せ 、 あ ら た め て 


正しい 数 字 を 入力 し て くだ さい 。 
・ 時 刻 の AM・PM 表 示 は 、 カ ー ソ ルー を 合わ せ て 愉 
に 切り 換わり ます 。 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


④ ②③ の 操作 を 繰り 返し て 日 付 、 時 刻 の 両方 を 正しく 修正 し 、 確 認 し た 後 、 時 幸 
な ど に わせ て 同 キー を 押し て くだ さい 。 これ で セッ ト が 終わ り まし た 。 
キー を 押す と 、 セ ッ ト せ ず に 表示 が 消え ます 。 


FS 一 A 1F 内 蔵 の 時 計 機 能 は 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た 後 も 乾電池 に より 働き 続け 
ます の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る た びに 日 付 や 時 刻 を 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 


1 注 中 | 内蔵 の 時 計 機能 の 精度 は 、 日 差 士 10 秒 以内 で す 。 必 要 に 応じ て 時 刻 を 設定 
し 直し て くだ さい 。 
・ 時 刻 が 大 きく 狂っ て きた と き は 乾電池 が 消耗 し て いま す の で 、 新 し い 乾 電 
池 に 交換 し 、 時 刻 を 設定 し 直し て くだ さい 。 


久 画 面 表 示 位置 の 補正 


| 。 評 | テレ ビ に 表示 され る 画面 の 端 が 切れ る と き な ど に 、 画面 を 表示 する 位置 
上 | を 移動 し て 、 見 や すく する 機能 で す 。 


操作 の し か た は 、 


① カー ソル キー 図 國 を 押し て 、 画 面 上 部 の 黄色 い ラ ンプ を 較 調 の 下 に 動か し 、 
剛 キー を 押す と 下 の よ うな 画面 が 表示 され ます 。 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


② カー ソル キー 較 蘭 を 押し て 画面 を 見 な が ら 、 表 示 位 置 を 見 や すい 位置 


に 動か し ます 。 
(ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 マ ウス を 使っ て いる 場合 に は 、 画面 に 表 
示さ れ て いる カー ソル キー マー ク 圏 回 圏 園 に カー ソル K を 合わ せ て ト 


リガ ー ボ タン ( 1 ) (トリ ガー ボタ ン A) を 押し ます 。) 
カー ソル キー や トリ ガー ボタ ン を 一 度 押 す た び に 、 わ ず か ずつ テレ ビ に 表示 され 


た 画面 の 位置 が 動き ます 。 
|ES6 | キー を 押し て コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 
※ 一 度 補正 を 行う と その 位置 の 記憶 は 、 電 源 ス イッ チ を 切っ て も 乾電池 に より 保存 
され ます 。 た だ し 、 乾 電池 を 交換 し た と き は 、 あ ら た め て 補正 を 行っ て くだ さい 
⑱ コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 の 輝度 調整 
コッ ク ピ ッ ト 画 面 右 下 に ある スラ イド スイ ッ チ の 絵 が 、 現 在 設定 され て いる コッ ク 
ピッ ト 画 面 の 色 の 明る さ を あ ら わ し て いま す 。 ス イッ チ の つま み が 中 央 に ある の が 標 
準 の 設定 で 、 つ まみ が 右 に ある ほど 色 が 明る く 、 左 に ある ほど 暗く な り ま す 。 


SEIF| HI _ IFIS 


操作 の し か た は 、 


剛 キー を 押す と 画面 の スラ イド スイ ッ チ が 動く の で 、 適 当 な 色 に な る まで 何 度 か 押 
し て くだ さい 。 


輝度 の 設定 の 記憶 は 保存 され な いた め 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 元 の 設定 に 戻り ます 。 
この 機能 は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 以外 の 画面 の 輝度 に は 影響 し ませ ん 。 


画面 表示 の 切り 換え 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 表示 され る 付属 ソフ ト を あら わす 絵 を 、 文 字 
(カタ カナ な ど ) に よる 表示 に 切り 換え る 機能 で す 。 お 好み に よ 
り 使い 分 け て くだ さい 。 


操作 の し か た は 、 
| 9 | キー を 押す ご と に 絵 に よる 表示 と 文字 に よる 表示 が 切り 換わり ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


田 コ ッ ク ピ ッ ト 1] の アク セ サ リ ー 機 能 


アク セ サ リ ー 機 能 は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 を 操作 中 に 、 時 刻 や 今日 の 日 付 を 確か め た く 
な っ た と き 、 ち ょ っ と し た 計算 を し た いと き な ど に 、 現 在 の 操作 を 中 止 せ ず に 表示 中 
の 画面 の 上 に 重ね て 表示 し て 使え る 便利 な 機能 で す 。 

アク セ サ リ ー 機 能 に は 、 次 の 三 つ の 種類 が あり ます 。 


) 時 計 表示 ……………… FS 一 A1F 内 蔵 の 時 計 機能 に よっ て 現在 の 時 刻 を 表 
示す る デジ タル 時 計 で す 。 

b) カレ ンダ ー …………… 内 蔵 の 時 計 機 能 こ より 、 常 に 今月 の カレ ンダ ー を 表示 
し ます 。 ま た 、 指 定 し た 年 月 の カレ ンダ ー を ご 覧 に な 
る こと も で きま す 。 

C) 電卓 …………………… 8 桁 ま で の 四則 演算 が で きる 電卓 で す 。 


これ ら の 機能 は コッ ク ピ ッ ト 画 面 だ け で な く 、 後 述 の 付属 ソフ ト 「 カ ー ド ファ イル 」 
を 使用 中 に も スタ ー ト する こと が で き 、 終 Y す る と スタ ー ト する 前 の 画面 に 戻り ます 。 


こ ご こ か ら は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の 三 つ の 機能 に つい て 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 か ら の スタ ー 
ト の し か た と 、 そ の 使い か た を 説明 し ます 。 


|・ ア クセ サリ ー 機 能 の 時 計 と カレ ンダ ー は 、F S 一 A 1 F 内 蔵 の 時 計 機能 に 
より 動作 し て いま す 。B A S | C の SE 命令 な ど に より 日 付 や 時 刻 の デ 
ー タ を 変更 し た と き は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 の 「 日 付 と 時 刻 の 設定 」 (58 
ペー ジ ) を 参照 し て 、 正 し く 設 定 し 直し て くだ さい 。 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


弄 時 計 を 表示 させ まし ょ う 


現在 の 時 刻 を 表示 する デジ タル 時 計 で す 。AMPM、 時 、 分 、 を 表示 し 、1 秒 ご と 
に 赤い ラン プ が 点滅 し ます 。 


@ コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 で の スタ ー ト の し か た 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 の 上 に 重なる よう に し て 、 下 の 画面 が 表示 され ます 。 


ーー 時 刻 (時 、 分 ) の 
破 コ 9 


ET 6 
秒 を あら わす ラン プ 
AM/PM 表 示 


借 終 了 の し か た 


キー を 押し ます 。 (ジョ イ パ ッ ド (ステ ィ ッ ク ) 、 マ ウス を 指定 し て いる と き 
は 、 ト リガ ー ボ タン (IL) また は トリ ガー ボタ ン B を 押し 
ます 。) 


時 計 の 表示 が 消え て 、 画 面 が 元 に 戻り ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


田 カ レン ダー を 表示 させ まし ょ う 


1900 年 か ら 2099 年 まで の 指定 され た 月 の カレ ンダ ー を 表示 し ます 。 
信 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 で の スタ ー ト の し か た 


キー ボー ド の 開 


キー を 押し ます 。 

コッ ク ピ ッ ト 画 面 の 上 に 重なる よう に し て 、 次 の よう な 表示 が あら われ ます 。 
年 / 月 の 表示 
[ESC | マー ク 


曜日 の 表示 


LEc 軸 1988 ン ロ 1 全 当 gi 『 人 | 尽 ) 


il 」 | 2 
ー 引 _4]_5s] e] ?|_ 引 _ 引 

2] 4 し い ] 18] 
8 22| 231 
ya| 30] 


> 
7| 281 2 


今日 の 日 付 
スタ ー ト し た 直後 に 表示 され る の は 、 内 蔵 の 時 計 機能 が 示す 月 の カレ ンダ ー で 、 点 減 
し て いる 日 が その 日 の 日 付 で す 。 


雪 終 了 の し か た 


IESC | キー を 押し ます 。 (また は トリ ガー (IL) 、 ト リガ ー (B) を 押し ます 。) 
カレ ンダ ー の 表示 が 消え て 、 画 面 は 元 に 戻り ます 。 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


人 @ 他 の 年 月 の カレ ンダ ー の 表示 の し か た 


コッ ク ピ ッ ト 1 の カレ ンダ ー は 、 西暦 1900 年 か ら 2099 年 まで の 望み の 月 の カレ ンダ 
ー を 表示 する こと が で きま す 。 


6 例 と し て 、 現在 が 1987 年 1 月 と し て 、1990 年 3 月 の カレ ンダ ー を 表示 する 手順 を 説 


明 し ます の で 、 実際 に や っ て みて くだ さい 。 


キー を 押し ます 。( ジ ョ イ パ ッ ド (ステ ィ ッ ク ) 、 マ ウス を ご 使用 の 場合 
は 、 カ ー ソ ル K を 画面 の 圏 に 合わ せ て 、 ト リガ ー 
ボタ ン A か (1 ) を 押し ます 。) 


年 月 表示 欄 の 年 の 表示 の 先頭 の 桁 の 位置 に 、 カ ー ソ ル 一 が 表示 され ます 。 


1.9 8 7 ノ 1 1 


| | と 数 字 キ ー を 押し ます 。 


1990 ノ 03 


数 字 キー を 押し 間違え た と き は 、 |BS | キー を 押し て 間違っ た 数 字 の 位置 に カー 
ソル - を 戻し 、 正 し い 数 字 キー を 押し て くだ さい 。 
カー ソル ー は カー キー で 左右 に 動き ます 。 


軒 」 罰 ] 
誠 ーー ァ | . 
| 10| 111 121 HiN 141 is 

| ュ ィ | 18| 19| 2g| 21| 22| 28| 
| クコ | 25| 26| 2 ァ Z| 28| 29| 3 ロ l 
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コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


指定 し た 年 月 が 1900 年 より 前 や 2099 年 より 後 、 あ る い は 月 が 「13 月 」 の よ 
うに あり えな い 数 字 の と き に は 、 固 キー を 押し て も カー ソル - は 消え ず 
表示 され て いる カレ ンダ ー も 変わ り ま せん 。 正 し い 範 囲 の 年 月 を 指定 し 直し 
て る きい 。 


人 前 月 お よび 次 月 の カレ ンダ ー を 表示 する 場合 


表示 中 の カレ ンダ ー の 前 月 お よび 次 月 の カレ ンダ ー を 表示 し た いと き は 、 よ り 簡 単 な 方 
法 で 操作 で きま す 。 


岡 キー を 押す と 、 前 月 の カレ ンダ ー が 表示 され ます 。 
図 キー を 押す と 、 次 月 の カレ ンダ ー が 表示 され ます 。 


ジョ イ パ ッ ド (ステ ィ ッ ク ) 、 マ ウス な ど で 、 カ ー ソ ル 馬 を 画面 の の 位置 に 
合わ せ て 、 ト リガ ー ボ タン A ま た は トリ ガー ボタ ン (1 ) を 押し て も 、 同 じ 操 作 が で き 
ます 。 


倫 カ レン ダー の 祝祭 日 の 表示 に つい て 


コッ ク ピ ッ ト 1 の カレ ンダ ー は 、1987 年 9 月 現在 の 祝日 を 採用 し て いま す 。 

それ 以後 に 制定 され た 祝日 は 表示 し ませ ん 。 

祝日 が 日 曜日 と 重なっ た 場合 は 、 月 曜日 を 祝日 と し て 表示 し ます 。 ま た 、 春 分 の 日 お よ 
び 秋 分 の 日 の 日 付 は 、 毎 年 、 政 府 の 刊行 物 に より 正式 に 発表 され ます の で 予想 日 を 祝日 
と し て 表示 し ます 。 
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コッ クビ ピット 1 の 使い か た 


再 電 卓 を 使っ て 計算 し まし ょ う 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 電卓 は 、 8 桁 ま で の 四則 演算 が で き 、 テ ン キ ー で も ジョ イ パ ッ ド 
(ステ ィ ッ ク ) や マウ ス で も 操作 で きま す 。 


@ き コック ピッ ト 画 面 で の スタ ー ト の し か た 
キー ボー ド の 占 | キー を 押し ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 重なる よう に し て 、 下 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


信 終 了 の し か た 


キー を 押し ます 。 (ジョ イ パ ッ ド (ステ ィ ッ ク ) 、 マ ウス を ご 使用 の 場合 は 、 
トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー ボタ ン (TI) を 押し ま 
ず 。 3 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


信 計 算 の し か た 
画面 上 に 表示 され る 電卓 の キー は 、 次 の よう に キー ボー ド の キー に 対応 し て いま す 。 


テン キー お よび 数 字 キ ー の | 


テン キー お よび 文字 キー の 了 
キー 


AN スプ 


一 度 に 入力 で きる 数 字 は 8 桁 ま で で 、 表 示 で きる 計算 結果 も 8 桁 ま で で す 。 
(小数 点 は 桁 数 に 含み ませ ん 。) 


数 字 を 入力 する 際 に 、 キ ー を 押し 間違え た と き は 、 
消し て か ら 、 あ ら た め て 正しい 数 字 を 入力 し ます 。 


十 、 一 、*、 プ を 入力 する 際 に 、 キ ー を 押し 間違え た と き は 、 続 け て 正しい キー を 押 
し ます 。 


@| キー を 押し て 表示 欄 の 数 字 を 


入力 し た 数 字 を 消 去 する と き は 賠 キー を 、 計 算 結果 を 消去 する と き は 較 キー を 押 


し ます 。 ( 賠 キー の か わり に 上 キー を 2 回 押し て も 、 計 算 結果 を 消去 で きま す 。) 


葉 | ・ 計算 結果 が 1 億 (整数 部 が 9 桁 ) を 越え る 場合 に は エラ ー に な り 、 計算 で 
きま せん 。 こ の と き 、 表 示 欄 に は 下 の よう に 表示 され ます の で 、 了 
を 押し て 消去 し て くだ さい 。 


・ 計算 結果 が 小数 部 を 含め て 8 桁 以 上 に な る 場合 は 、 上 位 8 桁 ま で が 表示 さ 
れ 、 ぞ ね れ 以下 の 桁 は 切り 捨て られ ます 。 
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符 ケ ご 各 


コッ ク ピ ッ ト 1 の 使い か た 


一 付属 ソフ ト を 使い まし ょ う 
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コッ ク ピ ッ ト 画 面 の 下 の 方 に は 、 四 つの アイ コン が 並ん で いま す 。 


これ ら の うち 、 左 側 の 三 つ は F S 一 A 1 F の 付属 ソフ ト を 、 一 番 石 側 は MSX DI 
SK _ BASIC (また は MSXーDOS) を あら わし て いま す 。 


これ ら の 付属 ソフ ト は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 1 の 他 の 機能 と 同じ よう に し て コッ ク ピ ッ ト 画 

面 か ら ス ター ト さ せる こと が で きま す 。 ぞ そし て 、 付 属 ソ フト を 終了 し た と き に は 再び 

コッ ク ピ ッ ト 1 画面 が 表示 され ます 。 (た だ し 、 内 蔵 デ ィ ス ク ド ラ イブ に 付属 の フロ 

ッ ピ ー デ ィ ス ク を いれ て お く こ と が 必要 で す 。) 

BAS1C と MSXーDOS を 選ん だ と き に は 再び コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻る こと は で 
きま せん 。 

付属 ソフ ト の 使い か た に つい て は 次 章 「 付 属 ソ フト 編 」 で くわ し く 説 明 し ます 。 
BAS1C に つい て は 「 第 5 章 BAS1C 編 」 、MSXーDOS に つい て は 付属 の 
「MSX DISK BASICZMSX 一 DOS 使 用 説明 書 」 を ご 覧 くだ さい 。 


内 蔵 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ を 
1 0 0 め 活 用 する 
便利 な 付属 ソフ ト で す 


第 4 草 付属 ソノ フト 編 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク に 収め られ た 便利 

な すき 本 の ソフ ト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 「 カ ー ド 

ファ イル 」 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 の 使い か 

た を ご 説明 し ます 。 

これ ら の ソフ ト を 使う こと に よっ て 、 フ ロッ 

ピー ディ スク の 便利 さ を 存 分 に 味わっ て くだ 
さい 。 69 


_ スタ ー ト し まし ょ う 人 商 較 間 較 


ここ で は 、 名 付属 ソフ ト の スタ ー ト の し か た と 操作 の 基本 を 説明 し ます 。 
| 操作 を 始め る 前 に 次 の 点 を 確か め て くだ さい 。 
コックピット 画面 が 表示 され て いま すか ⑦  (⑤5 4 ペー ジ ) 


須加 2 ター ト の し か た 


付 

属 ① 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 付属 の フロ ッ ピー ディ スク を 差し 込み ます 。 

ツ 

② 画面 の アイ コン に 表示 され た 数 字 の キー を 押す か 、 カ ー ソ ル べ を アイ コン の 位置 
編 に 動か し て トリ ガー ボタ ン A (また は 1 ) を 押す と 、 そ の 付属 ソフ ト が スタ ー ト し 


ます 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル 


(6) 

カー ド フ ァイル (5 ) 
ご? 人 
ディ スク ツー ル (4) 一 穫 門 円 | . グ 1BHsme 


付属 ソフ ト の フロ ッ ピー ディ スク は 、 そ の まま で は 一 部 の 機能 を 使う こと が 
で きま せん (エラ ー に な り ま す ) 。 ま ず 、 デ ィ ス クツ ー ル を 使っ て 別 の フロ ッ 
ピー ディ スク に ディ スク コピ ー を する か ( 〇 8 9 ペー ジ ) 付属 の フロ ッ ピー 
ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト を 解除 し て くだ さい 。 (⑤ 〇 4 4 ペー ジ ) 

た だ し 、 新 し い フ ロッ ピー ディ スク に コピ ー さ れる と き は 、 先 に フォ ー マ ッ ト 
(初期 化 ) を し て くだ さい 。 (⑤ 9 1 ページ) 
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スタ ー ト し まし ょ う 


人 キ ー ボ ー ド で の 操作 ジョイ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 
マウ ス で の 操作 


因 
う 


キー ボー ド の キー マウ ス ジョ イ パ ッ ド 
を 押し ます 。 
田 探 作 の 基本 


各 付 属 ソ フト の スタ ー ト 後 の 操作 の し か た は 、 ど の ソフ ト の 場合 も ほとん ど 同 じ に 
な っ て いま す 。 
次 の こと だ け は 覚え て お いて くだ さい 。 こ れ ら が 付属 ソフ ト の 操作 の 基本 で す 。 


8 ) 機能 の 選択 


・ 本書 の 中 で は 、 操 ソフ ト で 画面 に 表示 され る 機能 を 操作 する こと を 「 〇 〇 (機能 
名 ) を 選ぶ 」 と 表現 し ます 。 

・ ア イコ ン で 機能 を 選ぶ と き は 、 カ ー ソ ル を その 位置 に 動か し て か ら ト リガ ー 
ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 


新 ア J ご 測 さ 人 編 


| スタ ー ト し まし ょ う 


| ・ キ ー ボ ー ド で 機能 を 選ぶ と き は 、 ア イコ ン の 中 (また は 近く ) に 表示 され て いる 
数 字 や 文字 の キー を 押し ます 。 (グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 除き ます 。) 


アイ コン 


7- 聞 | キー 
F1 一 十 F1 | キー 


アイ コン ーー ファ イル 


b ) 実行 と 取消 (グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 除く ) 


・ 付 属 ソ フト を 操作 中 に 、 画 面 に 次 の よう に 表示 され る こと が あり ます 。 
これ は 、 パ ソコ ン が 人 間 に 特 別 な 操作 や 指示 を 求め て いる と き に 表示 され ます 。 


RETURN ESC 


居 利 は 、「 現 在 の 動作 を 完了 し 、 次 の 動作 に 進み ます 」 と いう 意味 の アイ コン で 


ず 。 
孤 潤 は 、「 現 在 の 動作 を 中 止 し 、 前 の 状態 に 画面 を 戻し ます 」 と いう 意味 の アイ 


コン で す 。 
・ 届 周 と 服 潤 は 、 他 の 機能 と お な じ よ うに し て 、 ど ちら か を 選び ます 。 
c) 各 ソ フト の 終わ りか た (グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 除く ) 


・ 各 ソフ ト を 操作 中 に 、 キー を 何 度 か 押す と 、 そ の ソフ ト を 終了 し て 良い 
か どう か を 確認 する 画面 が 表示 され ます 。 


例 ) 


7Z 


スタ ー ト し まし ょ う 
・ 電 源 ス イッ チ を 切る と き は 、 必 ず コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻っ て か ら 切 っ て くだ さ 
い 。 
これ か ら 名 付属 ソフ ト を 使っ て いく うえ で 、 ま ちがっ た 操作 を し て し まっ た と き や 、 
わけ が わか ら な く な っ た と き は 、 あ わ て ず に 説明 を 読み 返し て 、 書 いて ある と お り に 
操作 し て くだ さい 、。 
田 ス ター ト で き な か っ た と き は 


うま く ス ター ト で き な か っ た と き は 、 ま すず 次 の 点 を 確か め て くだ さい 。 


・ 内 蔵 ド ライ ブ に 、 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク を 入れ まし た か の 
・ コ ント ロー ル 立 ち 上 げ や シフ ト 立 ち 上 げ を し ませ ん で し た か の ⑦  ( 層 4 9 ページ) 


これ ら の 点 に まち が い が な い の に スタ ー ト で き な い と き は 、2 3 2 ペー ジ の 「 故 障 か 
な 1! ? と 思っ た ら 」 を 参考 に し て 原因 を 調べ て くだ さい 。 


付 属 ソ フト 操作 中 の ご 注意 


ある 機能 を 選ん で 、 付 属 ソ フト が その 機能 を 実行 (保存 や 呼出 な ど ) し て いる あい だ 
は 、 他 の 機能 を 選ぶ こと が で きま せん 。 こ の と き に 、 他 の 機能 を 選ぶ た め の キ ー を 押 
し て も 無視 され ます 。 ま た 、 画 面 の カー ソル は 自由 に 動か せな く な り ま す 。( 機 能 の 
実行 が 終わ れ ば 元 に 戻り ます 。) 

カー ソル が ひと り で に 移動 する と き は 、 一 度 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 マ ウス な どの 接 
続 を や り 直 し て か ら 再 び 電 源 ス イッ チ を 入れ て 操作 し て みて くだ さい 。 
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F S 一 A 1 F に 内 蔵 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ は 、 プ ログ ラム や デー タ 
な どの ファ イル の 保存 に 使用 し ます 。 (⑤ 43 ペ ー ジ ) 

フロ ッ ピー ディ スク は カセ ッ ト テ ー プ な ど に くら べ て 操作 が 簡単 で 、 入 力 や 出力 が 高 
速 で す 。 ま た 、 1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に た くさ ん の ファ イル を 保存 し て お く こ と 


が で きま す 。 


ニン 


フロ ッ ピー ディ スク を 上 手 に 利用 する に は 、 い くつ か の 特別 な 操作 を 行う こと が 必要 
の 

た と えば 、 お 店 で 売っ て いる 生 の フロ ッ ピー ディ スク は 、 ぞ の まま で は 使え ませ ん 。 
まず フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) と 呼ば れる 操作 を 行い ます 。 

この よう な フロ ッ ピー ディ スク 特有 の 操作 の 主 な も の を 、 命 令 の し か た を 覚え る こと 


な く 、 た だ 画面 の 表示 に し た が っ て 数 字 キ ー や マウ ス な ど を 操作 する だ け で 行え る よ 
うに する の が 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 で す 。 


始め か た / 終 わり か た 


ディ スク ツー ル を スタ ー ト させ る 方 法 と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 の ディ スク ツー ル を スタ ー ト させ る アイ コン 
は 、 左 の イラ スト の よう な 形 を し て いま す 。 


圏 ス ター ト の し か た 
① コックピット 画面 で 、 デ ィ ス クツ ー ル を 選び ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


画面 に この 種 の 表示 が 出 て いる と き に は 、 カ ー ソ ル が 動き に くく な り 、 
数 字 キ ー や トリ ガー ボタ ン を 押し て も 無視 され ます が 、 故障 で は あり 
ませ ん 。 画 面 が 切り 換 わ れ ば 元 に 戻り ます 。 


この と き 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 を 始め ます 。 


約 15 秒 後に アク セス ラン プ が 消え て 先ほど の 表示 が 消え ます 。 
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始め か た 終わ りか た 


“ それ か ら 約 5 秒 後に 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


短 ーJ ペ 沖 芝 


② 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク また は ディ 
スク ツー ル で 操作 し た い フ ロッ ピー 


ディ スク を 入れ ます 。 


CRRDF < 自 Eza 8 
PRTMTER .OVL 8 お 了 -99-39 42:36 
と RER ・C0H お アー の 9-18 19- の 5 
PETAJTER . て OH 87-99-18 19:9G 
ーー 


446K free 
| | | の の 11@ く ちら う | 


画面 を ディ スク ツー ル の 「 コ ン ソ ー ル 画面 」 と 呼ぶ こと に し ます 。 
以後 の 説明 に 繰り 返し 出 て きま すか ら 、 覚 えて お いて くだ さい 。 
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始め か た / 終 わり か た 


圏 終わ りか た 
ディ スク ツー ル を 終わ る と き は 、 次 の よう に し ます 。 
① コン ソー ル 画 面 の 上 に 次 の 表示 が 出る まで 、 繰 り 返し キー を 押し ます 。 
ティ スク / ル 
IT まお 
RETuRNg 計 名 隊 間 取消 


② 較 キ ー を 押し ます 。 


画面 の 表示 は すべ て 消え 、 し ば らく する と コッ ク ピ ッ ト 画 面 が 表示 され ます 。 


符 テ \ ご 唱 さ 信 


メス 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


" コン ソー ル 画 面 に は 、 デ ィ ス クツ ー ル の 持つ すべ て の 機能 が アイ コン と し て 表示 され 


て いま す 。 
ドラ イブ 切換 え 
コッ クビ w ト 
画面 へ 
2 ディ レク トリ 指定 ドラ イブ 
付 表示 柳 表示 
の サイ ズン 日 付 
フ Ua 表示 切換 え 
ト 記憶 容量 表示 
編 
ファ イル 指定 
命令 の 選択 


圏 ディ レク トリ (前 


ディ レク トリ は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 収め られ て いる ファ イル の リス ト を 画面 に 表 
示す る 機能 で す 。 表 示さ れ た ファ イル 名 は 、 他 の 機能 を 使う とき の フ ァイル の 指定 に 
も 利用 で きま す 。 

ディ スク ツー ル を スタ ー ト し た 直後 に は 、 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 人 っ て 
いる フロ ッ ピー ディ スク 内 の ファ イル の リス ト が 自動 的 に ディ レク トリ 表示 欄 に 表示 
され ます 。 


COMMAND COM .87-09-02 22:10 
DISKTOOL .APL .87-09-03 00:00 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


1 つの ファ イル に つい て の 表示 は 1 行 で 、 一 度 に 8 個 ま で の ファ イル が 表示 され ます 。 
表示 の 内 容 は 次 の よう に な っ て いま す 。 
DISKTOOL.APL 87-09-03 00:00 


ファ 二 ヨ | | | 
拡張 子 作成 日 (年 一 月 一 日 ) 


(あと で 説明 する サイ ズ 機 能 を 使っ て 、 作 成 日 時 の 表示 を ファ イル の 大 き さ の 表示 に 
変え る こと が で きま す 。) 


符 ーJ て 牟 さ 仙 


バッ ク が 緑色 に な っ て いる 行 は 、 次 に 行う 操作 の 対象 と し て 、 現 在 そ で の ファ イル が 指 
定 さ れ て いる こと を あら わし ます 。 こ の 緑色 の 部 分 を 「 ポ イン タ 」 と 呼ぶ こと に し ま 
す 。 


ポイ ンタ の 移動 
ポイ ンタ は 次 の よう に し て 移動 し ます 。 


人 キーボード の 場合 人 す ジ ョ イ パ バッド (ジョイスティック ) 、 
マウ ス の 場合 

キー ボー ド の カー ソル キー を 画面 の カー ソル を 指定 し た い フ ァ イ 

押す と ポイ ンタ が 1 行 づ つ 上 下 し ま ル の 表示 に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A を 

す 。 押す と 、 そ の 行 に ポイ ンタ が 移動 し ます 。 


ーー DNFIQND -CON 8B5- ロ 9-92 22:49 
-CON 8 アー-99-16 12:25 
PL 8Y-99 5 


26 fiie=> 還 29 fi1ecs> 凍 馬 


イマ ンタ が ーー 行 づ っ 上 上 し ます 。 
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当 J ご 通さ 暮 


60 


いろんな 機能 が 使え ます 


@⑱ デ ィ レ クト リ 表 示 欄 の スク ロー ル と ペー ジ め くり 


フロ ッ ピー ディ スク 内 に 8 個 以 上 の ファ イル が ある と き 、 現 在 表示 され て いな い フ ァ 
イル を 表示 させ る に は 、 3 つの 方 法 が あり ます 。 


「 ス クロ ー ル 」 は 、 デ ィ レ クト リ 表 示 欄 の すべ て の 行 を 1 行 繰り 上 げ ( ま た は 繰り 下げ ) 
て 、 一 番 下 (また は 一 番 上 ) の 空い た 行 に 新しい ファ イル の 表示 を 1 行 表 示さ せる や 
りか た で す 。 


「 ペ ー ジ めく り 」 は 、 現在 ディ レク トリ 表示 欄 に 表示 され て いる すべ て の 表示 を 消し 
て 、 か わり に 次 の (また は 前 の ) 一 組み を 表示 する や りか た で す 。 


・ ス クロ ー ル ・ 一 及 あ くり 


クソ 
さと デ / 


・ ス クロ ー ル は 、 ポ イン タ が 一 番 下 (また は 上 ) に ある と き に 次 の よう に し て 行い ます 。 


人 キ ー ボ ー 発 ジ ョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 
マウ ス の 場合 
ー ソ ル 図 ( 因 ) キー を 押し ます 。 画面 の アイ コン 圏 ( 賠 ) を 選び ます 。 


ペー ジ め くり は 、 キ ー ボ ー ド の み で 行い 、 了 有 Fl キー を 押し な が ら カ ー ソ ル 
キー を 押し ます 。 


3 つ 目 の や りか た は 、 必 ず ア イコ ン を 使う の で 、 ジ ョ イ パ ッ ド ・ ジ ョ イス ティ ッ ク ・ 
マウ ス で の み で きま す 。 

画面 中 央 に 表示 され て いる スラ イド スイ ッ チ は 、 現 在 表示 され て いる ファ イル が その 
フロ ッ ピー ディ スク の 中 の すべ て の ファ イル の 内 、 ど の あたり の 順番 に ある の か を 示 
し て いま す 。 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


カー ソル 3 を 画面 中 央 の スラ イド スイ ッ チ の 上 (また は 下 ) に 合わ せ て トリ ガー ボ 
タン A (1 ) を 押す と 、 ス ライ ドス イッ チ が ぞ その 位置 まで 移動 し 、 同 時 に ディ レク ト 


リ 表示 欄 の ファ イル 表示 も 、 全 体 の 中 で その 位置 に ある ファ イル の 表示 に 変わ り ま す 。 


還 還 [em kmvE ExrRopsrvl 還 | 
es-e1-91 go:1g 証 還 kam 


-FNT 86-93-149 19:19 
-PIC 88-91- の 1 99:95 し 三 
わ 口 ピピ ビーロ 較 は は ロロ 


346K ee 欠 


ト 【 
2 の fi1e て 5 うぅ [ 較 間 6 


ボイン タ が ファ イル の リス ト の 終わ り ま た は 始め まで くる と 、 ぞ こ か ら 先 へ は 移動 し 
ませ ん 。 


僅 フ ァイル イン ジ ケ ー タ の 読み か た 


ディ レク トリ 表示 欄 の 左下 に ある ファ イル イン ジ ケ ー タ は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 中 
に ある ファ イル が どれ だ け の 記憶 容量 を 占め て いる か を 示し ます 。 英 色 い 部 分 が ファ 
イル の 占め て いる 容量 の 大 き さ で 、 左 側 の E に 近い ほど 小さ く 、 右 側 の F に 近い ほど 
大 きい こと を 示し ます 。 

E F 128 K free 

| | | | | | | | | | 画 画 32 file(s) 


ファ イル イン ジ ケ ー タ の 右側 に は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 残り の 容量 と 、 フ ァイル 数 

の 合計 が 数 字 で 表示 され ます 。 残 り 容 量 の 単位 は キロ バイ ト (KB) で す 。 1 枚 の フ 

ロッ ピー ディ スク に は 、112 個 まで の ファ イル し か 入り ませ ん か ら 注 意 し て くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え た と き は 

ディ スク ツー ル で は 、 操作 中 に フロ ッ ピー ディ スク を 入れ 替え る こと が で きま す 。 

選ん だ 機能 に よっ て は 、 入 れ 替 え を 求め る 表示 が 出る こと も あり ます 。 


Y を 選ん で くだ 


フロ ッ ピー ディ スク を 入れ 替え た 後 は 、 画面 の アイ コン 略 
さい 。 
新しい フロ ッ ピー ディ スク 内 の ファ イル の リス ト が 表示 され ます 。 


AN ヒガ 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


| サイ ズ は 、 デ ィ レ クト リ 表 示 欄 の ファ イル の 作成 日 時 の 表示 を 、 各 ファ イル の 大 き さ 
の 表示 に 変え る 機能 で す 。 た だ し 、 デ ィ レ クト リ 以 外 の 機能 を 操作 し て いる 間 は 、 サ 


イズ を 操作 し て も 無視 され ます 。 
だ を 選ぶ と 、 表 示 は 次 の よう に な り ま す 。 
付 MYPROG.BAS 10000 
属 ge 
ソ 
ラ ファ イル の 大 き さ 
ト (単位 : バイ ト ) 
編 
も う 一 度 同じ 操作 を する と 、 元 の 作成 日 時 の 表示 に 戻り ます 。 
圏 リネ ー ム ( 図 


リネ ー ム は 、 フ ァイル の 名 前 を 変更 する 機能 で す 。 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク に 入っ て いる ファ イル の 名 前 は 変更 し な いで く 
だ さい 。 変更 する と 正常 に 動作 し な く な り ま す 。 


ファ イル 名 を 変え た いと き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


を 選び ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


| ファ イル 名 の 変更 | 
ファ イル を 指定 し て 
くだ さい 
nerusvg 才 出 sc 了 思 


6Z 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


② ディ レク トリ 表示 欄 を 使い 、 名 前 を 変更 し た い フ ァイル に ポイ ンタ を 合わ せま す 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


ファ イル 名 の 変更 | 
変更 前 rgsr BAS 
変更 後 し | 
sETunN 区 議員 "ssc 陣 罰 肖 


革 テ ご 調 友 縛 


④ キー ボー ド の 文字 キー を 使っ て 、 新 し い フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 
キー を 押し まち が えた と き は 、 | BS | キー を 押し て まち が えた と ころ まで の 文字 
を 消し 、 正 し い 文字 を 入力 し な お し ます 。 
ファ イル 名 は 8 文字 まで の 英文 字 ・ 数 字 お よび カタ カナ で 入力 し ます 。 
入力 し た 文字 は 変更 後 の 新 ファ イル 名 の 欄 の 中 の カー ソル _ の 位置 に 表示 され 
ます 。 


拡張 子 を 付け た いと き は 、 ピ リオ ド を 入力 し て か ら 3 文字 まで で 入力 し ます 。 


・ 付属 ソ フト で 作成 し た ファ イル の ファ イル 名 や 拡張 子 は 変更 し な いで 
くだ さい 。 変更 する と 付属 ソフ ト か ら 呼 び 出 すこ と が で き な く な る ご 
と が あり ます 。 

・ 同 じ フ ロッ ピー ディ スク に ある 他 の ファ イル と 同じ ファ イル 名 を 入力 
する と 、 い まあ る ファ イル を 書き 換え て 良い の か 確認 を 求め る 表示 が 
出 ま す 。 この と き 、 誠 科 を 選ぶ と 、 元 の ファ イル の 内 容 は 失わ れ て 
し まい ます 。 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


間際 時 


民 往 を 選び ます 。 


「 ⑤ ファ イル 名 の 入力 を 終わ っ た ら 、 


画面 の 表示 が 次 の よう に 変わ り 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の アク セス ラン プ 
が 点灯 し て ファ イル 名 の 変更 が 始ま り ま す 。 


陣 ファ イル 名 の 変更 


付 
属 た だ いま 処理 中 で す 
ピ 少し お 待ち くだ さい 
ド 
編 ファ イル 名 を 変更 し 終わ る と 次 の 表示 が あら われ 、 し ば らく し て アク セス ラン プ 

が 消え ます 。 

ファ イル 名 の 変更 
変更 終了 
| 
この 表示 は 、 次 に キー 入力 を する か トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し た と き に 消え 
ます 。 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


イレ ー ス は 、 フ ァイル を 削除 する 機能 で す 。 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク の 中 に ある ファ イル は 削除 し な いで くだ さい 。 


ファ イル を 削除 し た いと き は 、 次 の よう に し ます 。 


③ 


| を 選び ます 。 
画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


ファ イル の 削除 


ファ イル を 指定 し て 
くだ さい 
scrunug 衝 久 隊 電 | 


ディ レク トリ 表示 欄 を 使っ て 、 削除 し た い フ ァイル に ポイ ンタ を 合わ せ 、 
を 選び ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


| _ ファ イル の 削除 | 
ファ イル gmsos と = ィ | 
削除 を 実行 し ます 

sruRN 加 科 硬 Esc 臣 


画面 に 表示 され て いる ファ イル 名 が 本 当 に 削除 し た い フ ァイル の 名 前 か 確認 し 、 
を 選び ます 。 


痢 ご 測 計 仙 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


画面 の 表示 が 次 の よう に 変わ り 、 フ ロッ ピー ディ スク の アク セス ラン プ が 点灯 し 


て 削除 が 始ま り ま す 。 
ファ イル の 削除 
た だ いま 処理 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 
= 
削除 が 終わ る と 次 の よう に 表示 が 変わ り 、 し ば らく する と アク セス ラン プ が 消え 
ます 。 
| 。 ファ イル の 削除 | 
削除 終了 
この 表示 は 、 次 に キー 入力 を する か トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し た と き に 消え 
ます 。 
圏 コピ ー ( 閉 


コピ ー は 、 フ ァイル を コピ ー し て 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 機能 で す 。 
ファ イル を コピ ー し た いと き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 
間 60BYW | を 選び ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


コピ ー 元 を 指定 し て 
くだ さい 
sETunNg 計 玉 隊 音 取消 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


② ディ レク トリ 表示 欄 を 使っ て 、 コ ピー し た い フ ァイル の と ころ に ポイ ンタ を 移動 


困 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


| ワラ ァイル の コピ ー | 


コピ ー 元 |rgsr .BAS 
ビー 信 上 
cerunn 加 幸信 Esc 了 罰 


③ キー ボー ド を 使っ て 、 新 し く 作 る ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し 、 を 選び 


ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


ラマ ャ イル の の ピー 

コピ ー 元 を 内 蔵 ド ライ ブ 

に セッ ト し て くだ さい 
RETURN ラ 議事 csc 了 還 久 


④ コピ ー し た い フ ァイル の 入っ て いる フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ライ プ に 
を 選び ます 。 


画面 の 表示 が 次 ペー ジ の よう に 変わ り 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し ます 。 


・ コ ピー し た ファ イル を 同一 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する と き は 、 コ ピー 元 
の ファ イル 名 と コピ ー 先 の ファ イル 名 は 必ず 別に し て くだ さい 。 
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60 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


2 


| ファ イル の コピ ー 
た だ いま コピ ー 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 


し ば らく する と アク セス ラン プ が 消え 、 表 示 が 次 の よう に 変わ り ます 。 


|| ファ イル の コピ ー | 
コピ ー 先 を 内 蔵 ド ライ ブ 
に セッ ト し て くだ さい 

scrunn 衝 久 gsc 了 征 六 


⑥ コピ ー し たい ファ イル の ある フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イブ か ら 取 り 出 し 、 か わり に コピ ー を 作る 先 の フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ライ 
プ に 入れ ます 。 


を 選び ます 。 


再び 次 の よう に 画面 に 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し ます 。 


| ファ イル の コピ ー 」 
た だ いま コピ ー 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 


し _ 


ファ イル の サイ ズ が 大 きす ぎ て 、 一 度 に コピ ー で き な い と き は 、③ の メッ セー ジ 
が 再び 表示 され ます 。 そ の と き は 、④ー⑥ の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


コピ ー が 終わ る と 、 表 示 が 次 ペー ジ の よう に 変わ り 、 し ば らく し て アク セス ラン 
プ が 消え ます 。 


いろ ん な 機能 が 使え ます 


ファ イル の コピ ー 


ファ イル コピ ー 半 了 


この 表示 は 、 次 に キー 入力 を する か トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し た と き に 消え 
ます 。 


圏 ディ スク コピ ー ( 同 


剖 ア ご 滑 計 届 


ディ スク コピ ー は 、 フ ロッ ピー ディ スク 内 の すべ て の ファ イル を コピ ー す る 機能 で す 。 
フロ ッ ピー ディス ク の パッ クア ッ プ を と る (重要 な フロ ッ ピー ディ スク を コピ ー レ て 
保管 し て お く こ と ) の に 使い ます 。 

ディ スク コピ ー を し た いと き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


を 選び ます 。 


次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


コピ ー 元 を 内 蔵 ド ライ ブ 
に セッ ト し て くだ さい 


RETURN 科 名 本 幸 収 肖 | 


コピ ー し た い フ ァイル の 入っ て いる フロ ッ ピー ディ スク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス クタ ク ド 
ライ ブ に 入れ 、 娠 科 を 選び ます 。 


画面 の 表示 が 次 ペー ジ の よう に 変わ り 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し ます 。 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


が ィ ダ の コピ ー 


た だ いま コピ ー 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 


し ば らく する と アク セス ラン プ が 消え 、 表 示 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


ディ ググ の ピー 
コピ ー 先 を 内 蔵 ド ライ ブ 
に セッ ト し て くだ さい 
scrunNg 衝 信 Esc 了 D 記 
③ コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク を 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ か ら 取 り 出 
し 、 代 わり に コピ ー を 作る 先 の フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ドラ イプ に 入れ ます 。 
④ 園 証 を 選び ます 。 
再び 次 の よう に 画面 に 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し ます 。 
ディ スク の コピ ー 
た だ いま コピ ー 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 


アク セス ラン プ が 消え る と 、 再 び 次 の 表示 が あら われ ます 。 


| だ ディ ォ スク コピ ビー 

コピ ー 元 を 内 蔵 ド ライ ブ 
に セッ ト し て くだ さい 
scTuRN 拉 名 隊 音 取 : 肖 | 


⑥ ② 一 ④ の 操作 を 、 画 面 に 次 ペー ジ の よう に 表示 され る まで 繰り 返し ます 。 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


ティ スグ の コピ ー 


ディ スク コ ユ コピー 閉 了 


この 表示 は 、 次 に キー 人 入力 を する か トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し た と き に 消え 
ます 。 


田 フ ォ ー マ ッ ト ( 間 


フォ ー マ ッ ト と は 、 新 し い フ ロッ ピー ディ スク を M S X パソ コン で 使用 で きる 状態 に 
する 機能 (初期 化 ) で す 。 ま た 、 フ ォ ー マ ッ ト を する こと に より 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク の 中 の すべ て の ファ イル を 一 度 に 消し て し まう こと が で きま す 。 


| 買っ た ば か り の フロ ッ ピー ディ スク は 、 そ の まま で は 使え ませ ん 。 
か な ら ず フォ ー マ ッ ト を 行っ て くだ さい 。 
・ 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト し な いで くだ さい 。 


MSX 用 の フォ ー マ ッ ト に は 、 1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク が 記憶 で きる 最大 の 容量 に 
より 、 い くつ か の 種類 が あり ます が 、F S 一 A 1 F が 行え る フォ ー マ ッ ト は 、1DD 
(片面 僅 密 度 倍 ト ラッ ク ) と 2DD (両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) の 2 種類 で す 。 

※ ZDD は 、1DD の 倍 の 記憶 容量 が あり ます 。 


フォ ー マ ッ ト を する に は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 
昌 | を 選び ます 。 
次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


| ディ スク の 初期 化 


ンプ オ ー マ ッ ト の グイ デ 
を 指定 し て くだ さい 
, 還 旭 2> 隊 串 gsc 陣 入 届 


“ いろ ん な 機能 が 使え ます 


の どちら か を 選び ます 。 


| 次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


ディ スク の 初期 化 
内 蔵 ド ライ ブ に 
セッ ト し て くだ さい 
nerunng 衝 遇 Esc 了 重 


③ フォ ー マ ッ ト し た い フ ロッ ピー ディ スク を 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク に 入れ 、 上 
を 選び ます 。 


次 の よう に 画面 に 表示 され 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の アク セス ラン プ が 点 
灯 し 、 フ ォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す 。 


ディ スク の 初期 化 


だ た だ いま 和 炊 理 中 で す 
少し お 待ち くだ さい 


人 


フォ ー マ ッ ト が 終わ る と 次 の よう に 表示 が 変わ り 、 し ば らく し て アク セス ラン プ 


が 消え ます 。 
ディ スク の 初期 化 


フォ ー マ ッ ト 義 了 


この 表示 は 、 次 に キー 入力 を する か トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し た と き に 消え 


ます 。 
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いろ ん な 機能 が 使え ます 


田 ド ライ ブ 切 換え (回 還 : 賠 國 ) 
ドラ イブ 切換 え は 、 増 設 フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 接続 し て いる と き に 、 デ ィ ス 


クツ ー ル に よる 操作 の 対象 を 内 蔵 ド ライ ブ と 増設 ドラ イブ の あい だ で 切り 換え る 機能 
で す 。 増 設 ド ライ ブ を 接続 し て いな いと き は 、 こ の 機能 を 選ん で も 無視 され ます 。 


ドラ イブ 切換 え は 、 次 の よう に し ます 。 


1 半 の どちら か を 選び ます 。 圏 は 内 蔵 ド ライ ブ を 、 賠 は 増設 ドラ イ 
プ を あら わし ます .。 


画面 右側 の カレ ント ドラ イブ 表示 に 、 選 ん だ ドラ イブ の 絵 が 表示 され ます 。 


ItRIN 
の WW ドラ イフ 


呈 
に に 
二 
NII 
へ 
\J 


選ば れ た ドラ イブ の アク セス ラン プ が 点灯 し 、 ラ ンプ が 消え る と 、 選 ば れ た ドラ 
イブ の ファ イル が 一 番 初め の ファ イル か ら 、 デ ィ レ クト リ 表 示 欄 に 表示 され ます 。 


・ フ ォ ー マ ッ ト は 、 ド ライ ブ 切 換え を し て も 増設 ドラ イブ に 対し て は 


使用 で きま せん 。 
・ コ ピー. ディ スク コピ ー の コピ ー 元 は 、 必 ず 内 蔵 ド ライ ブ に な り ま 
す 。 
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符 テ こ 双 ュ 百 
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年 賀 状 を 書く と き や 遠 くに いる 友達 に 久し振り に 電話 し て みよ うと いう と き に 、 住 所 や 電 
話 番号 を 思い 出せ な く て 困っ た こと は あり ませ ん か 自分 専用 の 住所 録 や 電話 帳 を 作っ 
て いる 人 も 多い と 思い ます が 、 人 数 が 多く な れ ば な る ほど 相手 の 人 を 捜し 出す の が た い へ 
ん に な り ま す 。 ま た 、 せ っ か く 捜 し 出し や すい よう に アイ ウエ オ 順 に 整理 し て 書き 込ん で 
も 、 新 し く 知 り 合 っ た 人 の 住所 や 電話 番号 を 後 か ら 書 き 加 える と 順番 が 狂っ て し まい ます 。 
この よう な 、 身 の 回 り に ある 覚え て お きた いこ と が ら の 整理 に は パソ コン を 使い まし ょ う 。 
パソ コン で 電話 帳 や 住所 録 を 作れ ば 、 書 き 加 えた り 取 り 出し た りす る の は 簡単 で す 。 

その た め の ソ フト が カー ド フ ァイル で す 。 


カー ド フ ァイル に は 、 住 所 録 と 電話 帳 の 他 に 白紙 の メモ ・ ケ イ 線 入り の メモ ・ カ セッ ト 
テー プ を 管理 する た め の 索 引 の 5 種類 の 用 紙 が 用 意 さ れ て いま す 。 


如 め か た グ 終わ り か 7 (カー ド フ ァイル ) 


カー ド フ ァイル の スタ ー ト の し か た と 終わ りか た を 覚え て お きま し ょ う 。 


ッ ク ピ ッ ト 画 面 で カー ド フ ァイル を スタ ー ト させ る た め の ア イコ ン 
は 、 左 の よう な 形 を し て いま す 。 


圏 ス ター ト の し か た 


① 入力 機器 の 指定 に より 、 次 の どちら か の 操作 を し ます 。 
人 キーボード の 場合 人 ジョイ パッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 
マウ ス の 場合 

画面 の アイ コン 慎 思 に カー ソル の を 合 


回 キー を 押し ます 。 


わせ て 、 ト リガ ー ボ タン A (1 ) を 押し 
ます 。 


次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


この 表示 を 、「 カ ー ド ファ イル の メニ ュー」 と 呼び ます 。 
これ ら の アイ コン は 、 そ ぞ それ ぞ れ カー ド の 種類 を あら わし て いま す 。 


1. 折 紙 メ モ 2. ケ イ 線 入り 3. 電 話 帳 4. 住 所 録 


py ト 
メ 皇 


テー プ の 索引 
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始め か た / 終 わり か た 


② 操作 し た い カ ー ド の アイ コン を 選び ます 。 ( を 選ぶ と カー ド フ ァイル の 
メニ ュー が 消え 、 カ ー ド ファ イル を 選ぶ 前 の 状態 に 戻り ます 。) 


カー ド フ ァイル の メニ ュー が 消え 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て 、 次 の よう に 画面 
に 表示 され ます 。 


ま 読込 中 で す 
* ち くだ さい 


し ば らく する と アク セス ラン プ が 消え 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 も 消え て 下 の よ うな 画 
面 が 表示 され ます 。 


ァイル 編集 検索 人 | き | 人 較 


sPacE 信 、] Se 


これ が カー ド フ ァイル の 画面 で 、 選 ん だ カー ド の 種類 に より 、 少 し 異な り ま す 。 
中 央 の 枠 の 中 の 表示 は 、 い ま か ら 行う 作業 の 種類 を 指定 する こと を 求め る も の で す 。 
この よう な 表示 を 「 サ プ メ ニュ ー」 と 呼び 、 サ プ メ ニュ ー の 中 に 表示 され た 項目 は 、 
それ 自体 アイ コン に な っ て いま す 。 

黒地 に 白 文 字 で 表示 され て いる アイ コン は 、 現 在 指定 され て いる 項目 で ある こと を 
あら わし ます 。 サ プ メ ニュ ー で 項目 を 選ぶ に は 、 次 の よう に し ます 。 


人 キーボード の 場合 発 ジ ョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 
マウ ス の 場合 
カー ソル を 押す と 上 下 し ま 目的 の アイ コン に 画面 の カー ソル K を 
すか ら 、 目的 の アイ コン の 位置 で 合わ せ て 、 ト リガ ー ボ タン A ({) を 押 
キー を 押し ます 。 し 生ま 。 


田 終 わり か た 


サ プ メ ニュ ー で 上 


始め か た / 終 わり か た 


只 を 選ぶ と 、 サ ブ メ ニュ ー は 消え て 次 の よう に 表示 され ます 。 


FETLEN 実行 


、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


を 選ぶ 前 の サブ メニ ュー が 表示 され た 状態 に 戻り ます 。 


符 テ J EEZ 
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_。 ファ イル を 作り まし ょ うっ 兵 還 較 


実際 に カー ド フ ァイル を 使っ て 、 カ ー ド に 文字 を 入力 し 、 一 つの ファ イル を 作っ て み 
まし ょ う 。 


圏 カ ー ド ファ イル を 作る に は 
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カー ド フ ァイル の メニ ュー で カー ド の 種類 を 選び 、 最 初 の サブ メニ ュー を 表示 させ て 
くだ さい 。 (⑤ 96 ペ ー ジ )・ 以 後 の 説明 で は 、 牟 紙 メ モ を 使っ て 説明 し ます 。 


ファ イル 編集 検索 仙 ほ | @ 画 四 


ーー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニー 
選 で きき 言 


上 
人 


cerurn 世 語 ER び 崩 


② ファ イル の 名 前 を 決め 、 キ ー を 押し て 入力 し ます 。 
入力 され た 文字 は 、 表 示 の 灰色 の 欄 の 中 の 黄色 い 棒 (カー ソル - ) の 位置 に 表 
示さ れ 、 カ ー ソ ル _ は 右 に 一 文字 分 移動 し ます 。 


・ キ ー を 押し まち が えた と き は 、 | キー を 押し て まち が えた と ころ まで の 文字 
を 消し 、 正 し い キ ー を 押し 直し て くだ さい 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


・ その まま キー を 押す と 英字 の 大 文字 また は 数 字 や 記号 が 入力 され ます 。 


カタ カナ で 入力 し た いと き は | SELECT | キー を 一 度 押せ ば キー の 上 に 表示 され て 
いる カタ カナ が 入力 され る カナ 入力 が 、 も う 一 度 押せ ば ロー マ 字 の つづ りか た に 
し た が っ て キー を 押す と カタ カナ で 入力 され る ロー マ 字 カナ 入力 が で きる よう に 
な り ま す 。 

現在 の 入力 モー ド は 画面 下 に 次 の よう に 表示 され て いま す 。 


放 導 あす 


・ 付属 ソフ ト で は ファ イル 名 に ひら が な は 使え ませ ん 。 
・ 拡 張子 は カー ド フ ァイル が 自動 的 に 付け ます か ら 入 力 し な いで くだ さい 。 


※ カ ー ド ファ イル が 使用 する 拡張 子 は 次 の 5 種類 で す 。B AS 1C で の これ ら の 
拡張 子 の 使用 は 避け て くだ さい 。 
CDA (白紙 メモ ) ・CDB (ケイ 線 入 り メ モ ) ・CDC (住所 録 ) 
CDD (電話 帳 ) ・CDE (カセ ッ ト テ ー プ の 索引 |) 
※ デ ィ ス クツ ー ル や B A S | C で 、 拡 張子 を 変更 する と 読み 込め むく な り ま す 。 
ファ イル 名 を 入力 し た ら 回 キー を 押し て くだ さい 。 
次 の よう に 画面 に 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し ます 。 
た だ いま 作成 中 で す 


中 し お 待 史 下さ きい 


この と き フ ロッ ピー ディ スク の 中 に 、 入 力 し た ファ イル 名 の ファ イル が 作ら れ ま 
す 。 た だ し 、 ま だ この と き に は 、 こ の ファ イル に は 何 も 書 き 込ま れ て いま せん 。 
し ば らく する と 表示 と アク セス ラン プ が 消え 、 画 面 は 次 の よう に な り ま す 。 


ファ イル 編集 検 素 [人 | ほ | ⑯ 画 申 


茜 ケ \J ヾ 骨 き 個 
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ファ イル を 作り まし ょ う 


この 状態 の 画面 を 「 カ ー ド 画面 」 と 呼び ます 。 
カー ド 画 面 の 中 央 に 表示 され て いる の は これ か ら 書 き 込 む カ ー ド で す 。 


イン デック ス 欄 


付 本 文 

属 

ソ 

を 

編 画面 の 一 番 上 に 表示 され て いる 文字 や 絵 は 、 文 字 の 入力 以外 の 各種 の 機能 を 操作 する 
た め の ア イコ ン で す 。 


ファ イル の 操作 カー ド の 操作 カー ド の 表示 アク セ サ リ ー 機 能 


画面 の 一 番 下 に は 、 カ ー ド ファ イル を 終 Y す る た め の ア イコ ン 、 文 字 の 入力 
モー ド を 設定 する 2 つの アイ コン 、 そ れ に 、 現 在 表示 され て いる カー ド が 全部 で 何 枚 
の カー ド を 持つ ファ イル の 中 で 何 枚 目 の カ ー ド か を あら わす 数 字 な ど が 表示 され て い 


ます 。 
(入力 モー ド を 設定 つの アイ コン は 、 入力 機 器 と し て キー ボー ド の み を 指定 し 
て いる と き に は | キー を 押す まで 表示 され ませ ん 。) 


ーー ドラ ファイ 
ル の 終 Y 


ES 全部 で 何 枚 の カー ド 
igg HowE 半 seu 英 数 枚数 88i が ある か 


全角 文字 / 半 角 文 字 切 換え 入力 モー ド 切 換え 


ファ イル を 作り まし ょ う 


@ カ ー ド に 書き 込む に は 
① 入力 機器 の 指定 に より 次 の どちら か の 操作 を し て くだ さい 。 


人 キーボード の み の 場 合 ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) 、 
マウ ス の 場合 


]SPAC 思 | キー を 押し ます 。 トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 
カー ド の イン デック ス 欄 に ペン 先 の カード の イン デック ス 欄 に 、 ペ ン 先 の 形 
形 を し た カー ソル が 表示 され ま を し た カー ソル が 表示 され ます 。 こ れ を 
す 。 これ を 「 カ ー ソ ル の 」 と 呼 「 カ ー ソ ル の 」 と 呼び ます 。 

び ま す 。 


ファ イル 編集 検索 ほ | ⑯ 回 


書き 込み 中 は 、 画 面 上 部 に 表示 され た アイ 
コン は 選べ ませ ん 。 

画面 下部 に 表示 され た アイ コン だ けが 選べ 
ます 。 


|ESC | を 選ぶ と 書き 込み を 中 止 で きま す 。 


② カー ド に イン デック ス を 書き 込み ます 。 


イン デック ス は 3 文字 まで の 英 数 字 ま た は カタ カナ で 書き 込み ます 。 
カー ソル の ヴ を イン デック ス 欄 に 移動 する と 、 自 動 的 に これ ら の 文字 し か 入力 で き 
な く な り ま す 。 


[ 


文字 の 書き 込み か た に つい て は 、 120 ペ ー ジ を お 読み くだ さい 。 


イン デック ス は 、 フ ァイル の 中 で カー ド を 並べ る 順番 を 決め る た め の も の で す 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


剖 テ JC 沿 さ 較 


数 字 と 英文 字 ・ カタ カナ の 間 で の 順番 は 次 の よう に な り ま す 。 

(ファ イル の 先頭 ) 数 字 必 英 大 文字 ゆ 英 小文字 必 カタ カナ 
イン デック ス を 書き 換え る こと に より 、 自 動 的 に 並べ 換え られ ます 。 
イン デック ス に 何 も 書 か れ て いな い カ ー ド は 、 常 に ファ イル の 先頭 に 置か れ ま す 。 
数 字 は 0 一 999、 英 字 は アル ファ ベッ ト 順 、 カ タカ ナ は 五 十 音 順に な り ま す 。 
数 字 で イン デック ス を 書き 込む と き は 、 一 番 づ つ 変 える の で は な く 、 十 番 づ つ 変 


える よう に する と 、 あ と で カー ド を 追加 する と き に その 間 の 番号 が 使え て 便利 で 
す 。 (それ で も 「000」 か ら 「990」 ま で 最大 100 枚 の カー ド を 区 別 で きま す 。) 


⑬ イン デック ス の 書き 込み が 終わ っ た ら 、 カ ー ソ ル の を 見 出し 欄 に 移動 し て 見 出 
し を 書き 込み ます 。 
見 出し は 、 後 で その カー ド を 捜す と すき に て が か り に する も の で すか ら 、 で きる だ 
け わ か りや すく 区 別 し ゃ すい も の に し まし ょ う 。 
文字 の 書き 込み か た は 120 ペ ー ジ を お 読み くだ さい 。 

④ 見 出し の 書き 込み が 終わ っ た ら 、 固 キ ー を 押し て カー ソル の を に 移動 し 、 
本 文 を 書き 込み ます 。 

人 @ 書 き 込み を 終え る に は 


カー ド の すべ て の 欄 を 書き 込み 終わ っ た ら 、 性 8 吊 を 選び ます 。 


カー ソル の が 画面 か ら 消 え 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て フロ ッ ピー ディ スク へ の 保 
存 が 始ま り ま す 。 ( 何 も 書 き 込 まな か っ た と き は 、 保 存 は 行わ れ ま せん 。 ま た 、 カ ー 
ド の 一 つの 欄 か ら 他 の 欄 に 移動 し た と きも 、 前 の 欄 の 内 容 は 保存 され ます 。) 


ファ イル を 作り まし ょ う 


圏 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 呼び 出す に は 


すでに フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され た ファ イル を 再び 画面 に 呼び 出す に は 、 カ ー ド 
ファ イル を スタ ー ト する と き に 呼び 出す 方 法 と スタ ー ト し て か ら 途 中 で 呼び 出す 方 法 
と が あり ます 。 


ここ で は 、 ス ター ト す る と き に 呼び 出す 方 法 を 説明 し ます 。 


アク セス ラン プ が 点灯 し た あと 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


現在 指定 され て いる 
ファ イル 名 (ファ イル 指定 ) 


ファ イル 名 


ファ イル 名 を 表示 する 欄 に は 、 同じ 種類 の カー ド の ファ イル で 、 現在 その フロ ッ 
ピー ディ スク に 保存 され て いる も の が 五 つ ずつ 表示 され ます 。 

その 中 で 白黒 逆 に 表示 され て いる ファ イル 名 は 、 そ の ファ イル が 呼び 出す 対象 と 
し て 現在 指定 され て いる こと を あら わし 、 同 じ フ ァイル 名 が ファ イル 名 を 表示 す 
る 欄 に も 表示 され ます 。 

ファ イル 指定 の 変更 は 、 剛 関 を 選ぶ か カー ソル キー の 操作 に より 
上 下 で きる 他 、 目 的 の ファ イル 名 に 直接 カー ソル K を 合わ せ て 
を 押す こと に よっ て も 可能 で す 。 


テマ 販 人 


笠 テ ご ベ 再 太 


ファ イル を 作り まし ょ う 


ファ イル 名 を 表示 する 欄 に は 一 度 に 5 つま で の ファ イル 名 し か 表示 され ませ ん が 、 
ファ イル 指定 が 欄 の 一 番 下 (また は 一 番 上 ) に ある と き に さら に 下 (また は 上 ) 

に 動か す 操 作 を する こと に より 、 一 つ ず つ 新 し い フ ァイル を 表示 させ る こと が で 
きま す 。 こ の と き 、 反 対 の 端 に 表示 され て いる ファ イル は 一 つ ず つ 消 えて いき ま 
す 。 (スク ロー ル ) 

2 つの アイ コン の 間 の 白い 横 棒 は 、 現 在 の ファ イル 指定 が すべ て の ファ 

イル の 中 で どの くら い の 位置 に ある ファ イル を 指し て いる の が 見 当 を つけ る た め 
の も の で 、 最 上 端 ( 最 下 端 ) に ある と き は 、 そ の 方 向 に は それ 以上 スク ロー ル し ま 
せん 。 

ファ イル を 指定 し て 、 園 キー を 押し ます 。 


アク セス ラン プ が 点灯 し 、 次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


し ば らく し て アク セス ラン プ と 表示 が 消え 、 呼 び 出 し た ファ イル の カー ド 画 面 が 
表示 され ます 。 


カー ド フ ァイル の 操作 の 途中 で 、 そ の 画面 か ら 他 の ファ イル を 呼び 出す 方 法 に つ 
いて は 、「 終 了 し な いで 別 の ファ イル を 操作 する に は ( 必 112 ペ ー ジ )」 を お 読み くだ 
さい 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


人 @ フ ァイル に カー ド る 追加 する に は (| 


現在 、 画 面 に カー ド が 表示 され て いる 状態 で 、2 枚 目 以降 の カー ド を 付け 加え る に は 、 
次 の よう に し ます 。 


② 白黒 池 に な っ て いる 部 分 を 陣 


サ プ メ ニュ ー が 消え て か ら ア クセ スラ ンプ が 点灯 し 、 し ば らく し て 文字 の 書き 込 
まれ て いな い 新 し い カ ー ド が 画面 に 表示 され ます 。 
この と き 、 画 面 右 下 の 枚数 の 表示 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


001 
枚数 002 一 すでに ある カー ド の 枚数 に より 変わ り ま す 。 


下 の ほ う の 数 字 は ファ イル 全体 の カー ド の 枚数 を あら わし 、 上 の 数 字 は 現在 表示 され 
て いる の は 何 枚 目 の カー ド か を あら わし て いま す 。 
※ カ ー ド の 順番 に つい て は 、 102 ペ ー ジ を お 読み くだ さい 。 


③ 1 枚 目 の カ ー ド と 同じ 手順 で 文字 を 書き 込み ます 。 
さら に カー ド を 追加 する と き は 、① か ら ③ ま で を 繰り 返し て くだ さい 。 


※ カ ー ド を 追加 され た ファ イル は 、 イ ン デ ックス に し た が っ て 自動 的 に 並べ 換え られ 
ます 。 これ を 「 オ ー ト ソー ト 機 能 」 と 呼び ます 。 


ァイル を 作り まし ょ う 


人 @ 他 の カー ド を 表示 させ る に は  ( 


2 枚 以 上 の カー ド が ある ファ イル で 、 現 在 表示 され て いる も の 以外 の カー ド を 表示 さ 
せる に は 、 イ ン デ ックス の 順番 に し た が っ て 前 後 の フ ァイル を 一 枚 ず つ 表 示さ せ て い 
く 方 法 (カー ド め くり ) と 、 あ る 条件 を 決め て その 条件 に 合っ た ファ イル を 前 か ら 順 
に 捜し 出し て 表示 させ る 方 法 (検索 ) と が あり ます 。 


て る 
ふう Ray 


リ 


ここ で は 、 前後 の ファ イル を 一 枚 ずつ 表示 させ る 方 法 を 説明 し ます 。 
現在 カー ソル の が 表示 され て いな い 状 態 の カー トド 画面 で 、 


画面 上 部 の アイ コン 闇 圏 を 選び ます 。 


較 0 お 3066 ー つ 後 の カ ー ド を 表示 させ ます 。( ま た は | 


較 …………………ー つ 前 の カー ド を 表示 させ ます 。( ま た は | 


少し の あい だ アク セス ラン プ が 点灯 し 、 表 示さ れ て いる カー ド が 変わ っ て アク セ 
スラ ンプ が 消え ます 。 少 し 遅れ て 画面 下部 の 枚数 表示 が 、 新 し く 表示 され た カー 
ド の 順番 を 示し ます 。 


ファ イル の 先頭 に ある カー ド や 、 フ ァイル の 最後 に ある カー ド を 表示 し て いる と 
き に は 、 ぞ れ 以 上 その 方 向 の 剛 圏 を 選ん で も 表示 され て いる カー ド は 変わ り 
ませ ん 。 


カー ド の 枚数 が 多く て 、 一 度 に た くさ ん めく り た いと き は 、 
た は | SHIR | 
きま す 。 


カー ド フ ァイル を 作り まし ょ う 


@ カ ー ド の 一 覧 を 見 る に は 


ファ イル の 中 の カー ド の 枚数 が 多く な っ て くる と 、 表 示し た い カ ー ド を 捜す の に 一 枚 
ずつ カー ド を めく っ て いて は 時 間 が か か り 過 ぎる よう に な り ま す 。 

ぞい うと き に は 、 カ ー ド の 一 覧 (リス ト ) を 見 て 目的 の カー ド を 捜す よう に し まし ょ 
つ 。 

カー ド の 一 覧 に は 、 そ れ ぞ れ の カー ド の イン デック ス と 見 出し が カー ド の 順番 に し た 
が っ て 並べ て 表示 され ます 。 

一 度 に 画面 に 表示 され る の は 8 枚 分 の カー ド の リス ト で す が 、 リ スト を スク ロー ル さ 
せる こと に より 、 フ ァイル の すべ て の カー ド を 表示 させ る こと が で きま す 。 


カー ソル のど が 表示 され て いな い 状 態 の カー トド 画面 で 、 


① 画面 上 部 の アイ コン | 


ファ イル 編集 棒 未 | 人 || ほ | ⑯ 男 中 


画面 に 次 の よう な サブ メニ ュー が 表示 され ます 。 


②⑥ サブ メニ ュー の | 


Ei 人 EE プー 


カー ド フ ァイル を 作り まし ょ う 


リス ト に 表示 され る の は 、 を 実行 する 前 に 表示 され て いた カー ド を 先頭 と 
する 8 枚 の カー ド の イン デック ス と 見 出し で す 。 
先頭 の ファ イル の バッ ク が 黄色 く 表 示さ れ て いる の は 、 現 在 そ の ファ イル が 、 操 
作 の 対象 と し て 指定 され て いる こと を 示し ます 。 この 黄色 い バ ッ ク を 「 ポ イン タ 」 
と 呼び ます 。 

③ カー ソル キー を 使っ て ポイ ンタ を 上 下さ せ 、 目 的 の ファ イル に 合わ せま 
す 。 


リス ト の 表示 が 消え 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て か ら 、 指 定 し た カー ド が 画面 に 
表示 され ます 。 
カー ソル を 目的 の ファ イル に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A を 2 回 押し て も 同じ 
操作 が で きま す 。 
目的 の カー ド が リス ト に 表示 され て いな いと き は 、 次 の よう に し て リス ト を スク ロー 
ル さ せま す 。 
・ ポ イン タ を リス ト の 一 番 下 の カー ド に 合わ せ て 、 目 的 の カー ド が 表示 され る まで 
繰り 返し カー ソル 図 キー また は | 倍 」 キ ー を 押し ます 。 


カー ド の 数 が 多 過ぎ て スク ロー ル で は 時 間 が か か り 過 ぎる と き は 、 次 の よう に し て リ 
スト に 表示 され て いる カー ド を 次 の 一 組 に 入れ 替え ます 。 


) を 押し ます 。 


リス ト の 内 容 が 、 現 在 表示 され て いる 最後 の カー ド の 次 の カー ド か ら の 一 組 に 
変わ り ま す 。 目的 の カー ド が リス ト に 表示 され る まで 、 こ の 操作 を 繰り 返し ま 
す 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


@ 不 要 に な っ た カー ド を 捨て る に は (上 2 


剖 プ ご 通さ 仙 


表示 が 消え て アク セス ラン プ が 点灯 し 、 し ば らく し て アク セス ラン プ が 消え る と 
現在 の カー ド も 消え ます 。 

この と き 、 ぞ の ファ イル に 他 に も カー ド が あれ ば 、 次 の カー ド が 表示 され ます 。 
他 に カー ド が 無い と き は 、 何 も 書き 込ま れ て いな い 新 し い カ ー ド が 表示 され ます 。 


⑯ よ く 似 た カー ド を 作る と き は  ( 


③ サブ プ メ ニュ ー の 中 か ら 


を 選び ます 。 


画面 の カー ド は その まま で 、 右 下 の 合 計 枚 数 の 表示 だ けが 一 枚 分 増え ます 。 
試し に 次 の カー ド を めく っ て くだ さい 。 
まっ た く 同 じ カ ー ド が 表示 され ます 。 


④ 必要 な 部 分 だ け を 変更 し ます 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


@ 一 定 の 条件 に 合う カー ド を 拉 マ す に は ( 


た と えば 、 本 文 に 「 予 定 」 と いう 文字 が 含ま れ て いる カー ド を 捜し て 表示 させ た いと 
し ます 。 
見 出し に 「 予 定 」 と いう 文字 を 使っ て あれ ば リス ト に よっ て 捜す こと も で きま す が 、 
ぞう で な けれ ば 、 何 十 枚 も カー ド の ある ファ イル を 一 枚 ずつ 表示 させ て 揚 す こと に な 
り ま す 。 これ で は た まり ませ ん 。 ぞ ん な 作業 は パソ コン に や ら せ ま し ょ う 。 
付 パソ コン な ら 一 定 の 条件 を 指定 し て や れ ば 、 す ぐに その 条件 に 合っ た カー ド を 捜し 出 
周 し ます 

フ 

相 

編 


上 の 例 で 説明 し ます 。 


③ 「 予 定 」 と 書き 込み ます 。 
(⑤ 120 ペ ー ジ ) 


※ 検 索 文字 列 は 、 本 文 と 見 出し は 全角 文字 で 10 文 字 ま で 、 イ ン デ ックス は 半角 文字 
で 3 文字 まで 書き 込め ます 。 


を 選び ます 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


[予定 」 と いう 文字 を 含む お カー ド が 2 枚 以 上 ある と き は 、 一 番 前 の カー ド が 表示 
され ます 。 


「 予 定 ]」 と いう 文字 を 含む すべ て の カー ド を 表示 させ た いと き は 、 次 の よう に し ます 。 
① 前 の ペー ジ の ④ の 操作 を 終わ っ た 状態 で 、 ① と ⑧ の 操作 を 繰り 返し ます 。 


画面 の 表示 は 、 す で に 検索 文字 列 が 書き 込ま れ た 状態 で や あら われ ます 。 


③ 再び 最初 の カー ド が 表示 され る まで 、 同 じ 手順 で 操作 を 繰り 返し ます 。 


笠 ー\ レプ | 


ファ イル を 作り まし ょ う 


価 終 了 し な いで 新しい ファ イル を 作る に は 


ー つ の ファ イル に つい て の 操作 が 終わ っ て か ら 、 カ ー ド ファ イル を 終了 せ ず に 、 続 け 
て 新しい ファ イル を 作る 方 法 で す 。 


2 
呼出 
印刷 
古本 
保存 
本 


あと は 、 98 ペー ジ の 「 カ ー ド ファ イル を 作る に は 」 の 説明 と 同じ 手順 で 操作 し 
ます 。 
この と き 、 す で に 表示 され て いた ファ イル は 、 操 作 中 に 加え られ た 修正 や 追加 を 含め 
て 、 自 動 的 に フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いま すか ら 、 安 心して ファ イル を 作っ 
て くだ さい 、。 


@ 挫 了 し な いで 別 の ファ イル を 操作 する に は ( 恒 四 : 


ー つ の ファ イル に つい て の 操作 が 終わ っ て か ら 、 カ ー ド ファ イル を 終了 せ ず に 、 続 け 
て 別 の ファ イル を 操作 する 方 法 で す 。 


カー トド 画面 で 
⑩ を 選ん で サ プ メ ニュ ー を 表示 させ ます 。 
② を 選び ます 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


後 の 操作 は 、 103 ペー ジ の 「 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 呼び 出す に は 」 の 説 
明 と 同じ 手順 で 行い ます 。 


この と き 、 す で に 表示 され て いた ファ イル は 、 操作 中 に 加え た 修正 や 追加 な ど を 含め 
て 自動 的 に フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いま すか ら 安 心して 呼び 出し を し て くだ 編 
さい 。 


⑯ フ ァイル を 別 の ファ イル 名 で 保存 する に は ( ・ 


呼び 出し た ファ イル を まず 別 の ファ イル 名 で 保存 し て お いて か ら 、 あ ら た め て 何 か の 
操作 を 加え れ ば 、 操作 する 前 の 状態 の まま の ファ イル と 操作 し た 後 の 状 態 の ファ イル 
と の 2 つの ファ イル が 保存 され る こと に な り ま す 。 

この 機能 を うま く 使 っ て 、 一 つの ファ イル の 中 か ら 必 要 な カー ド だ け を 選び 出し た 
ファ イル を 作り まし ょ う 。 


① 元 に な る ファ イル を 呼び 出し ます 。 (⑤ 103 ペ ー ジ ) 


| を 選ん で 、 サ プ メ ニュ ー を 表示 させ ます 。 


次 ペー ジ の よう に 表示 され ます 。 113 


④ 
⑤ 


②⑦ 
⑨ 


ァイル を 作り まし ょ う 


ファ イル 名 入力 


CLUB8803 
cETuRNg 科 凡 机 取消 


すでに 表示 され て いる ファ イル 名 は 、 呼 び 出 し た ファ イル の も の で す 。 


了 旨 キー を 押し て 、 表 示さ れ て いる ファ イル 名 を 一 文字 ずつ 消し ます 。 


新しい ファ イル 名 を 入力 し ます 。 


ファ イル 名 入力 


CLUBBACK 
RETORN 思 玉 csc 8 還 久 


を 選び ます 。 
次 の よう に 画面 に 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て 保存 が 始ま り ま す 。 


保存 が 終わ る と 表示 が 消え 、 ア クセ スラ ンプ も 消え て 元 の カー ド 画 面 に 戻り ま 
す 。 


リス ト や 検索 の 機能 を 使っ て 、 い ら な い カ ー ド を 見 付け て 画面 に 表示 させ ます 。 
削除 の 機能 を 使っ て 、 表 示さ れ た いら な い カ ー ド を 捨て ます 。 
必要 な ファ イル だ けが 残る まで 、 ⑦ ⑧ の 操作 を 繰り 返し ます 。 


この 状態 で 、 元 の ファ イル に は 必要 な カー ド だ けが 残り 、 新 し い フ ァイル に は すべ て 
の カー ド が 残っ て いま す 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


人 @ 他 の ファ イル の カー ド を 取り 込む に は ( 還 四 : 


ー つ の ファ イル に 、 他 の ファ イル の 中 に ある すべ て の カー ド を 取り 込ん で 混ぜ 合わ せ 
る こと が で きま す 。 


① 画面 上 部 の 


を 選び 、 サ プ メ ニュ ー を 表示 させ ます 。 


④ サ プ メ ニュ ー の 


を 選び ます 。 


新規 
呼出 
印刷 


HP 口 三 
9 
| 昌 錠 馬 


Fa 


次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


ポイ ンタ 


③ カー ソル キー か アイ コン 
名 前 に 合わ せま す 。 


を 使っ て 、 ポ イン タ を 取り 込み た い フ ァイル の 


の ファ イル に は 100 枚 まで の カー ド し か あり ませ ん 。 結合 し た い フ ァ 
イル の 合計 の カー ド 枚 数 が 100 枚 を 越え る と き 、 あ ら か じ め 100 枚 以内 に な 
る よう に 不要 な カー ド を 削除 し て お いて くだ さい 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


次 の よう に 画面 に 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 し て 結合 が 始ま り ま す 。 


結合 が 終わ る と 表示 が 消え 、 ア クセ スラ ンプ も 消え ます 。 
この と き 、 画面 に 表示 され る カー ド は 、 結 合 さ れ て で きた 新しい ファ イル の 先頭 


答 ケ \ ご 通さ 碧 


@ カ ー ド を 印刷 させ る に は 


操作 中 の ファ イル の 中 の すべ て の カー ド を 、 パ ソコ ン に 接続 し た 指定 の プリ ンタ を 使っ 
て 紙 の 上 に 印刷 する こと が で きま す 。 
印刷 を 行う に は 、 あ ら か じ め 次 の こと を 確認 し て くだ さい 。 

ルプ リン タ は パソ コン に 正しく 接続 され て いま すか ? 

じ 用 紙 は プリ ンタ に セッ ト し まし た か ? 

ルプ リン タ の 電源 スイ ッ チ は 入れ まし た か ? 


・ カ ー ド ファ イル で ご 使用 に な れる プリ ンタ は 、 当 社 製 924 ドッ トワ ー プ ロ プ 
リン タ F S-PW 1 と 24 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ F S-P400 だ け で す 。 この 他 
の プリ ンタ で は 正常 に 印刷 で きま せん 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


③⑬ 接続 され て いる プリ ンタ の 形式 また は 設定 に 合わ せ て 、 改 行 送り ピッ チ を 指定 し 
ます 。 | キー 上 キー の どちら か を 押す か また は アイ コン で 選ん で くだ さい 。 

1 は 1 ノ 120 イ ンチ 、 | は 1/180 イ ンチ を あら わし ます 。 

(改行 送り ピッ チ に つい て 、 く わし く は プリ ンタ の 説明 書 を お 読み くだ さい 。) 

表示 が 消え て 、 そ の ファ イル の 中 に ある すべ て の カー ド の 内 容 が プリ ンタ の 用 紙 編 

に 印刷 され ます 。 

A 4 判 の 用 紙 一 枚 に は 、 次 の よう な 書式 で 最大 カー ド 10 枚 分 の 内 容 が 印刷 され ま 


I 


プリ ンタ の 機種 に よっ て は 、 電 源 ス イッ チ を 入れ た と き の 紙 送り の 量 の 違 
いか ら 、A 4 判 の 用 紙 に 印刷 し 切れ ず に エラ ー に な る こと が あり ます 。 
この 場合 は 、 印 刷 を 選ぶ 直前 に プリ ンタ の 用 紙 送 り ノ プ を 回 し て 、 そ の プ 
リン タ が 印字 で きる 限度 まで 用 紙 を 戻し て か ら 試 し て みて くだ さい 。 


ファ イル を 作り まし ょ う 


| 用 紙 を 1 枚 ず つ セ ッ ト す る タイ プ の プリ ンタ で 、 カ ー ド の 合計 枚数 が 10 枚 を 超え 
る ファ イル を 印刷 し て いる と き は 、 カ ー ド 10 枚 分 を 印刷 する た びに プリ ンタ が 用 
紙切れ に な り 、 し ば らく する と 画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


プリ ンタ の 準備 が 
で き て いま せん 


RETURNg 計 名 障害 取消 


この と き は 、 新 し い 用 紙 を セッ ト し て か ら 


が 


を 選ん で くだ さい 。 


※ カ ー ド 枚数 の 多い ファ イル の 印刷 に は 、 ロ ー ル 紙 の ご 使用 を お すす めし ます 。 
くわ し く は 、 プ リン タ の 説明 書 を お 読み くだ さい 。 
※ 用 紙切れ の 状態 に な っ て か ら 画 面 に 上 の 表示 が 出る まで の あい だ に 新しい 用 紙 
を セッ ト し た と き は 、 上 の 表示 は 出 ず に 印刷 を 続け ます 。 こ の 待ち 時 間 は 、 
F S-PW1 の 場合 ・…‥… 約 30 秒 
F S-P400 の 場合 …‥… 約 20 秒 で す 。 
※ ロ ー ル 紙 を お 使い の 場合 、 カ ー ド 10 枚 分 を 印刷 し た 後 、 次 の 10 枚 分 の 印刷 を 始 
め る まで に 数 秒 か ら 十 数 秒 の 待ち 時 間 が あり ます 。 


0 の 2 セリ リリ この ほり いま し りょう 


カー ド フ ァイル の 入力 画面 で は 、 内 蔵 ソ フト の 「 時 計 」・「 カ レン ダー」 ・「 電 卓 」 
な どの アク セ サ リ ー が 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 と 同じ よう に 使用 で きま す 。 
これ ら の アク セ サ リ ー の 呼び 出し か た は 次 の と お り で す 。 


時 計 … 

カレ ンダ ー 

・ 電卓 … 回 吊 + 了 | ( 國 
アイ コン 中 | を 選び ます 。 


これ ら の アク セ サ リ ー の 操作 の し か た は 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 で の 操作 の し か た と 同じ 
な の で 、 そ ちら を お 読み くだ さい 。 
(1 ペー ジー67 ペ ー ツ ) 


当 ア < 通 さ 較 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


圏 文字 の 入力 の し か た 


カー ド フ ァイル で は 、 次 の よう な と き に 文字 の 入力 が 必要 で す 。 


・ フ ァイル 名 を 入力 する と き 

・ カ ー ド の イン デック ス を 書く と き 
・ カ ー ド の 見 出し を 書く と き 

・ カ ー ド の 本 文 を 書く と き 

・ 検 索 文字 列 を 指定 する と き 


ここ で は 、 文 字 を 書き 込む と き の 方 法 に よっ て これ ら を 分 け て 説明 し ます 。 し た が っ 
て 、 カ ー ソ ル (文字 を 書き 込む 位置 を 示す マー ク ) の 形 に よる 違い は ここ で は 無視 し 


て くだ さい 、。 


念 カ ー ド に 本 文 や 見 出し を 入力 する と き 


まず 最も 基本 的 な 場合 と し て 、 カ ー ド の 本 文 に 文字 を 書き 込む 方 法 を 説明 し ます 。 
ジョ イ パ ッ ド (ジョイスティック )・ マ ウス を お 使い の 方 も 、 文 字 の 入力 は キー ボー ド 


で 行い ます 。 


カー ト 画 面 で 、 


④ 入力 機器 の 指定 に より 次 の どちら か の 操作 を し ます 。 


キー ボー ド の み の 場 合 


カー ド の イン デック ス 欄 に 、 ペ 
ン 先 の 形 を し た カー ソル が 表示 
され ます 。 こ れ を 「 カ ー ン ソル の 
」 と 呼び ます 。 


ジョイ パ バッド (ジョイスティック) 、 
マウ ス の 場合 
トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 


カー ド の イン デック ス 欄 に 、 ペ ン 先 の 形 
を し た カー ソル が 表示 され ます 。 こ れ を 
「 カ ー ソ ル の 」 と 呼び ます 。 


の ) 


④ 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


ammm oe: あき 


カー ソル キー 図 を 押し て 、 カ ー ソ ル の を 本 文 欄 に 移動 し ます 。 
| を 押し て 、 半 角 文 字 を 入力 する の か 全角 文字 を 入力 する の か を 設定 


半角 文字 と は 、 英 文字 ・ 数 字 ・ カ タカ ナ ・ 記 号 な ど を 全角 文字 の 半分 の 幅 で あら 
わし た も の で 、 漢 字 に 変換 する こと が で きま せん 。 

全角 文字 と は 、 上 の 文字 の 他 に ひら が な ・ 漢 字 な ど を 半角 文字 の 倍 の 幅 で あら わ 
し た も の で 、 全 角 文 字 で 入力 し た ひら が な ・ カ タカ ナ は 漢字 に 変換 する こと が で 
きま す 。 


| を 押し て 、 文 字 を 入力 する 方 法 を 指定 し ます 。 


この 指定 を 「 入 力 モ ー ド 」 と 呼び ます 。 
本 文 で は 、 ・ ・ 
種類 の 入力 モー ド が 選べ 、 ぞ れ ぞ れ 次 の よう な 違い が あり ます 。 


・ 英 数 モー ド …………… 英 文字 ・ 数 字 ・ 記 号 が 入力 で きま す 。 

・ か な モー ド …・……… キ ー の 上 に 書か れ て いる と お り の ひら が な が 入力 で きま 
す 。 

・ カ ナ モ ー ド …………… キ ー の 上 に 書か れ て いる ひら が な に 対応 する カタ カナ が 
人 入力 で きま す 。 

・ 羽 が か 契 モ 一 だ さこ で 9 キー の 上 に 書か れ て いる 英文 字 に よっ て ロー マ 字 入力 を 
する と 、 対 応 す る ひら が な が 和信 力 で きま す 。 

・R カ ナ モ ー ド ‥……… キ ー の 上 に 書か れ て いる 英文 字 に よっ て ロー マ 字 和信 力 を 
する と 、 対 応 す る カタ カナ が 入力 で きま す 。 

・ 区 点 モ ー ド ………・…… 読 み で 捜し て も 漢字 が 見 つか ら な いと き な ど に 、 文 字 を 


番号 で 入力 する た め の モ ー ド で す 。 


入力 モー ド に つい て 、 く わし く は 126 ペー ジ で 説明 し て いま す 。 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


⑤ キー を 押し て 、 書 き 込み た い 文 字 (また は 数 字 ・ 記 号 ) を 人 力 し ます 。 


入力 し た 文字 が カー ソル の の 位置 に 表示 され 、 カ ー ソ ル の は その 分 だ け 石 に 


移動 し ます 。 
ABC の の 


キー を 押し まち が えた と き は 、 了 BS| キー を 押し て まち が えた 文字 の と ころ まで 
消し て か ら 、 あ ら た め て 正しい 文字 を 入力 し て くだ さい 。 


供 漢 字 の 入力 の し か た 


入力 し た 文字 が ひら が な や カタ カナ の と き は 、 青 い バッ ク に 白い 文字 で 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 


これ は 、 そ の 文字 を 漢字 に 変換 する の か どう か を 指定 する 必要 が ある こと を あら 
わし ます 。 こ の 状態 を 「 未 確定 ]」 と 呼び ます 。 
青い バッ ク の 白 文 字 が 7 文字 に な る と 、 そ れ 以 上 キー を 押し て も 無視 され ます 。 


※ カ ー ド ファ イル の 漢字 変換 機能 は 、 一 度 に 一 文字 の 漢字 だ け を 変換 し ます 。 
し た が っ て 、 漢 字 一 文字 分 の 読み こ にあたる ひら が な また は カタ カナ を 入力 し た 
ら 、 次 の 操作 を し て くだ さい 。 
④ 漢字 に 変換 する と き は 隊 了 C 凛 キー を 、 変換 し な いと き は 剛 キー を 押し ます 。 


記 キー を 押し た と き に は 、 入 力 し た 文字 が 白地 に 黒文字 に な り ま す 。 
この 操作 を 「 無 変換 ]」 と 呼び ます 。 


| キー を 押し た と き に は 、 画 面 の 右上 方 に 変換 する 漢字 の 候補 が 表示 され 、 
左端 の 漢字 の 下 に 黄色 い ア ンダ ー ラ イン が つき ます 。 


| ら | 有 優 結 由 雄 | 


@ カ ー 
ー ソ ル の が カー ド の 本 文部 分 の 端 に ある と き に キー を 押し た 場合 の カー ソル の 


カ 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


の アッ ダー ライ ン ほ 。 カー ジル キー を 押す こと に より 左右 に 動か せま 


較 選 | 有 優 結 由 雄 


表示 され た 湾 字 の 中 に 変換 し た い 文字 が ある と き に は 、 アシ ンタ ダー ライ ン を を の 
字 に 合わ せ て か ら も う 一 度 1 

この 操作 を 「 確 定 」 と 呼び ます 。 

確定 する と 、 青 地 に 白い 文字 は 消え て アン ダー ライ ン の 上 の 漢字 に 置き 換え られ 
ます 。 ま た 、 あ て は まる 漢字 の 表示 も 消え ます 。 


| 選 | 優 の 


表示 され た 漢字 の 中 に 変換 し た い 漢 字 が な く 、 し か も 読み か た が あて は まる 漢字 
が 他 に も ある と き に は 、 カ ー ソ ル 図 キー を 押す こと に より 他 の あて は まる 漢字 
が 表示 され ます 。 

この 操作 を 「 次 候補 」 と 呼び ます 。 


ぱ | 優勝 の 


| キー を 押し て も 漢字 が 表示 され な いと き は 、 読 みか た を 変え 
て 入力 し て みる か 、 区 点 モ ー ド で の 入力 を 試し て みて くだ さい 。 
(ページ) 


ソル の 動か し か た 


の 移動 の し か た は 次 ペー ジ の 図 の よう に な り ま す 。 


剖 ア ご 油 さ 


[ 文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


| の = の | 
] | 
ee 
上 ・ 文字 を 入力 し な く て も 、 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー を 押す こと に より カー ソル 
ソ の を その 方 向 に 移動 させ る こと が で きま す 。 た だ し 、 未 確定 の 文字 が ある と き 
| 選 に は 、 カ ー ソ ルキ ー を 押し て も カー ソル の は 動き ませ ん 。 
ド ・ マ ウス や ジョ イ パ ッ ド を 入力 機器 に 指定 し て いる と き は 、 カ ー ソ ル の を 動か し 
編 た い 位 置 に カー ソル RS を 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押す こと に より 、 
そこ に カー ソル の を 飛ば すこ と が で きま す 。 
・ イ ン デ ックス 欄 や 見 出し 欄 に カー ソル の を 移動 させ る に は 、 上 の 2 つの 方 法 の 
どちら か を 使い ます 。 
人 で 入力 し た 文字 の 修正 の し か た 
一 度 、 無 変換 や 確定 の 操作 を し た 文字 を 修正 する に は 、 次 の よう に し ます 。 
・ 上 書き 


カー ソル 必 を まち が えた 文字 に 合わ せ て 、 正 し い 文字 を 入力 し ます 。 
就学 旅行 の 只 の 学 旅行 隊 修 どの 旅 行 
よぶ ん な 文字 が ある と き は 、 


・ デ リー ト 生 
カー ソル の を よぶ ん な 文字 に 合わ せ て DL 


| 夏休み まで に 


夏 休 す み ま で に の 只 。 夏 休 ウ のみ ま で に 只 


デリ ー ト を し た と き 、 そ の 行 の 文字 は すべ て 、 |D 氏 | キー を 押し た 回 数 
だ け 左 に 移動 し ます が 、 他 の 行 の 文字 は 、 た と え 同 じ 文 の 続き で も 、 移 
動 し ませ ん 。 し た が っ て 、 そ の 行 の 後ろ に は 必ず 空白 が で きま す 。 
この 点 は 、B A S 1 C と は 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


文字 が 抜け て いた と き は 、 


・ イ ン サ ー ト 
カー ソル の を 、 文字 を さ み 込 みた いと ころ の 後ろ 側 の 文字 に 合わ せ 、 は さ み 込 
みた い 文 字 の 数 だ け 四 NS | キー を 押し て か ら 、 文 字 を 入力 し ます 。 


X2 回 只 地区 の 優勝 中 地区 大 会 


地区 優勝 の 只 地区 の 勝 只 四 


イン サー ト を し た と き 、 ぞ の 行 の 文字 は すべ て 、 目 NS | キー を 押し た 回 数 
だ け 右 に 移動 し ます が 、 行 の 右端 を 越え た 文字 は 次 の 行 に 送ら れず に 消え 
て し まい ます 。 


この 点 は 、B A S 1C と は 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


催 イン デック ス と ファ イル 名 の 文字 入力 に つい て 


イン デック ス や ファ イル 名 の 文字 の 入力 は 、 本 文 や 見 出し と は 異な り 、 半 角 文 字 し か 
入力 で きま せん 。 ま た 、 漢 字 に 変換 する こと も で きま せん 。 

これ ら の 入力 を 行う と き に は 、 半 角 で の 入力 が 可能 な 入力 モー ド に 自動 的 に 切り 換 わ 
る よう に な っ て いま す 。 

次 の 3 種類 の 入力 モー ド が 選べ ます 。 


入力 し た 文字 の 修正 に つい て は 、 イ ン デ ックス と ファ イル 名 で は 次 の よう な 違い が あ 
り ま す 。 


・ イ ン デ ックス で は 、 入 力 に カー ソル の を 使用 する た め 、 本 文 と 同じ 方 法 で 修正 で 
きま す 。 

・ フ ァイル 名 で は 、 入 力 に カー ソル - を 使用 する た め 、 
た 文字 の と ころ まで 削除 し て か ら 正 し い 文字 を 和信 力 し ます 。 


| キー を 使っ て 間違っ 


念 検索 文字 列 の 文字 入力 に つい て 


検索 文字 列 は 、 検 索 す る 項目 に よっ て 入力 の し か た が 変わ り ま す 。 
・ 本 文 や 見 出し を 検索 する と き は 、 本 文 と 同じ 入力 の し か た を し ます 。 
・ イ ン デ ックス を 検索 する と き は 、 イ ン デ ックス と 同じ 入力 の し か た を し ます 。 


凍り ご 滞 さ 


いこ 馴 さ 柏 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


田 入 力 モ ー ド に つい て 
カー ド フ ァイル の 入力 モー ド は 次 の 6 種類 が あり ます 。 


レー 


文字 


た の し い 


パソ コン 


ゆか いな 


画面 に 表示 され る 


押し た キー は ひび ひら が な の まま で 
画面 に 表示 され ます 。 


押し た キー は カタ カナ の まま で 
画面 に 表示 され ます 。 


これ ら を ロー マ 字 か な 変換 と 呼 
び ま す 。 押 し た キー は か な ( カ 
ナ ) に な っ て 画面 に 表示 され ま 
す 。 ロ ー マ 字 の つづ りか た は 、 
204 ペ ー ジ の 「 ロ ー マ 字 ・ か な 
変換 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 


押し た キー は 英 数 字 の まま で 画 
面 に 表示 され ます 。 


区 点 コ ー ド を 入力 する と 、 ぞ その 
コー ド の 文字 や 記号 が 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 


※ 入 力 モ ー ド が 「 か な 」 「 カ ナ 」 「R か な 」「R カ ナ 」 の どれ か で 入力 し た 全角 文字 


は 、 漢 字 に 変換 する こと が で きま す 。 


入力 モー ド は 、 カ ー ソ ル の が 画面 に ある と き に 
次 の 順序 で 変化 し ます 。 


キー を 押す こと に より 、 


文字 の 入力 の し か た を 覚え まし ょ う 


信 か な 入力 と ロー マ 字 入力 の 違い 


か な 文字 を 入力 する に は 、 か な キー で 入力 する 方 法 (か な 入力 ) と 、 ロ ー マ 字 で 入力 
する 方 法 (ロー マ 字 入力 ) が あり ます 。 

入力 モー ド が 「 か な 」「 カ ナ 」 の と き は 「 か な 入力 」 に 、「R か な 」「R カ ナ 」 の と 
き は 「 ロ ー マ 字 入力 ] に な り ま す 。 か な 入力 、 ロ ー マ 字 入力 に は それ ぞ れ 次 の よう な 
特長 が あり ます 。 


か な 入力 : ロー マ 字 入力 に くら べ て キー を 押す 回 数 が 少な く て すむ 。 
速く た くさ ん の 文字 が 打 て ま す 。 
ロー マ 字 入力 : アル ファ ベッ ト の キー の 位置 を 覚え る と 、 キ ー を 見 な いで 入力 す 
る 「 プ ライ シド - タッ チ 」 が で きま す 。 
「 か な 入力 」 と 「 ロ ー マ 字 入力 」 は 、 入 力 し や すい ほう を 使っ て くだ さい 。 


読み の わか ら な い 漢 字 を 入力 する と き に は 、「 区 点 コ ー ド 」 と 呼ば れる 番号 で 入力 し 
ます 。 ま た 、 区 点 コ ー ド を 使え ば キー ボー ド に は 無い 記号 や 単位 、 ギ リシア 文字 ・ ロ 
シア 文字 な ども 入力 で きま す 。 

(⑤② 206 ペ ー ジ 「 J 1 S 第 1 水準 漢字 区 点 コ ー ド 表 」 : BASIC で 使用 する 漢字 コー ド 
と は 一 部 異な り ま す 。) 
カー ド 画 面 で 、 


9 大 カ モー を 


② 206 ペ ー ジ の 表 を 見 て 、 入 力 し た い 文 字 の 区 点 コ ー ド を 調べ ます 。 


③ 調べ た 区 点 コ ー ド を 入力 し ます 。 


入力 し た 区 点 コ ー ド の 数 字 が 、 対 応 する 文字 に 変換 され ます 。 
キー を 押し まち が えた と き は 、 1 桁 目 か ら 入力 し 直し て くだ さい 。 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク に 収め られ て いる 「FS-PW1 用 JIS 第 2 水準 漢字 
フォ ント 」 (ファ イル 名 “JIS2.FNT う は 、F S 一 A 1F の 付属 ソフ ト で 
は 、 ご 使用 に な れ ま せん 。 


3 グラ フィ ッ ク ツ ソー ル と は ノ 商 証 


| M S X 2 パソ コン の 持つ 優れ た グラ フィ ッ ク 機 能 を 使っ て 、 ど な た で も ぼ 軽 に 画面 に 
" 絵 が 描け る よう に し た ソフ ト が 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 です 。 操 作 は すべ て 、 画 面 の 
アイ コン ( 各 機 能 を あら わす 絵 ) を カー ソル で 選ぶ だ け 。 後 は あな た の セン ス し だ い 


8。 


稚 テ J ペ 馬 


圏 入力 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 画 面 に 表示 され た カー ソル を 動か すこ と に より 、 す べ 

て の 操作 を 行い ます 。 こ の た め 、 他 の 付属 ソフ ト と は 違っ て 、 キ ー ボ ー ド の み を 入力 
機器 に 指定 し た 場合 で も 画面 に カー ソル へ が 表示 され ます 。 

キー ボー ド を 使う と き と 、 マ ウス や ジョ イス ティ ッ ク を 使う と き と で 、 使 用 で きる 機 
能 は 同じ で す 。 

し か し 、 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー を 使っ た 場合 と マウ ス を 使っ た 場合 と で は 、 操 作 
し た と き の カ ー ソ ル べ の 動き か た が 少し 違い ます 。 

入力 機器 に よる 違い は 、 次 の よう に な り ま す 。 


・ キ ー ボ ー ド …‥…………… カ ー ソ ル く の 移動 の 方 向 は 8 方 向 に 限ら れ ま す が 、 
垂直 や 水平 の 直線 を 描く の に は 向い て いま す 。 


・ マ ウス ー………… ド ドー カー ソル べく の 移動 の 方 向 に 制限 が な いた め 、 片 手 で 目 
由 に 曲線 を 描く こと が で き 、 非 常に 操作 し や すぐ く な り ま 
す 。 移 動 する 速度 も 速く な り ま す 。 


※ ジ ョ イ パ ッ ド ・ ジ ョ イス ティ ッ ク は 、 キ ー ボ ー ド と 
ほぼ 同じ で す 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 使う 周辺 機器 に つい て の ご 注意 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル に は 、 描 き 上 げた 絵 を プリ ンタ で 印刷 し た り 、 イ メー ジス キャ ナ 
を 使っ て 印刷 物 か ら イ ラス ト を 取り 込ん だ りす る 機能 が あり ます 。 
これ ら の 機能 を 使用 され る 場合 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 


・ 使 用 で きる プリ ンタ は 、 当 社 製 ワー プロ ・ プ リン タ F S 一 PW 1 また は 2 4 ドッ ト 
漢字 プリ ンタ F S 一 P400 の み で す 。 

・ イ メー ジス キャ ナ を 接続 し て 使用 する と き は 、 増 設 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ は 
接続 し な いで くだ さい 。 メ モリ の 容量 が 不足 し て 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル が スタ ー ト 
し な く な り ま す 。 


新 プ ご 潰さ 信 
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始め か た / 終わ りか た 


| 


「 グラ フィ ッ ク ツ ー ル を スタ ー ト させ る 方 法 と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル を スタ ー ト させ る アイ 
コン は 、 左 の イラ スト の よう な 形 を し て いま す 。 


圏 ス ター ト の し か た 
① コッ ク ピ ッ ト 画 面 で 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル を 選び ます 。 


画面 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


画面 に この 種 の 表示 が 出 て いる と き に は 、 カ ー ソ ル が 動き に くく な り 、 
数 字 キ ー や トリ ガー ボタ ン を 押し て も 無視 され ます が 、 改 障 で は あり 
ませ ん 。 画 面 が 切り 換 わ れ ば 元 に 戻り ます 。 


この と き 、 ア クセ スラ ンプ が 点灯 を 始め ます 。 
約 15 秒 後に アク セス ラン プ が 消え て 先ほど の 表示 が 消え ます 。 
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始め か た / 終 わり か た 


田 終 わり か た 


ゴッツ ル ニ ュ ー ( ゆ 1 説 ペー タ ) まで 戻っ て 、 


①④ 画面 に 表示 され て いる 絵 を 保存 し て 置き た いと き は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し ます 。 (⑤① 158 ペ ー ジ 「 保 存 ・ 呼 出 」) 


② メイ ン メ ニュ ー 右 上 の ES を 選び ます 。 ( キー を 押し て も 無効 で す 。) 


画面 は 、 次 の よう に な り ま す 。 


③ 表示 の 中 央 の を 選び ます 。 


表示 が 消え 、 し ば らく し て コッ ク ピ ッ ト 画 面 が 表示 され ます 。 


の 替わり に 表示 の 右上 の 圏 を 選ぶ と 、 メ イン メニ ュー に 戻り ます 。 


・ 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク を その まま 使わ れる と き は 、 描 いて いた 絵 を 保存 
で きま せん 。 保存 を され る と き は 、 別 の フロ ッ ピー ディ スク と 入れ 換え て く 
だ さい 。 (「 フ ォ ー マ ッ ト 」 必 91 ペ ー ジ ) 


覚え て お きま し ょ う 


「 始 めか た / ノ 終わ りか た 」 ( ぱ 130 ペ ー ジ ) に し た が っ て グラ フィ ッ ク ツ ー ル を ス 
ター ト さ せる と 、 下 図 の よう に メイ ン メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


この 赤い 四角 (アイ 
コン ) に カー ソル を 
合わ せ て | 
キー を 押す と 、 メ イ 
ン メ ニュ ー が 消え ま 
す 。 も う 一 度 押す と 
元 に 戻り ます 。 


着 -\ ご 通さ 暫 


(メイ ン メ ニュ ー) 
圏 メ ニュ ー と アイ コン 
グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 メ イン メニ ュー の アイ コン で 機能 を 選ぶ と 、 その 機能 の 細 
か い 操 作 を 行う た あめ の メニ ュー が 画面 に 表示 され る よう に な っ て いま す 。 この 宮 機 能 
別 の メニ ュー を 「 サ ブ プ メ ニュ ー」 と 呼び ます 。 


ーー 一 機能 の 選択 
また は 終 Y 


| 一 操作 の 詳細 の 指定 
また は 中 止 


ディ スク ツー ル や カー ド フ ァイル で は 、 キ ー ボ ー ド の み で 操作 する 場合 は カー ソル や 
が 画面 に 表示 され な か っ た た め 、 ア イコ ン の 近く に 表示 され た 数 字 の キー を 押し た り 、 
カー ソル キー で ポイ ンタ を 動か し て か ら キー を 押し た り し まし た 。 

グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 次 の よう に な り ま す 。 


覚え て お きま し ょ う 


た と えば 、 史 | を 選ん で み ま し ょ う 。 
メイ ン メ ニュ ー の アイ コン 祖 | に カー ソル を 含 わせ て 、 
す 。 す る と 新しい メニ ュー ( 了 ウ | の サ プ メ ニュ ー) が 表示 され ます 。 


キー を 押し ま 


(ペン の サ プ メ ニュ ー) 
サ プ メ ニュ ー か ら メ イン メニ ュー に 戻り た いと き は 、 サ プ メ ニュ ー の 【 呈 の アイ コ 
ン に カー ソル を 合わ せ て 、 ACE 
Al 回 図 を 選ん だ と き は 、 還 を 選ぶ か 、 ESC| キー - を 押す と メイ ン メ ニ ニュ ー に 
=ougs 
以降 の 説明 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使っ た 操作 の し か た を 説明 し て いま す 。 入 機器 と し 
て マウ ス や ジョ イ パ ッ ド ・ ジ ョ イス ティ ッ ク な ど を 指定 し て いる と き は 、 特 に 断り が 
な い 限 り 、 |SPACE| キー を トリ ガー ボタ ン A (1 ) に 、 | キー を トリ ガー ボタ 
ン B (I) に 読み 換え て くだ さい 。 


圏 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の カー ソル 


画面 上 の カー ソル を 移動 させ て み ま し ょ う 。 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー を 使っ て 
カー ソル を 斜め に 移動 させ る と き は 、 た と えば は 右 下 に 移動 させ る な ら カ ー ソ ルキ ー 
| と 較 を 同時 に 押し ます 。 

また 、| キー を 押し な が ら 移 動 さ せる と 、 カ ー ソ ル い の 移動 する スピ ー ド 
が より ゆっ くり に な り ま す の で 、 細 か い 部 分 の 修正 な ど に 使っ て くだ さい 。 


カー ソル は 、 移 動 中 に 画面 の 上 下 左右 に か くれ て し まう こと が あり ま 

す 。 こ れ は 、 テ レビ の 画面 と パソ コン が 表示 する 画面 と の 大 き さ の 違い に 
よる も の で す 。 ま た 、 画 面 上 の 位置 に よっ て は 、 カ ー ソ ル を 移動 し た と き 
に カー ソル が 波打つ こと が あり ます が 、 操作 の 実行 に は 関係 あり ませ ん 。 


葵 ご 台 高 上 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 機能 と メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 簡単 に まとめ て お きま す 。 
くわ し く は 、 137 ペ ー ジ 以降 を お 読み くだ さい 。 


錠 ペン : 線 を 描く (鉛筆 、 筆 ) 。 
5 名 | 円 、 四 角 、 直 線 : 円 、 四 角 ( 枠 だ け ・ 枠 の 中 を 塗り つぶ す ) 、 
_ 付 直線 (実線 ・ 点 線 ・ 二 点 鎖 線 ) を 描く 。 
属 
う 固 塗り つぶ し : 画面 を 塗り つぶ す (は け ・ ペ ン キ 缶 ) 。 
た る | 消し ゴム : 絵 を 消す (消し ゴム ・ 全 面 消去 ) 。 
本 コピ ー : 同一 画面 上 に 複写 する ( 原 ゴ コピ ー・ 拡 大 
縮小 コピ ー・ 不 定形 コピ ー) 
A| 文字 表示 : 文字 を 画面 に 表示 する 。 
ロ イメ ー ジ スキ ャ ナ 入 力 : 印刷 物 や 手書き の イラ スト を 画面 に 取り 込む 。 
回 保存 ・ 呼 出 : 描い た 絵 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 、 
呼び 出す 。 
印刷 : 描い た 絵 を プリ ンタ で 印刷 する 。 


探 作 の し か た を 覚え まし ょ う 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 各 機 能 よ は 、 こ こ で 説明 する こと さえ 覚え て お け ば 、 簡 単に 操作 
する こと が で きま す 。 
機能 別 の 詳し い 操 作 の 手順 は 、 137 ペ ー ジ 以降 を 参照 し て くだ さい 。 


田 実 行 し た い 操 作 の 選択 
実行 し た い 操 作 を あら わす アイ コン に カー ソル を 合わ せ て 、 に =| キー を 押し ま 
す 。 入 力 機 器 に マウ ス や ジョ イ パ ッ ド (ジョ イス ティ ッ ク ) を 指定 し て いる と き は 、 付 
カー ソル を 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 (以後 の 説明 で は 、 他 の 付 属 
属 ソ フト 同様 に 、 こ の 操作 を 「 開 置 を 選び ます 。」 と 表現 し て いま す 。) 4 
特に いく つか の 種類 の 中 か ら 線 種 め パタ ー ン を 選ぶ アイ コン は 、 選ば れる と 色 が 反転 'e 
し て 表示 され ます 。 (中 に は 反転 し な い ア イコ ン も あり ます 。) 編 


サ プ メ ニュ ー の 中 で は 、 実際 に 描い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン より も 、 色 の 指定 
や 線 種 あめ パタ ー ン の 選択 を 行う アイ コン を 先 に 選び ます 。 


み 男 
へ 


田 選 択 し た 操作 の 終了 


選択 し た 機能 の 操作 を 終了 し 、 別 の 機能 を 操作 し た いと き は 、 ア イコ 
で 一 つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


表示 され た メニ ュー が サブ プ メ ニュ ー で 、 そ ぞ の 中 に 操作 し た い 機 能 を あら わす アイ コン 
が 表示 され て いな けれ ば 、 さ ら に | 固 | を 選ん で メイ ン メ ニュ ー ー ま で 戻り ます 。 

この 他 に も | と 表示 され る アイ コン を 選ぶ 場合 や 、 」 

が あり ます 。 


画 直 線 、 円 、 四 角 を 描く と き や ー 部 分 を 消す と き の 操 作 


直線 、 円 、 加 角 な ど を 描く と き は 、 |SPACE| キー を 押し た まま カー ソル を 動か し ま 
。 | SPACE | キー ー を は な す と 画面 に 表示 され ます 。 一 部 分 を 消す と き な ど に も 同様 
の 操作 を 行い ます 。 


田 サ ブ メ ニュ ー の 移動 


画面 に 絵 を 描い て いる と き に 、 メ ニュ ー の 表示 が 邪魔 に みか る こと が あり ます 。 こ の と 
き は 左側 の アイ コン (選択 し た 機能 を あら わす アイ コン ) に カー ソル を 合わ せ て 、 
| キー を 押し な が ら カ ー ソ ル を 動か す と 、 メ ニュ ー ー を 移動 させ る こと が で き 


画面 に 絵 を 描く こと に 直接 関係 し な い 機能 (印刷 や 保存 な ど ) の サ プ メ ニュ ー は 、 移 
動 で きま せん 。 
直前 に 描い た も の を 消し た いと き 


線 を 描い た り 、 画 面 を 塗り つぶ す 操作 で 失敗 し た と き は 、 あ わ て ず に |ES6 | 
押し て くだ さい 。 操作 する 前 の 状態 に 戻り ます 。 た だ し 、 直 前 に 描い た 部 分 し か 消え 
ませ ん 。 ま た 、 屋 SC| キー を 押す ご と に 、 操作 する 前 の 画面 と 操作 し た 後 の 画面 を 


消え な い 月 える 


(操作 後 の 画面 ) 


沖 機 能 の 使い か た 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 各 機 能 は 、 
スタ ー ト し ます 。 


各 機能 の 説明 は 、 こ の メイ ン メ ニュ ー の アイ コン か ら 始 め ま す 。 


ウ <> 


は 線 を 描く た め の 道具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー の 中 か ら ア イコ ン を 選ぶ こと に より 


壮 テ J て 沖 き 編 


メイ ン メ ニュ ー で 、| 久 を 選ぶ と 、 下 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


道具 に は 、 鉛筆 ((g ) 、 筆 ( 


少 ) の 2 種類 が あり ます 。 
線 は A の 位置 に ある 絵の具 の 色 で 描か れ ま す 。 絵 の 具 の 色 は 自由 に 変え る こと が で き 
ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


圏 み 鉛筆 を 使っ て み ま し ょ う 
| 鉛筆 は 細い 線 を 書く た め の 道 具 で す 。 


① まず 、 描 きた い 線 の 色 を 指定 し ます 。 ( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ ) 
② ウ を 選び ます 。 


と ③ 線 を 描く 始点 を 決め る た め 、 描 き 始め た い 場 所 に カー ソル を 移動 し 、 
キー を 押し ます 。 
属 
ソ 
フ 
ト 
編 


が ら カ ー ソ ル を 移動 する と 、 再 び 線 が 描か れ ま す 。 


※ 和 失敗 し た と き は キー を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと が で きま す 。 


く 画 面 の 一 部 を 拡大 し て 線 を 描き まし ょ う > 


ペン に は 、 躍 めがね 機能 が つい て いま す 。 躍 めがね 機能 は 細部 の 修正 を する と き 
な ど に 画面 の 一 部 を 拡大 し て 線 を 描く 機能 で す 。 一 度 【 可 を 選ん で 、 ペ ン の サ 
ブ メ ニュ ー に 戻し た 後 、 虫 めがね の アイ コン ( 過 | ) を 選び ます 。 カ ー ソ ル を 修 
正 し た いと ころ へ 移動 し て か ら キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 指示 し た 位 
置 を 左上 の 角 と する 16X16 マ ス の 枠 が 表示 され ます の で 、 ぞ の 枠 の 中 で 修正 し て 
くだ さい 。 1 マス が 画面 の 1 ドッ ト に 対応 し ます 。 枠 の 中 で 修正 する と 、 対 応 す 
る 実際 の 位置 も 修正 され ます 。 修 正 は 、 直 前 に 指定 し た 色 で 行わ れ ます 。 色 を 変 
更 し た いと き は 、 右 側 に 表示 され て いる 絵の具 の 色 を 指定 し 直し て くだ さい 。 

( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ ) 


導 機能 の 使い か た 


※ 虫 めがね 機能 は 、 終 了 せ ず に 続け て 他 の 場所 を 拡大 ・ 修 正す る こと が で きま す 。 
虫 め が ね の サ プ メ ニュ ー で 、[p| を 選び 、 カ ー ソ ル を 修正 し た い 場 所 に 移動 し て 
か ら 、 | SPACE| キー を 押せ ば 、 そ の 場所 が 拡大 し て 表示 され ます 。 


※ 虫 めがね 機能 を 終了 する と き は 、【 還 を 選び ます 。 


一 少 筆 を 使っ て み ま し ょ う 


筆 は 4 種類 の パタ ー ン で 線 を 描く こと が で きま す 。 
ERRTESDSINGSK が SR 


ッッ バン ババ の の の スバ テン スベ べろ ろ 


クン クン ンジ ン ン ンジ ンジ ンジ ンジ ジン ジン ンジ ンジ ンジ ング 


まず 、 描 きた い 線 の 色 を 指定 し ます 。 ( 色 の 指定 の し か た 避 139 ペ ー ジ ) 


② B 群 ( 〇 137 ペ ー ジ ) の 中 か ら 描 きた い 線 の パタ ー ン を 選び ます 。 選 ば れ た アイ 
コン は 反転 表示 し ます 。 


③ を 選び ます 。 
④ 描き 始め た い 場 所 に カー ソル を 移動 し 、|SPACE| キー を 押し ます 。 


キー を 押し た まま カー ソル を 動か す と 、 カ ー ソ ル が 通っ た 跡 に 、 指 定 し 
た 色 、 パ ター ン で 線 が 描か れ ま す 。 


※ 線 を 描く の に 失敗 し た と き は 、 | 尼 SC| キー を 押す と 、 線 を 描く 前 の 状態 に 戻り ま 
す 。 (@ 136 ペ ー ジ ) 


田 色 の 指定 の し か た を 覚え まし ょ う 


線 を 描く 色 は 、 赤 ・ 緑 ( 各 10 0 一 0%、8 段 階 ) 、 青 (100 一 0%、4 段 階 ) の 
3 色 を 組み 合わ せ て 、 合 計 2 5 5 色 を 自在 に 使う こと が で きま す 。 

後 で 出 て 来る 塗り つぶ し ( 〇 144 ペ ー ジ ) や 文字 表示 ( ぱ 149 ペ ー ジ ) な ど で も 同じ 
方 法 で 指定 し ます の で 、 こ こ で 覚え て お きま し ょ う 。 


各 機 能 の 使い か た 


赤 、 緑 、 青 の 各 メ ー タ ー の | を 選ん で 、 3 色 を 混ぜ る 割合 を 変え て 


色 を 調整 し ます 。 


| は 、 色 の 濃度 を 濃く し ます 。 
| は 、 色 の 濃度 を 薄く し ます 。 


※ 赤 の メー ター を 例 に し て 説明 し まし ょ う 。 
濃度 を 濃く する と き は を 選び ます 。 そ ぞ それ に 応じ て メー ター も 上 が り ま す 。 
メー ター が いっ ぱい に な っ た ら 、 赤 の 濃度 が 1 0 0 % に な っ て いる の で 、 そ ぞ れ 以 
上 は 陸 四 を 選ん で も 変化 し ませ ん 。 ま た 、 赤 が 0 9% の と き は 、 メ ー タ ー が 黒く 
な っ て いま す 。 こ の と き に 関 置 を 選ん で も 変化 し ませ ん 。 


※ 線 や 円 、 皿 角 な ど は 、A の 位置 に ある 絵の具 の チュ ー ブ プ の アイ コン に 表示 され て 
いる 色 で 描か れ ます 。 | を 選ぶ た びに 作成 し た 色 が 表示 され ます の で 、 
参考 に し な が ら 色 を 作っ て くだ さい 。 た だ し 、 赤 第 8 段階 ・ 縁 第 8 段階 ・ 青 第 7 
段階 に 設定 し た と き の 色 は 、 赤 第 8 段階 ・ 緑 第 7 段階 ・ 青 第 7 段階 に 設定 し た と 
き の 色 と 同じ に な り ま す 。 


よく 使う 色 は 、 下 段 の 登録 枠 に 登録 し て お く と 、 必 要 な と き に 自由 に 取り 出し て 使え 
る の で 便利 で す 。 登 録 の し か た は 、 次 の 通り で す 。 


① 色 が で きた ら 、 絵 の 具 の アイ コン (A の 位置 ) に カー ソル を 移動 し 
を 押し ます 。 


本 


|SPACE | キー を 押し た まま カー ソル を 必要 の な い 色 の 登録 枠 に 移動 し 、 キ ー を 離 
し ます 。 


③ 作成 し た 色 が 、 指 定 し た 登録 枠 に 登録 され ます 。 


各 機 能 の 使い か た 


※ 作 成 し た 絵 の 画面 上 の 色 を 登録 する こと も で きま す 。 登録 し た い 色 の 位置 に カー 
ソル を 移動 し キー を 押し ます 。 続 いて 、 左 記 ② と 同様 に し て 登録 し 


ます 。 


登録 枠 に 登録 し た 色 の 使い か た は 、 次 の 通り で す 。 


① 使い た い 色 の 登録 枠 に カー ソル を 移動 し 、 | SPAGE| キー を 押し ます 。 


の キー を 押し た まま 、 絵 の 具 の チュ ー ブ の アイ コン に カー ソル を 移動 し て 付 
キー を 放し ます 。 絵 の 具 の アイ コン の 色 が 変わ っ て 、 次 の 操作 か ら こ の 色 が 使え 属 
ます 。 

C の 位置 の アイ コン ( 必 140 ペ ー ジ ) は 、 画面 の 背景 の 色 を あら わし ます 。 登録 枠 に 

ある 色 を ここ に セッ ト す る と 、 AE ます 。 編 

[テレ ビ の 表示 領域 と パソ コン の 表示 領域 の 違い に より 、 変 わら な い 場 合 も あり ま 


す 。 ま た 、 消 し ゴム ⑮ や 145 ペ ー 0 分 や 、 塗 りつ ぶし (⑤ 144 
ペー ジ ) の B 群 の パタ ー ン を 使っ て 塗り つぶ し た と き の 背 景 の 色 も 、 こ の 色 に 
な り ま す 。] 

セッ ト の し か た は 、 色 を 登録 する と き と 同 じ で す 。 

背景 の 色 が 登録 され る と 、 画 面 の まわ り の 色 が 変わ り ま す 。 


【]| 円 、 四角 、 直 線 


| は 、 円 、 四 角 、 直 線 を 描く た め の 人 道具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー (132 ペー ジ ) で 、 {回 を 選ぶ と 、 次 の サブ メニ ュー が 表示 され ま 
す 。 


道具 に は 、 円 ( 〇 ) 、 四 角 ( 口 ) 、 直 線 (/ ) の 3 種類 が あり ます 。 ま た 、A の 
位置 に 表示 され て いる 色 で 描か れ ま す 。 色 は 自由 に 変え る こと が で きま す 。 


" 各 機能 の 使い か た 


田 | 円 を 使っ て み ま し ょ う 


| ① まず 、 描 きた い 円 の 色 を 指定 し ます 。 


②④ [| を 選び ます 。 
③ カー ソル を 移動 し て 、 円 の 中 心 に し た い 位 置 で |] キー を 押し ます 。 
付 「 
必 ④ | キー を 押し た まま 、 カ ー ソ ルキ ー 因 また は 団 で カー ソル を 移動 し ま 
ら す 。 カ ー ソ ル の 動き に 応じ て 、 円 が 大 きく な っ た り 小 さく な っ たり し ます 。 
ト 
編 ⑥ 希望 する 位置 で | キー を 離す と 、 円 が 固定 され ます 。 
| ※ 取 消す と き は 、 キー を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 


・ 円 の 外周 が 画面 の 外 枠 に あたる と 、 円 は それ 以上 大 きく な り ま せん の で 、 
画面 の / 枠 を は み 出す よう な 円 を 描く こと は で きま せん 。 
* カー ダ 到 一 で 円 の 大 き さ を 変え る こと は で きま せん 。 


圏 [」 四角 を 使っ て みよ う 


四角 に は 、 枠 だ け の 四角 と 枠 の 中 を 塗り つぶ し た 四角 を 描く 場合 の 2 種類 の パタ ー ン 
が あり ます 。 


① まず 、 描 きた い 四角 の 色 を 指定 し ます 。 ( 色 の 指定 の し か た 選 139 ペ ー ジ ) 


②④ 枠 だ け の 四角 を 描く 場合 は 口 (左側 ) 、 枠 の 中 を 塗り つぶ し た 四角 を 描く 場合 
は 較 ( 石 側 ) を 選び ます 。 


③ [回 を 選び ます 。 


④ カー ソル を 、 描 きた い 四 角 の 一 つの 角 に あたる 位置 (始点 ) に 移動 し て 、 
142 キー を 押し ます 。 


各 機能 の 使い か た 


キー を 押し た まま カー ソル を 移動 し ます 。 カ ー ソ ル の 動き に 応じ て 、 始 
点 と カー ソル 位置 を 対 角 と する 四角 が 描か れ ま す 。 


|] キー を 離す と 、 四 角 が 固定 され ます 。 
国 キー を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 


⑥ 希望 する 位置 で 
※ 取 消す と き は 、 


ン | 直線 を 使っ て み ま し ょ う 


直線 は 三角 形 を 描く と き な ど に 便利 で す 。 
直線 に は 、 実線 、 点 線 、 二 点 鎖 線 の 3 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 


①④ まず 、 描 きた い 直 線 の 色 を 指定 し ます 。 ( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ ) 


④② 実線 を 描く 場合 は [一 | ( 左 ) 、 点 線 の 場合 は --] (中 ) 、 二 点 鎖線 の 場合 は 

[に | ( 右 ) を 選び ます 。 

※ 実 線 の 太 さ は 、B ( 必 141 ペ ー ジ ) を 選ぶ こと に より 、8 段階 に 変え る こと が で 
きま す 。 


③ | レン | を 選び ます 。 


④ カー ソル を 移動 し て 、 直 線 を 描く 始点 の 位置 を 決め 、|S 


キー を 押し た まま カー ソル を 移動 し ます 。 カ ー ソ ル の 動き に 応じ て 直線 
が 描か れ ま す 。 


E| キー を 離す と 、 直 線 が 固定 され ます 。 
キー を 押す と 、 直 前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 


⑥ 希望 する 位置 で | 
※ 取 消す と き は 、 
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当 テ ご < 泊 さき 罰 


吉 機 能 


画 


の 使い か た 


塗り つぶ し 
は 、 指 定 し た エリ ア を 浴 り つぶ す た め の 道具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー ( ウ ゆ 132 ペ ー ジ ) で 、[ 画 を 選ぶ と 、 次 の サブ プ メ ニュ ー が 表示 され ま 


道具 に は 、 は け ( 画 | ) 、 ペ ン キ 和 缶 ( 認 | ) の 2 種類 が あり ます 。 


は け は 、 閉 じ た 線 で 囲ま れ た 図形 の 中 を 塗り つぶ し ます 。 
ペン キ 缶 は 、 塗 りつ ぶす 色 と 同じ 色 で 囲ま れ た 男 囲 を 塗り つぶ し ます 。 


[ 妙 ペン キ 缶 は 、 塗 りつ ぶす 色 と 異 な る 色 の 線 は 無視 し て 準 り つぶ し ます 。 


また 、 塗 りつ が し に も 4 種類 の パタ ー ン が あり 、B 群 の 中 か ら 自由 に 選べ ます 。 


③ 


まず 、 塗 りつ ぶし た い 色 を 指定 し ます 。 ( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ ) 
B 群 の 中 か ら カ ー ソ ル と |BA6 還 キー で パタ ー ン を 指定 し ます 。 指 定 さ れ た ア 
イコ ン は 反転 表示 され ます 。 

[ 画 また は 國 を 選び ます 。 

塗り つぶ し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し 、 =| キー を 押す と 、 指 定 し た 色 と 
指定 し た パタ ー ン で 塗り つぶ し ます 。 
※ 取 消す と き は 、 キー を 押す と 、 塗り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す こと 


が で きま す 。 


各 機能 の 使い か た 


深 り つぶ し た 部 分 を 、 再 度 別 の パタ ー ン で 塗 りつ ぶす こと は で きま せん 。 


消し ゴム 


は 、 画 面 を 背景 の 色 ( 画 面 の まわ り の 色 ) で 消す た め の 道 具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー (⑤ 132 ペ ー ジ ) で 、| 疹 | を 選ぶ と 、 下 の サブ メニ ュー が 表示 され ま 
す 。 


道具 に は 、 消 し ゴム (|[ 多 | ) 、 全 面 消去 ( 国 ) の 2 種類 が あり ます 。 
(消し ゴム ) は 、 画 面 の 一 部 分 を 消す と き に 使い ます 。 
(全面 消去 ) は 、 画 面 全 体 を 消去 する と き に 使い ます 。 

また 、 消 し 跡 の パタ ー ン は 4 種類 あり 、B 群 の 中 か ら 自 由 に 選べ ます 。 


識 消し ゴム を 使っ て み ま し ょ う 


① B 群 の 中 か ら 消 し 跡 の パタ ー ン を 指定 し ます 。 指 定 さ れ た アイ コン は 反転 表示 し 
ます 。 


② 傘 | を 選び ます 。 


③ カー ソル を 、 消 し た い 部 分 に 移動 し て | SPAGE| キー を 押し ます 。 


革 テ \ の 


各 機 能 の 使い か た 


④ カー ソル を 動か さ な い で 、 | SPA6E | キー を 一 度 だ け 押す と 、 消 し 跡 の パタ ー ン 
ー 個 分 の 範囲 が 背景 色 で 消さ れ 、 | SPACE | キー を 押し た まま カー ソル を 動か す と 、 
カー ソル が 通っ た 跡 が 背景 色 で 消さ れ ま す 。 


※ 違 う 場 所 を 消し た いと き は 、 一 度 | SPACE| キー を 離し て カー ソル を 移動 し 、 再 
度 | SPACE| キー を 押し な が ら カ ー ソ ル を 動か す と 消す こと が で きま す 。 


玉 還 全面 消去 を 使っ て み ま し ょ う 


[ 還 を 選び ます 。 


' 蘭 ケ J ベ 測 副 埋 


画面 全体 を 背景 色 で 塗り つぶ し て 消去 し ます 。 


※ サ ブ プ メニュー 画面 で A の 位置 ( 〇 145 ペ ー ジ ) に 背景 色 が 表示 され て いま す 。 
(スタ ー ト し た と き に は 、 背 景色 は 黒 に が か っ て いま す 。) 
この アイ コン で 色 を 指定 する こと に より 、 背 景色 を 変え る こと が で きま す 。 
( 育 景 色 の 変え か た 避 141 ペ ー ジ ) 


西 ] コピ ー 


臣 』 は 、 指定 し た 範囲 を 画面 上 の 他 の 場所 に コピ ー す る た め の 道 具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー (⑤ 132 ペ ー ジ ) で 、 回 を 選ぶ と 、 下 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ま 
す 。 


謙 寺 コビー 不定 形 コ ピー 


拡大 縮小 コピ ー 


道具 に は 、 原 サコ ピー( 固 )、 拡 大 ・ 縮 小 コ ピー( 回 )、 不 定形 ( 不 規則 な 形 を し た 図形 ) 
コピ ー(( 較 ) の 3 種類 が あり ます 。 


難 機 能 の 使い か た 


脅 思 原 寸 コ ピー を 使っ て み ま し ょ う 


原 サ コピ ー は 、 画 面 の 中 の 指定 し た 範囲 を 、 同 じ 大 き さ で 画面 の 他 の 場所 に コピ ー し 
ます 。 


① (| を 選び ます 。 


② 四角 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 の 部 分 (複写 元 ) を 四角 で 囲み ます 。 
まず 、 カ ー ソ ル を 移動 し て 四角 を 描く 始点 を 決め 、 | SPACE| キー を 押し ます 。 


| キー を 押し た まま カー ソル を 移動 し て 四角 を 描き 、 希 望 する 位置 で 
| キー を 放し ます 。 


④ 次 に コピ ー 先 (複写 先 ) を 指定 し ます 。 カ ー ソ ル の 位置 が コピ ー 先 の 左上 角 に な 
る よう な 位置 で 、 キー を 押し ます 。 す る と 、 コ ピー が 行わ れ て 画面 に 表 
示さ れ ま す 。 

※ 同 じ 範囲 を 複数 個別 の 場所 に コピ ー す る と き は 、① か ら の 操作 を 繰り 返し ます 。 


コピ ー 先 の 指定 が 、 ぞ の まま で は コピ ー が 画面 を は み だ す よう な 位置 の と 
き に は 、 画 面 の 右端 また は 下端 に 接する よう な 位置 に コピ ー さ れ ま す 。 


一 回 拡大 ・ 縮 小 コ ピー を 使っ て み ま し ょ う 


拡大 、 縮 小 コ ピー は 、 画 面 の 中 の 指定 し た 範囲 を 、 拡 大 ある い は 縮小 し て 他 の 場所 に 
コピ ー し ます 。 コ ピー する 際 、 複 写 元 と 複写 先 の 縦 と 横 の 比率 を 変え る こと が で きま 
す 。 ま た 、9 0 度 単位 の 回 転 コ ピー を する こと も で きま す 。 


① 回 を 選び ます 。 
② 原 サ コピー と 同じ よう に し て 、 コ ピー する 範囲 (複写 元 ) を 指定 し ます 。 
③ 次 に コピ ー 先 (複写 先 ) を 指定 し ます 。 複 写 元 を 指定 する の と 同じ 要領 で 、 コ ピ 


ー さ れる 範囲 (複写 先 ) を 指定 し ます 。 コ ピー され る 男 囲 を 大 きく すれ は 拡大 コ 
ピー に な り 、 小 さく すれ ば 縮小 コピ ー に な り ま す 。 


吉 機 能 の 使い か た 


| キー を 放し た 時 点 で コピ ー が 行わ れ 、 画 面 に 表示 され ます 。 
※ 回 転 コピ ー は 、 複 写 先 の 範囲 を 指定 する と き に 、 四 角 を 描く 始点 と その 対 用 点 を 
指定 する 位置 に より 角度 を 指定 し ます 。 


9 0 度 回 転 ( 石 倒し ) 
1 8 0 度 回 転 
2 7 0 度 回 転 (を 倒し ) 


苦 ケ \ ご < 双 さ 碧 


拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 コピ ー の 例 
| 拡大 、 縮 小 を し た 場合 に は ドッ ト を 増やし た り 、 ま び い た り し て いま す の 
で 、 線 が 太く な っ たり 、 一 部 が 欠け た りす る こと が あり ます 。 (上 図 参照 ) 
この 場合 に は 、 拡 大 、 縮 小 を お こ な っ た 後 、 消 し ゴム 機能 (145 ペ ー ジ ) 
や 躍 め が ね 機能 (138 ペ ー ジ ) を 使っ て 修正 し て くだ さい 。 


田 g 不定 形 コ ピー を 使い まし ょ う 


四角 で 囲 め な いよ うな 不定 形 を コピ ー す る と き に 使い ます 。 不定 形 コ ピー は 、 原 で 

コピ ー さ れ ま す 。 

① を 選び ます 。 

② 鉛筆 で 線 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 範囲 (複写 元 ) を 指定 し ます 。 ま す 、 カ ー ン 
ル を 移動 し 、 了 5A6 罰 キー を 押し な が ら 、 複 写 元 を 囲み 、 |SBA6E| キー を 放し 
ます 。 囲 みか た が 不 完全 な 場合 で も 、 自 動 的 に 始点 と 終点 を 結ん で 囲み ます 。 

③ 囲ん だ 範囲 の 中 に カー ソル を 移動 し 、|SPACE| キー を 押し た まま カー ソル を 移 
動 し 、 希 望 する 位置 で キー を 放し ます 。 す る と 、 そ の 位置 に 原 ゴ で コピ ー さ れ ま 
す 


② の 操作 の 後 で 、 囲 ん だ 範囲 の 外側 で |SPACE | キー を 押す と 、 外 側 全 体 
が 一 度 塗り つぶ され た 後 、② の 操作 を 行う 前 の 状態 に 戻り ます 。 こ の と き 
ー 時 的 に カー ソル が 動か せな く な り ま す が 、 数 秒間 で 元 に 戻り ます 。 


146 


各 機 能 の 使い か た 


| 


入 | は 、 画面 に 文字 を 表示 する た め の 道 具 で す 。 


メイ ン メ ニュ ー で 、|A| を 選ぶ と 、 画 面 の 下段 に 下 の よ うな サブ メニ ュー が 表示 され 


ます ER 
付 
文字 カー ソル 属 
ツゲ 
フ 
設定 表示 机 


設定 表示 欄 は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と |CHSHOME| キー お よび | SELEC 則 キー に 対応 


し 、 各 項目 ご と に 対応 する キー が 表示 され て いま す 。 


① 画面 左上 の 文字 カー ソル (| ]) を カー ソル キー で 移動 し 、 文 字 を 表示 し た い 位 
置 に 合わ せま す 。 文字 カー ソル は 一 文字 単位 (16 ドッ ト ま た は 32 ド ッ ト ) で 動き 
ます 。 | 本 | キー を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 1 ドッ ト 単 位 で 動き 
ます の で 、 細 か い 位 置 指 定 も で きま す 。 


注意 | 文字 カー ソル は 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド な ど で は 動か せま せん 。 
・ 画面 か ら は み だ す よう な 位置 に 文字 を 書く こと は で きま せん 。 


② 文字 の 装飾 パタ ー ン を 指定 し ます 。 装 飾 パ ター ン に は 、 袋 文字 、 横 太 文 字 、 影 文 
字 、 標 準 文字 が あり 、 ぞ それぞれ 下 の よ うな 文字 が 書け ます 。 キー を 押す た 
びに 、 設 定 表 示 欄 の 左端 に 表示 され て いる 装飾 パタ ー ン の 指定 が 、 袋 一 横 太一 影 
ー 標 準 一 袋 … に 変わ り ま す の で 、 指 定 し た い 表示 が 出る まで 、 キー を 押し 
ます 。 


剖 機能 の 使い か た 


「 ③ 


続い て 、 文 字 サ イズ を 決め ます 。 | 2 | キー を 押す た びに 、 設 定 表示 欄 の 左側 か 
ら 2 つ 目 に 表示 され て いる 文字 サイ ズ の 指定 が 、 1 6 ドッ ト と 3 2 ドッ ト に 変わ 
り ま す 。 そ ぞ れ に 応じ て 画面 上 の カー ソル の 大 き さ も 変わ り ます 。 


※ 文 字 の 装飾 パタ ー ン を 袋 文字 また は 影 文 字 に 設定 し た 場合 は 、 文 字 の 大 き さ を 


和 ナ J こ 牟 さ 碧 
⑤ 


3 2 ドッ ト に 指定 する こと を お すす めし ます 。 1 6 ドッ ト を 指定 し て 文字 を 装 節 
する 色 を 黄色 な ど に し た 場合 、 そ の 部 分 の 表示 が 見 に くい 場合 が あり ます 。 


表示 する 文字 の 色 を 決め ます 。 | F3 | キー を 押す と 、 色 を 指定 する メニ ュー が 表 
示さ れ ま す の で 、 文字 の 色 を 指定 し て くだ さい ( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ )。 
[1 を 選ん で 色 を 指定 する メニ ュー を 画面 か ら 消す と 、 | が 指定 し た 色 に 
変わ り ます 。 


文字 を 装飾 する 色 (前 ペー ジ の 装飾 パタ ー ン 図 で 黒い 部 分 の 色 ) を 決め ます 。 
| | キー を 押し て 、 色 を 指定 する メニ ュー を 表示 させ 、 文 字 の 色 を 指定 し て く 
だ さい ( 色 の 指定 の し か た 139 ペ ー ジ )。 

[Fl を 選ん で 色 を 指定 する メニ ュー を 画面 か ら 消す と 、 
変わ り ま す 。 

※ 文 字 の 装飾 W タ ー ン を 「 横 太 」 ま た は 「 標 準 」 に 指定 し た 場合 は 、 文 字 を 装飾 す 
る 色 は 関係 あり ませ ん 。 


促 | が 指定 し た 色 に 


次 に 文字 を 入力 し ます 。 文 字 の 入力 の し か た は 151 ペ ー ジ か ら 説 明 し て いま す 。 


入力 し た 文字 は 、 文 字 カ ー ソ ル の 位置 に 表示 され 、 文 字 カ ー ソ ル は 一文 字 分 右側 
に 移動 し ます 。 画 面 の 右端 に 文字 を 表示 し た と き は 、 文 字 カ ー ソ ル は 一 行 下 の 左 
端 に 移動 し ます 。 画 面 の 右 下 の 隅 に 文字 を 表示 し た と き は 、 文 字 カ ー ソ ル は 移動 
し ませ ん 。 

メイ ン メ ニュ ー に 戻る 前 に 、 入 力 し た 文字 に 文字 カー ソル を 合わ せ て 別 の 文字 を 入 
力 する と 、 表 示さ れ て いる 文字 が 新しい 文字 に 書き 換え られ ます 。 

メイ ン メ ニュ ー に 戻っ て か ら あ ら た め て (文字 表示 ) を 選び 、 表 示さ れ て いる 
文字 に 文字 カー ソル を 合わ せ て 別 の 文字 を 入力 し た と き は 、 す で に 表示 され て いる 
文字 の 上 に 新しく 入力 し た 文字 が 重なっ て 表示 され ます 。 


画面 に 表示 され た 文字 は 、 画 面 に 描か れ た 繧 と 同様 に 、 コ ピー や 修正 を 行う こと 
が で きま す 。 


各 機能 の 使い か た 


文字 の 入力 の し か た 


文字 を 入力 する 方 法 は 、 文 字 の 種類 に よっ て 異な り ます 。 
まず 、 入 力 モ ー ド に つい て 説明 し ます 。 

文字 の 入力 に は 次 の 6 つの モー ド が あり ます . 

・ か な モー ド : ひら が な を 入力 し ます 。 

・ カ ナ モ ー ド : カタ カナ を 入力 し ます 。 

・R か な モー ド : ロー マ 字 の つづ り で キー を 押し て 、 ひ ら が な を 入力 し ます 。 
・R カ ナ モ ー ド : ロー マ 字 の つづ り で キー を 押し て 、 カ タカ ナ を 入力 し ます 。 
・ 英 数 モー ド : 英字 の 大 文字 、 小 文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
・ 区 点 モー ド : 数 字 キー を 押し て 、 文 字 や 記号 を 入力 し ます 。 
入力 モー ド の 切換 え は 、 SECW] キー で 行い ます 。 入 力 モー ド は 、 
を 押す た びに 、 下 の 順序 で 変わ り ま す 。 
“ ー 剛一 | 


一 英 小文字 、 英 大 文字 、 数 字 、 英 記号 の 入力 の し か た 


英 数 モー ド の と き に 、 表 示し た い 文 字 や 記号 の キー を 押す と 画面 の 文字 カー ソル の 位 
置 に 表示 され ます 。 


田 ひ ら が な 、 カ タカ ナ の 入力 の し か た 
・ か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き 
キー を 押す と 、 文 字 カ ー ソ ル の 位置 を 先頭 に し て 、 押 し た キー の 文字 が 表示 され ま 
す 。 こ の と き 、 文字 は 白い バッ ク に 表示 され ます 。 続 け て 表示 され る の は 、 7 文字 
まで で 、 そ ぞ それ 以 上 は キー を 押し て も 表示 され ませ ん 。 この 状態 を 「 未 確定 ] と 呼び 、 
表示 され て いる 文字 の 入力 は まだ 完了 し て いま せん 。 回 キー を 押す と 、 文 字 の 人 
力 が 完了 し て 白い バッ ク が 消え (この 状態 を 「 確 定 ] と 呼び ます ) 、 新 た な 文字 を 
入力 で きる よう に な り ま す 。 
・R か な モー ド ま た は R カ ナ モ ー ド の と き 
表示 し た い 文 字 を ロー マ 字 読み で 入力 し ます 。 そ ぞ その後 は 、 か な モー ド ま た は カナ 
モー ド の と き と 同 じ で す 。 


当て 訓 さ 人 


" 各 機 能 の 使い か た 

" ※「 か な 」「 カ ナ 」「R か な 」「R カ ナ 」 の どれ か の モー ド で キー を 押す と 、 設 定 表 

| 示 欄 は 画面 か ら 消 え 、 文 字 入 力 が 完了 する と 再び 表示 され ます 。 

| 

氏 半 角 文 字 の 入力 の し か た 
カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 は 、 通 常 の 半分 の 幅 で 表示 する こと が で きま す 。 これ 
を 「 半 角 文 字 」 と 呼び 、 通 常 の 幅 の 文字 を 「 全 角 文 字 」 と 呼び ます 。 全角 文字 と 半角 
文字 は 、 |6ESHOME| キー を 押す こと に より 切り 換え ます 。 半 角 文 字 は 漢字 に 変換 で 
きま せん 。 


田 漢 字 の 入力 の し か た 


漢字 は 一 文字 ずつ 入力 し ます 。 入 力 で きる 漢字 は 「JIS 第 一 水準 漢字 」 と 呼ば れる 種 
類 の も の に 限ら れ ま す 。 
(JIS 第 一 水準 漢字 区 点 コ ー ド 表 選 206 ペ ー ジ ) 


符 ーJ ベ ペ 衣 高 


① 表示 し た い 漢字 の 読み を 入力 し ます 。 押 し た キー の 文字 が 白い バッ ク に 表示 され 
ます 。 (この 状態 を 「 未 人 確定] と 呼び ます 。) 
※R か な モー ド ま た は R カ ナ モ ー ド の と き は 、 ロ ー マ 字 読み で 表示 し た い 漢字 の 読 
み を 入力 し ます 。 


| SPACE | キー を 押し ます 。 画面 に 、 そ の 読み で 変換 で きる 漢字 (候補 漢字 ) が 5 

つま で 表示 され ます 。 候補 漢字 の 左端 の 字 の 下 に は 、 黄色い ア ンダ ー ラ イン が 表 
示さ れ て いま す 。 こ の アン ダー ライ ン を 「 カ ー ソ ル - 」 と 呼び ます 。 
カー ソル は 、 カ ー ソ ルキ ー を 押す こと に よっ て 左右 に 動か すこ と が 
で きま す 。 

入力 し た い 漢字 が 、 表 示さ れ た 候補 漢字 の 中 に 見 当たら な いと き は 、 カ ー ソ ル 
キー 団 (次 候補 ) 較 (前 候補 ) を 押す と 、 別 の 候補 漢字 が 表示 され ます 。 
団 岡 キー を 何 度 も 押し て 目的 の 漢字 を 捜し ます 。 

候補 漢字 が 表示 され な いと き は 、 |ESC | キー を 押し て 文字 を 消し て か ら 読み を 変 
えて キー を 押し 直し 、 =| キー を 押し ます 。 そ れ で も 何 も 表 示さ れ な いと き 
は 、 区 点 コ ー ド で 入力 し て みて くだ さい 。( ツ 153 ペ ー ジ ) 


③ 入力 し た い 候 補 漢 字 の 下 に カー ソル - を 合わ せ て 、|SPAGE 
白い バッ ク に 表示 され て いた 文字 が 消え て 、 文 字 カ ー ソ ル の 位置 に カー ソル 一 


吉 機 能 の 使い か た 


で 指定 し た 漢字 が 表示 され ます 。 こ の と き 、 候 補 漢 字 の 表示 も 消え ます 。 
(この 状態 を 「 確 定 」 と 呼び ます 。) 


圏 区 点 コ ー ド に よる 入力 の し か た 


区 点 コ ー ド は 、 一 つ ー つ の 文字 に 割り 当て られ た 4 桁 の 数 字 か ら な る 番号 で す 。 
英文 字 、 数 字 、 記 号 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 の 他 、 キ ー ボ ー ド に は な い 特 殊 な 記 
号 や 単位 、 ギ リ シ ャ 文 字 、 ロ シア 文字 な ども 区 点 コ ー ド で 入力 で きま す 。 (JIS 第 一 水 
準 漢字 区 点 コ ー ド 表 選 206 ペ ー ジ ) 


① 入力 モー ド を 薄 に し て 、 | SPACE | キー を 押し ます 。 


画面 に 4 桁 の 数 字 を 入力 する 欄 が 表示 され ます 。 表 示さ れ た と き に は 、 数 字 は 
「 0 0 0 0」 に な っ て いま す 。 左 端 の 数 字 の 下 に カー ソル -- が 表示 され ます 。 


② 漢字 コー ド 表 で 入力 し た い 文 字 の 区 点 コ ー ド を 調べ 、 数 字 キ ー で 入力 し ます 。 
区 点 コ ー ド の 入力 は 、 ま ず 区 コー ド の 2 桁 を 数 字 キー で 押し 、 続 け て 点 コ ー ド の 
2 桁 を 数 字 キ ー で 押し ます 。 (漢字 コー ド 表 で 区 コー ド や 点 コ ー ド が 1 桁 に な っ 
て いる 文字 も 、 前 に 「 0 」 を 付け て 2 桁 で 入力 し ます 。) 


| キー を 押し ます 。 


数 字 を 入力 する 欄 が 消え 、 入 力 さ れ た 区 点 コ ー ド に 対応 する 文字 (また は 記号 ) 
が 文字 カー ソル の 位置 に 表示 され ます 。 
※ 区 点 コ ー ド に な い 数 字 を 入力 し た と き は 、 | SPACE| キー を 押し て も 何 も 変化 し ま 
せん 。 固 キー と 図 キー を 使っ て カー ソル - を 左 に 戻し 、 正 し い コ ー ド を 入力 
し て くだ さい 。 


田 入 力 する 文字 を まち が えた と き は 
@ | 未 確 定 ] の 文字 は 


キー を 押す と 一 文字 ずつ 消す こと が で きま す 。 ま ちがっ た と ころ まで 消し て か 
ら 、 正 し い 文 字 を 入力 し て くだ さい 。 


| 剖 機能 の 使い か た 


| 借 「 確 定 ] し た 文字 は 

「 上 A| (文字 表示 ) を 終了 する 前 は 
文字 を 入力 し 確定 し た 後 、 メ イン メニ ュー に 戻る 前 に 訂正 する と き は 、 文 字 カ ー ソ 
ル を まち が えた 文字 に 合わ せ て 正しい 文字 を 入力 し て くだ さい 。 表 示さ れ て いる 文 
字 が 書き 換え られ ます 。 


付 居 | (文字 表示 ) を 終了 し た 後 は 
属 消 レゴ ム ( ら 145 ペ ー ジ ) また は コピ ー ( 何 も 描か れ て いな い 部 分 を 消去 し た い 部 分 
ソ に コピ ー す る 避 146 ペ ー ジ ) を 使っ て 、 ま ちがっ た 文字 を 消し た 後 、 正 し い 文字 を 入 
て 力 し て くだ さい 。 

編 


一 文字 表示 を 終了 し た いと き は 


Al を 終了 し た いと き は 、 未 確定 の 文字 が な い 状 態 で キー を 押し て くだ さい 。 


加 機 能 の 使い か た 


田 各 キー の 機能 一 覧 


ここ で 、 | 仙 | ( 文 字 表示 ) で 使う 独特 な キー の 機能 を 、 次 の 表 に まとめ て お きま す 。 


表示 し た い 文 字 の 読み を 入力 する 。 
未 確 定 の 読み を 一 文字 づつ 削除 する 。 


次 候補 の 漢字 を 候補 漢字 表示 欄 に 表示 する 。 
前 候補 の 漢字 を 候補 漢字 表示 欄 に 表示 する 。 


区 点 コ ー ド を 入力 する 。 


・ 人 入力 され た 読み に 対応 する 候補 漢字 を 表示 する 。 

・ 指定 され た 候補 漢字 を 画面 に 表示 する 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 表示 する 。 

・ 人 人 力 さ れ た 区 点 コ ー ド に 対応 する 文字 を 画面 に 表示 する 。 


未 確 定 の 読み を 変換 し な いで 確定 し 、 カ ー ソ ル 位 置 に 表示 する 。 


| . 二 走 の 計 み を 取り 消す 

・ 候補 漢字 表示 欄 を 消す 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 消す 。 

- 文字 入力 機能 を 終了 し 、 メ イン メニ ュー に 戻る 。 


文字 の 装飾 パタ ー ン を 指定 する 。 


文字 の サイ ズ を 指定 する 。 


文字 の 色 を 指定 する 。 


ーー 一 十 


| プ を 装 秘 する 部 分 の 色 を 指定 する 。 


全角 文字 と 半角 文字 を 切り 換え る 。 


| 


人 力 モ ー ド を 切り 換え る 。 


各 機能 の 使い か た 


還 イ メー シッ. スキ ャ ナ 入 カ 


I ロ | は 、 イ メー ジ ・ ス キャ ナ (FS 一 RS5 0 0、 別 売 品 ) を 接続 し て 、 印 刷 物 や 
手書き の イラ スト な ど を 読み 込み 、 画 面 に 表示 する た め の 機 能 で す 。 

読み 込ん だ 絵 を 修正 し た り 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル で 作っ た 絵 や 文字 を 付け 加え る こと 
が で きま す 。 

操作 を 行う 前 に イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 接続 し ます 。 接 続 と 準備 に つい て 、 く わし く は 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 本 体 の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


符 テ J ペ ベ 馴 高 


メイ ン メ ニュ ー ( 必 132 ペ ー ジ ) で 、[ 四 | を 選ぶ と 、 下 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ま 
す 。 


『 晶 朋 む モ 5 に RnIER 


に 細 
ws 


① イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 読み 込み た い 印 刷 物 や イラ スト な どの 上 に セッ ト し ます 。 
※ イ メー ジ ・ ス キャ ナ が 読み 込む 絵 の 大 き さ と 、 画 面 に 表示 する 範囲 に つい て は 、 
次 の ペー ジ で 説明 し ます 。 


の 阪 凌 還 記 | を 選ぶ と 、 画面 は すべ て 消え て 、 読 み 込ん だ 絵 を 画面 に 表示 する 準 
備 が と と の いま す 。 


③ イメ ー ジ ・ ス キャ ナ の スタ ー ト ボタ ン を 押す と 、 絵 を 読み 込ん で 画面 に 表示 し ま 
す 。 
この 後 は 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 他 の 機能 を 使っ て 、 自 由 に 色 を 塗っ た り 絵 や や 文 
字 を 付け 加え る こと が で きま す 。 


・ イ メー ジ ・ ス キャ ナ が 正しく 接続 され て いな いと 、「NO CONNEC 
T 」 と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 接 続 
を 確認 し て 、 や り 直 し て くだ さい 。 

・ イ メー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 RS 5 0 0) に 付属 の タイ ニー ペイ ント は 、 
グラ フィ ッ ク ツ ー ル と 組み 合わ せ て は 使用 で きま せん 。 

・ イ メー ジ ・ ス キャ ナ は 、 増 設 ド ライ ブ と 同時 に 接続 し て は 使え ませ ん 。 


導 機能 の 使い か た 


仙 イ メー ジ ・ ス キャ ナ F S 一 R S500 の 線 密 度 切換 え ス イッ チ の 設定 に つい て 


当社 製 イ メー ジ ・ ス キャ ナ F S 一 R S500 を 使用 され る 場合 は 、 ま ず す 線 密度 切換 え ス 

イッ チ を 設定 し まし ょ う 。 

F S 一 R S500 の カー トリ ッ ジ 部 に は 、 線 密度 切換 え ス イッ チ が あり 、2・4・8 の 

3 段階 に 設定 で きま す 。 この 設定 に より 、 ス ター ト し た と き に 読み 取る 男 囲 と 画面 に 
表示 する 男 囲 と が 変化 し ます 。 


線 密 度 「 2?」 の と き 


読み 取る 範囲 画面 に 表示 する 範囲 


逃 明 部 分 


難い ご 馬 さ 仙 


nAJ 
FS-RS500 テレ ビ 画 面 
線 密 度 「 4」 の と き 画面 に 表示 する 範囲 
透明 部 分 
FS-RS500 テレ ロビ 画面 
線 密度 「 8 」 の と き 読み 取る 範囲 画面 に 表示 する 範囲 


bi 


FS-RS500 テレ ビ 画 面 


F S 一 R S500 本 体 の 濃度 切換 えつ まみ の 設定 に つい て は 、F S 一 R S500 の 説明 書 
を 参照 し て くだ さい 。 


吉 機 能 の 使い か た 


回 画像 の 保存 ・ 呼 出 


回 は 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル を 使っ て 作成 し た 画像 を 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 す 
る 機能 で す 。 保 存 し た 画像 は 呼び 出し て 画面 に 表示 する こと が で きま す 。 


メイ ン メ ニュ ー (⑤ 132 ペ ー ジ ) で 、| 還 | を 選ぶ と 、 下 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ま 
生 


ョ ーッ J こ 通さ 碧 


還 有 | を 選ぶ と 、 こ の 表示 は 消え て 、 一 つ 前 の サブ メニ ュー が 表示 され ます 。 

・ フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 保存 で きる 画像 は 、 最 大 で 1 3 枚 ま で で す 。F S 一 A 1 
F に 付属 の フロ ッ ピー ディ スク な どの よう に 、 他 の プロ グラ ム や デー タ も 保存 され 
て いる フロ ッ ピー ディ スク を 使う こと き は 、 よ り 少な く な り ま す 。 た だ し 、 この 数 字 
は 2 DD (両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) タイ プ の フロ ッ ピー ディ スク の 場合 で 、 他 の タイ 
プ の フロ ッ ピー ディ スク を 使う こさ ら に 少な く な り ま す 。 

・1 枚 の 画像 を 保存 する の に 約 3 0 秒 か か り ま す 。 

・1 枚 の 画像 を 呼び 出す の に 約 2 5 秒 か か り ま す 。 

(と も に 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 


馬 を 使っ て み ま し ょ う 


画面 に 表示 され て いる 画像 を 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 する た め の 人 道具 で す 。 


フロ ッ ピー ディ スク は フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 
で きま せん 。 デ ィ ス クツ ー ル の フォ ー マ ッ ト 機 能 を 利用 し て くだ さい 。 
(5 叶 ペ ー ジ ) 


各 機 能 の 使い か た 


① 回 還 | を 選ぶ と 、 下 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


② 増設 ドラ イブ を 接続 し て いて 、 そ ちら に 保存 用 の フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て い 
る 場合 は 、kE ヨ を 選ん で 、 ド ライ ブ 指 定 を E に 変え ます 。 


③④ ファ イル 名 を 入力 し ます 。 入 力 し た ファ イル 名 は 、 メ ニュ ー 下 段 の 「F i | e 
name : 」 の 後ろ に 表示 され ます 。 キ ー を 押し まち が えた と き は 、 | BS 
を 押し て まち が えた と ころ まで の 文字 を 消し て か ら 正 し い キ ー を 押し 直し て くだ 
さい 。 

・ フ ァイル 名 に 使用 で きる 文字 は 、 英 大 文字 と 数 字 で す 。 

・ フ ァイル 名 は 8 文字 以内 に し て くだ さい 。 

・ 拡 張子 は 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル が 自動 的 に 付け ます の で 、 入 力 し な いで くだ さい 。 
グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 使う 拡張 子 は 、「P | C と 」 で す 。BAS 1C な ど で 同 じ 撤 
張子 を 使う の は 避け て くだ さい 。 

・ すでに 保存 され て いる 画像 の ファ イル を 新しい 画像 の ファ イル に 置き 換え て 保存 
する 場合 は 、 層 限 | を 選ん で 、 メ ニュ ー 上 段 に 表示 され る ファ イル 名 の 中 か ら 置 
き 換え た い 画像 の ファ イル 名 を 、 カ ー ソ ル で 選び ます 。 そ の ファ イル 名 が 反転 表 
示さ れ ま す の で 、 確 認 し た あと 、 了 還 を 選び ます 。 以 前 の 画像 の か わり に 新 し 
い 画像 が 同じ ファ イル 名 で 保存 され ます 。 


④⑭④ ファ イル 名 を 入力 し た ら 、 了 回 | を 選ぶ か 賠 キー を 押し ます 。 
表示 され て いる 画像 が 入力 し た ファ イル 名 で フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され ます 。 


」・ 入 力 し た ファ イル 名 が メニ ュー 上 段 に 表示 され て いる も の と 同じ 場合 は 、 
「OVERLAY OK?」 (保存 され て いる 画像 と 置き 換え て 保存 し て 

いい で すか ?) と 聞い て きま す の で 、 中 ] | 

す 


を 選ん だ と き は 、 以 前 か ら あ る 画像 と 置き 換え て 保存 され ます 。 
を 選ん だ と き は 保存 され ませ ん 。 別 の ファ イル 名 を 入力 し て くだ 


さい 。 


各 機能 の 使い か た 


| ・ フ ロッ ピー ディ スク に 画像 を 保存 する 余裕 が な か っ たり 、 異常 が あっ た 場 
合 に は エラ ー メ ッ セー ジ が 表示 され ます 。 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え 
て や り 直 し て くだ さい 。 (エラ ー メ ッ セ ー ジ 必 220 ペー ジ ) 

| を 選ぶ と 、 メ イン メニ ュー に 戻り ます 。 


⑥ 保存 が 終わ る と 、 メ イン メニ ュー が 表示 され ます 。 


付 較正 』| を 使っ て み ま し ょ う 


フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 画像 を 呼び 出し て 、 画 面 に 表示 する た め の 追 具 
で す 。 


条 ナ J ベ ペ 訓 


① | 則 wq| を 選ぶ と 、 次 の サ プ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


② 増設 ドラ イブ を 接続 し て いて 、 ぞ ちら に 画像 を 保存 し て ある フロ ッ ピー ディ スク 
を 入れ て いる 場合 は 、 固 | を 選ん で 、 ド ライ ブ 指定 を B に 変え ます 。 


ニュ ー 上 段 に 表示 され ます 。 フ ァイル 名 が この 欄 に 表示 し きれ な いと き は 、 A 部 


に 賠 また は 賠 が 表示 され ます 。 圏 また は 闇 を 選ぶ と 、 フ ァイル 名 が スク 


ロー ル (上 下 に 移動 ) し ます 。 


難 機能 の 使い か た 


④ 呼び 出し た い 画像 の ファ イル 名 が 見 つか っ た ら 、 ぞ の ファ イル 名 を 選び ます 。 
ファ イル 名 は 反転 表示 され ます の で 、 確 認 し た 後 、| 固 yl を 選ぶ か 、 較 キー を 押 
し ます 。 指定 し た ファ イル 名 の 画像 が 呼び 出さ れ ま す 。 


⑤ 呼び 出し が 終わ る と 、 メ イン メニ ュー に 戻り ます 。 


較 回 品 を 使っ て み ま し ょ う 
保存 ・ 呼 出 の サ プ メ ニュ ー で 、 圏 品 | (合成 ) を 選ん だ と き は 、 指 定 し た ファ イル 名 
の 画像 の デー タ を 呼び 出し た 際 に 、 そ の 画像 の 黒い 部 分 以外 の 部 分 を 現在 表示 され て 
いる 画面 に 合成 し ます 。 つ まり 、 黒 の バッ ク に 赤い 花 が 描か れ て いる 画像 の ファ イル 
を [貴志 で 呼び 出す と 、 現 在 表示 され て いる 画面 に 上 か ら 赤 い 花 の 絵 を 貼り 付け た よ 
うに 見 えま す 。 (この 状態 の 画像 を あら た め て 保存 する こと も で きま す 。) 


印刷 


名 | は 、 画面 に 表示 され て いる 画像 を 、 プ リン タ で 印刷 する た め の 人 道具 で す 。 


印刷 を 行う に は 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 前 に プリ ンタ を 接続 し て お く こ と が 必要 で す 。 
(⑤ 89 ページ) また 、 プ リン タ の 説明 書 も お 読み くだ さい 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 印刷 機能 は 、 当 社 製 ワ ー プ ロ プ リン タ F S 一 PW 1 
お よび 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ F S 一 P 4 0 0 で の みお 使い くだ さい 。 
その 他 の プリ ンタ を お 使い の 場合 は 、 正 常に 印刷 で き な い こと が あり ます 。 


較 沿 を 使っ て み ま し ょ う 


メイ ン メ ニュ ー (192 ページ ) で 、 を 選ぶ と 、 下 の サブ メニ ュー が 表示 され ま 
す 。 


RIPRTER 


スタ ー ト 
ギョ ウ ピ ッ チ 


1/180 


菩 テ J ヾ 因 さ 人 


各 機 能 の 使い か た 


① 


プリ ンタ の 説明 書 に し た が っ て 、 プ リン タ の プリ ンタ 作 送り ピッ チ (改行 ピッ チ ) 
を 、1 ン 1 8 0 イン チ ま た は 1 ン 1 2 0 イン チ の どちら か に 設定 し ます 。 


・ プ リン 盆 送 り ピ ッ チ を 変更 する スイ ッ チ を 操作 し て も 、 一 度 プ リン タ を リ 
セッ ト す る まで は 印刷 の ピッ チ が 変わ ら な いこ と が あり ます 。 

・ 上 記 以 外 の ピッ チ に 設定 され た 状態 で 印刷 を 行う と 、 正 常に 印刷 され ませ 

ん 。 


プリ ンタ の 説明 書 に し た が っ て 、 用 紙 の セッ ト な どの プリ ンタ の 準備 を し ます 。 


設定 し た プリ ンタ 送り ピッ チ に し た が っ て | 議 
た は の どちら か を 指定 し ます 。 


を 選び ます 。 


サ プ メ ニュ ー は 消え て 、 プ リン タ が 用 紙 に 横向 き に 画像 を 印刷 し ます 。 

印刷 され た 画像 は 、 画 面 に 表示 され た と き と 縦 横 の 比率 が 少し 異な り ます 。 
印刷 を 中 止 し た いと き は 、 キー を プリ ンタ が 止ま る まで 押し 
続け ます 。 

印刷 が 終わ る と 、 再 び サ プ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 【 四 を 選ぶ と 、 メ イン メ 
ニュ ー に 戻り ます 。 


F$-A1F は 

MS X ル ソコ ソン で す 。 

ブロ グラ ム を 目 分 で 作れ は 、 
今日 か りら あ な た も ハ ソ コン の 
エキ スバ ー ト で す 。 


更 5 草 BASIC 編 


この 章 で は 、 

FS 一 A1F 内 蔵 の MSX2 _ BASIC お よび MS 
X DISK BASIC の 基本 的 な 使い か た に つい て 
簡単 に 説明 し て いま す 。 

MSX2 _ BASIC お よび MSX _ DISK BA 
S 1C の 命令 の 詳し い 仕 様 に つい て は 、 付 属 の 
「MSX2 _ BASIC 使用 説明 書 」 お よび 

「MSX DISK BASIC/MSX-DOS 使 用 説明 書 」 を 参照 し て く 
だ さい 。 
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BAS1IC っ て な に ? 


ここ で 、「BAS 1C」 と は どん な も の な の か ちょ っ と お 話し し まし ょ う 。 


「 S F 映画 や アニ メー ショ ン に 登場 する よう な コン ピュ ー タ は 、 人 間 の 言葉 を し ゃ べり 、 
人 間 の 代わ り に な ん で も し て くれ る 万 能 タ イプ の 機械 で す 。 し か し 、 現 在 の コン ピュ ー 
タ は まだ 、 人 間 が 入力 し た 命令 を すばやく 実行 する 機械 に すぎ ませ ん 。 し か も 、 病 令 さ 
れ た こと に た い へ ん 忠実 で すか ら 、 人 間 が 間違っ て 一 一 た と えば 、「, (コン マ ) 」 と 
「. (ピリ オド ) 」 を 間違え て 入力 する 一 一 命令 する と 正しく 実行 し て くれ ませ ん 。 だ 
か ら こ そ 、 私 た ち 人 間 が どの よう に 使う か が 大 切な の で す 。 上 に 使え ば 、 り こう な 働 
き 者 の 友達 と し て 、 長 く 付き 合っ て いく こと が で きる で し ょ う 。 


B 
A 
S 
| 
BB 
編 


ーー デデデ 


で は 、 人 間 は どの よう に し て コン ピュ ー タ に 令 する の で し ょ うか 。 人 間 ど うし の 会 話 
に こと ば が 必要 な よう に コン ピュ ー タ の 会 話 に も こと ば が 必要 で す 。 た だ 、 日 本 語 や 英 
語 な どの 人 間 の こと ば は わか り ま せん 。 コ ンピュータ は 機械 で す 。 機 械 に は 機械 の こと 
ば が あり 、「 機 械 語 (マシ ン 語 ) 」 と 呼ば れる こと ば だ け を 、 理 解す る こと が で きる の 
で す 。 下 に 示し て ある の が 機械 語 で 、 人 間 が 見 て も 、 数 字 と アル ファ ベッ ト が ある だ け 
で 、 何 の こと か わか り ま せん ね 。 こ れ は 、 日頃 コン ピュ ー タ を さわ っ て いる 専門 家 で も 


わか り ま せん 。 
き 1 昌 回 昌 邊 日 1 2 25 11 1 HE 
81G 2 27 BE gF 了 1 1 1 EE 
B11 HH 1F 1 ロ BF で 1 で E 33 了 さ 
12 昌 ロコ 27 3 で E HE BE 1 本 BE 
き 138 で 1 で 所 1 昌 BE 昌 加 21 2 EE 
き 13 昌 4 1 HF 1 さ 1 H5 1 BF 


164 


BAS 1C っ て な に ? 


そこ で 、 人 間 の わか る こと ば を 機械 語 に 書き 換え る 作業 が 必要 に な っ て きま す 。 書 き 換 
える と き に 、 よ り 書 き 換 え や すい よう に 作ら れ た の が 「 コ ンピュータ の こと ば 」 と 呼ば 
れる も の で 、 コ ボル 、 フ ォ ー ト ラン 、 ア セン プラ な どの いろ ん な こと ば が 作ら れ ま し た 。 
その 中 の ひと つが 「BAS |1C (ベー シッ ク ) 」 と 呼ば れる も の で す 。「BAS1C」 
と は 、「Beginner's Allpurpose Symbolic Instruction Code (ビギナー ズ オー ル 
パー パス シン ボリ ッ ク イン スト ラク ショ ン コード) 」 を し た こと ば で 、 初 心 者 
に も 扱え る こと ば と いう 意味 で す 。 こ の BAS 1C も 、 使 う コ ンピュータ の 種類 に よっ 
て 少し ずつ ちがっ て いま す 。F S 一 A 1 F の 場合 は 、「MSX2 _ BASIC (エム エ 
スエ ックス ツー ベーシック ) 」 と 呼ば れる こと ば が 使え る の で す 。 この MSX 2 
BAS1C は 、 記 :42 マー ク の つい て いる 機種 で は 共通 に 使え る 便利 な こと ば で 
も あり ます 。 さ ら に 、F S 一 A 1 F で は 、 内 蔵 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 操作 す 


る た め の 拡 張 症 令 セ ッ ト 、「MSX DISK BAS |1C (エムエス エッ クス ディ ス 
ク ペー シッ ク ) 」 が 使え る よう に な っ て いま す 。 


BAS1C を 使う た め に 重要 な こと は 、 文 法 ( 文 の 決ま り ) を 覚え る と いう こと で す 。 コ 
ンピュータ の こと ば は 、 人 間 の こと ば より も は る か に 文法 に うる さい で すか ら 、 き っ ち 
り と 症 令 し て くだ さい 。 そ ぞう すれ ば 、 き っ と すばらし い 仕 事 を し て くれ る こと で し ょ う 。 


この 本 で 説明 し て いる 内 容 は 、B A S 1C の ほん の 一 部 分 で す 。 くわ し く 知 り た い 人 
は 、 別冊 の |MSX2 BASIC 使 用 説明 書 ] お よび 「MSX DISK BASIC/MSX-DOS 使 
用 説明 書 ] を お 読み に な りな が ら 、 あ せら すず に 少し ずつ 覚え て いく よう に し て くだ さ 
い 。 


キー ボー ト の 操作 の し か た を 見 えま し ょ う 


| BAS1C を 勉強 し て いく に は 、 ま ず キ ー ボ ー ド に な れる こと が 大 切 で す 。 キ ー の 位置 
を 覚え て 、 し っ か り と 練習 し て くだ さい 。 
| な れ て くる と 、 プ ログ ラム を 入力 する の が 速く な り 、 今 まで 以上 に B AS 1C が 楽し く 
な り ま す 。 
ひと つの キー で 何 種類 も の 文字 や 記号 を 入力 で きる の で 、 最初 は お むず か し いよ う で す が 、 


な れれ ば 簡単 で す 。 
と に か く 、F S 一 A 1F を 実際 に さわ りな が ら 、 キ ー ボ ー ド の 操作 を お ぼ え て くだ さい 。 


a コッ ク ピ ッ ト 画 面 で 閉 キー を 押し て 、B AS 1 C を 選ん で か ら 始 め てく だ さい 。 


本 で 本 較 本 
pg 1CrOSo ず も 


と る on 人 。 ひ 


短 〇 ー の ちの 


キー ボー ド の 探 作 の し か た を 覚え まし ょ う 


ーー」 ヾ 
文字 の 入力 モー ド 
田 の 色 の 範囲 が 文字 キー で す 。 
= エー エニ ーー「==T = トコ OS 
⑳(@⑥@@) 
OO の 
SRO 織 
【⑨※@) 
(⑨ B 
A 
キー 入力 に は つぎ の 6 つの モー ド が あり ます 。 
・ 英 小文字 モー ド ……………・ 英字 の 小文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 C 
・ 英 大 文字 モー ド ……………… 英字 の 大 文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 編 
・ ひ ら が な モー ド …・…………・ ひら が な を 入力 し ます 。 
・ カタ カナ モー ド ……………… カタ カナ を 入力 し ます 。 
・ ロー マ 字 か な 変換 モー ド …… ロー マ 字 で 入力 し て 、 か な に 変換 し ます 。 
・ グ ラフ ィ ッ クモ ー ド ………・ グラフィック 記号 を 入力 し ます 。 


入力 モー ド は 、 キー と 了 座 間 S キー で 切り 換え る こと が で きま す 。 


| が な | 、 区 PS | 、 還 上 国 還 の それ ぞ れ の キー と 入力 され る 文字 の 関係 は 
下 の 表 の よう に な り ま す 。 


1 CAPS か な 通 常 時 SHIFT 時 太 ) 
英 小文字 に ) 各 英 小文字 十 数 字 英 大 文字 十 英 記号 
英 大 文字 〇 @ 英 大 文字 十 数 字 英 小文字 十 英 記号 
ひら が な [ ) 〇 ひら が な ひら が な 小文字 十 か な 記号 
カタ カナ 〇 〇 カタ カナ カタ カナ 小文字 士 カナ 記号 
( 倫 : ラン プ が 消え て いる 、 〇 : ラン プ が つい て いる 。 ) 


文 ) | キー と いっ し ょ に 押し た と き 。 


キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


短 〇 ーー の と 


文字 を 入力 し て み ま し ょ う 
画 英 小文字 モー ド 


まず 、 英 小文字 モー ド で 入力 し て み ま し ょ う 。 


プ は 消え て いま すか 。 そ れ で は 、 左上 か ら 順 番 に 文字 キー を 押し て み ま し ょ う 。 
つぎ の よう に 表示 され まし た か 。 


ー | 


キー ト w デ 


OK で すね 。 英 小 文字 モー ド で は 、 キ ー ト ッ プ の 左下 ( イ の 位置 ) に 書か れ て いる 英 小 
文字 、 数 字 、 英 記号 が 入力 され ます 。 


先 に 入力 し た 文字 と 区 別 す る た め に 、 キー を 押し て 行 を 変え まし ょ う 。 こ の と き 、 
[SyntaxX errOor」 と 表示 され ます が 、 気 にせ ず 進め て くだ さい 。 


今度 は 、 キー を 押し な が ら 、 同 じ よ うに 入力 し て み ま し ょ う 。 
1 析 本 合う =Y IRMERTYHIOPT THSEFG 
HJRL+ ま は REUBNM て テー 


この よう に 表示 され ます 。 英 小文字 モー ド で 思 キー を 押し な が ら 入 力 する 
と 、 英 字 の 大 文字 また は キー トッ プ の 左上 ( ロ の 位置 ) に 書か れ て いる 英 記 号 が 入力 さ 
れ ま す 。 


キー ボー ト の 探 作 の し か た を 覚え まし ょ う 


一 英 大 文字 モー ド 


つぎ に 


1 WW 非 下 補 衣 7 て iqweFrtguioP・ 
hk も すま gkE kN を 暫 


この よう に 表示 され ます 。 英 小文字 モー ド の 場合 と 英字 の 大 文字 、 小 文字 の 入力 され る 
状態 が 反対 に な っ て いま す 。 


圏 ひ ら が な モー ド 


ーッ SLK - た て て いす が の に は せ と し は 


この よう に 表示 され ます 。 ひ ら が な モー ド で は 、 キ ー ト ッ プ の 石 下 ( ハ の 位置 ) に 書か 
れ て いる ひら が な が 入力 され ます 。 
キー を 押し な が ら 入 力 し まし ょ う 。 


を ペー 計 そ に 呈 革 "「 元 だ し は 
ご 計 も 。。 呈 


笠 〇 つ ー の ちの 悦 


キー ボー トド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


| この よう に 表示 され ます 。 (キー トッ プ の 二 の 位 置 に 書か れ て いる ひら が な の 小文字 、 
か な 記号 が 入力 され ます 。 ここ に 何 も 書か れ て いな い キー は 、 ハ の 位置 の ひら が な が 入 
力 さ れ ま す 。 ) 


圏 カ タカ ナ モ ー ド 


キー NM 


em が 入っ た まま ( 


ナ が 入力 され ます 。 


ミコ アウ エ オ ヤ ド ユ ヨリ ロホ ュー タテ エイ スカン] 
「 キ す で は に 生 占 呈 衝 ココ ヒ コミ モネ キ g 日 


この よう に 表示 され ます 。 カ タカ ナ モ ー ド で は 、 キ ー ト ッ プ の 右 下 ( ハ の 位置 ) に 書か 
NO ERR 


本 


で で マロ エキ オセ ュ ヨ ゴ ホ ーー 
キキ 3 で 』 日 ト 生 」p サ リヒ コミ 


この よう に 表示 され ます 。 


田 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド は 、「 ロ ー マ 字 」 で 入力 し て 「 か な 」 を 表示 させ る 方 法 で す 。 
押す キー の 種類 は 少な く て すみ ます が 、 キ ー を 押す 回 数 は 増え る こと が あり ます 。 
英文 タイ プ な ど に な れ た 人 に と っ て は 、 か な キー を さがす より も アル ファ ベッ ト を さ が 
し て 押す ほう が 速い で し ょ う 。 そ うい っ た 人 に と っ て は 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド の ほ 
う が 便 利 で す 。 も ちろ ん 、 英 文 タイ プ の 経験 の な い 人 で も 、 ア ルフ ァ ベット の ほう が 覚 
え や すい と 思っ た ら 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド で 入力 し て も か まい ませ ん 。 
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キー ボー ド の 探 作 の し か た を 覚え まし ょ う 


英 小文字 モー ド ま た は 英 大 文字 モー ド の と き に 、 上 SH 上 FT | キー を 押し 
キー を 押す と 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド に な り ま す 。 こ の と き 、 
の ラン プ が 消え て いる と ひら が な が 、 ラ ンプ が つい て いる と カタ カナ が 入力 で きま す 。 


ロー マ 字 の つづ りか た は 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


・ あ A ・ 大 T | また は CH I * 灰 GA 
・ き や KYA ・ ば 。 PA ・ ん NN 
・ で い DHI ・ ゆ し YU * き 和 の KAKKO 


代表 的 な も の を 例 に あげ まし た が 、 他 の 文字 の 入力 に つい て は 、「 ロ ー マ ・ か な 変換 表 
(⑤ 204 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し て くだ さい 。 


他 に も つぎ の よう な 規則 が あり ます 。 

・「 ん 」 「 ン 」 は NN で す 。 
・A、|、U、E、O0、X、N 以 外 の 文字 を 2 つ 続け る と 、 小 文字 の 「 っ 」 ま た は 「 ッ 」 
に な り ま す 。 

・L の あと に 入力 され た A、1|、U、E、O、YA、YU、YO は 、 小 文字 の 「 ぁ 」 
「 ぃ 」「 う 」「 ぇ え 」「 ぉ お 」「 ゃ 」「 ゅ 」「 ょ 」 ま た は 「 ァ アァ 」「 イ 」「 ゥ 」「 エ 」「 ォ ]」 
「 ャ 」「 ュ 」「 ョ 」 に な り ま す 。 


また 、 名 読点 や 記号 は 、 つ ぎの キー を 押し ます 。 
・ 読 点 (、) ・ 包 点 (。 ) 


十 


・ 左 カギ か っ こ ご (「) 


・ 右 カギ か っ こ (」 ) ・ 右 大 か っ こ ()) 


十 


キー を 2 回 押 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド を や め て 、 か な モー ド に し た いと き は 、 
し ます 。 


着 の ー の >o 仙 


キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


圏 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 


キー の 状態 に 関係 な く 

押し な が ら 文字 キー を 押す と 、 キ ー ト ッ プ の 馬上 (の 位 置 ) に 書か れ て いる 文字 や 記 

号 (グラ フィ ッ ク 記号 ) が 入力 され ます 。 ホ の 位置 に 何 も か か れ て いな い キ ー は 、 
記 | キー を 押し な が ら 入 力 し て も 何 も 表示 され ませ ん 。 


グラ フィ ッ ク モ ー ド は 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド 以 外 の と き に お 使い くだ さい 。 


入力 で きる 文字 や 記号 は 次 の 通り で す 。 


と 
Ql@l@IO 
OO 


当 目 | 
回 | 
回 ーー に 3 


F S 一 A 1 F の 内 蔵 ソ フト を 使っ て いる と き は 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で の 入力 
は で きま せん 。 


較 ス ペー スキ ー 


ここ まで 説明 し て きま せん で し た が 、 | 際 記 AG 四 | (スペ ー ス ) キー も 文字 キー の ひ 
と つ で す 。 キー は 、 一 文字 分 の 空白 (スペ ー ス ) を 入力 する た め の キ ー 


で まぁ 
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キー ボー トド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


国 CHEiiERRHE 
回 


キー の 状態 に 


機械 語 で 書か れ た プロ グラ ム の 中 に は 、 テ ン キ ー が 使え な いも の が あり ます 。 
この よう な お 場合 は 、 文 字 キ ー 上 部 の 数 字 キ ー を 使っ て くだ さい 。 


圏 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー (上 の キー ボー ド 図 の 申 色 の キー) 


ファ ンク ショ ン キ ー は 、 各 キ ー ご と に あら か じ め 定 義 さ れ て いる 文字 列 が 人 力 さ れ ま す 。 
定義 され て いる 内 容 は 、 画面 下部 に ファ ンク ショ ン キ ー と 対応 し て 表示 され て いま す 。 
また 、 定 義 さ れ て いる 内 容 を K E Y 病 令 で 変更 する こと も で きま す 。 


キー の 定義 内 容 を 「PR INT」 に 変更 する 場合 、 
KEY 1.7PRINTZ 
と 入力 し た 後 、 キー を 押し ます 。 


例 ) 


COLOR 
AUTO 
GOTO 


LIST 
RUN 十 賠 CLSRUN 十 較 


| キー は 、 


キー を 押し ます 。 


術 の ら ー の n 仙 
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キー ボー トド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


一 特殊 キー (前 ペー ジ の キー ボー ド 図 の 同色 の キー) 


入力 する 文字 の 選択 や 修正 、 編 集 、 プ ログ ラム の 実行 な ど に 使う キー で す 。 


それ ぞ れ の キー の 機能 は 、 つ ぎの 通り で す 。 
(内 蔵 ソ フト や 他 の ソフ ト で は 、 多 少 機能 が ちがう こと が あり ます 。) 


カー ソル キー 


前 oo>o 環 


バッ クス ペー スキ ー 


03 
本 


か ら 入 力 さ れ た デー タ を パソ コン に 送る と き に 使い 


キー ボー ド 
ます 。 


画面 上 で つぎ に 入力 する 文字 位置 を 表す カー ソル を 、 上 下 を 右 
に 移動 する と き に 使い ます 。 
カー ソル は 画面 上 で は つぎ の よう な 形 を し て いま す 。 


較 ( っ 加 


カー ソル 位置 に 文字 カー ソル 位置 に 文字 挿入 モー ド の 場合 

が な い 場 合 が ある 場合 (文字 が (文字 が C の と き ) 
C の と き ) 

カー ソル の すぐ 前 の 1 文字 を 削除 し 、 それ に 続く 文字 列 を カー 

ソル と と も に 左 へ 1 文字 ずら し ます 。 


カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を カー 
ソル と と も に 左 へ 1 文字 ずら し ます 。 


挿入 モー ド に し 、 カ ー ソ ル の 形 を 変え ます 。 (ロー ロ ) 
挿 信 モー ド で 文字 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 直前 に 文字 が 挿 人 
され 、 ぞ それ に 続く 文字 列 を カー ソル と と も に 右 へ 1 文字 ずら し 
ます 。 ふ た た び キー を 押す か 、 カ ー ソ ルキ ー や 
キー を 押す と 、 挿 入 モ ー ド か ら 抜 け 出 て 、 カ ー ソ ル の 形 も も と 
に も どり ます 。 


トッ プー 


キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


他 の キー と いっ しょ に 押す こと に 
働か せま す 。 
この キー だ け で は 使え ませ ん 。 


ー ム 位置 (画面 の 左上 すみ ) に 移動 し ます 。 
キー と いっ し ょ に 押す と 画面 上 の 表示 を 消し 、 
カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 すみ ) に 移動 し ます 。 


プロ グラ ム の 実行 や リス ト 表示 を 一 時 依 止 させ ます 。 ふた た び 
押す と 再開 し ます 。 


= | キー と いっ し ょ に 押す と 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 


コン トロ ー ル キー 


断 し ます 。 この と き は 再開 で きま せん 。 
|SHIETW | キー と 同じ よう に 、 こ の キー だ け で は 使え ませ 

、 他 の キー を いっ し ょ に 押す と 、 い ろ い ろ な 働き を し ます 。 
(② ウ MSX2 BAS1C 使 用 説明 書 ) 


ポー ズ キ ー 
(ポー ズ ポ ボタ ン ) 


| カー ソル を つぎ の タブ プ 位置 まで 進め ます 。 


タブ 位置 は 、 画 面 圧 より 9 、1 7 、2 5 文字 目 で す 。 


アプ リケーション ソフ ト な ど で 使 いま す 。 
(BAS1C で は 使い ませ ん 。) 


だ プリ ケー あめ ョ ンジ フト な ど で 使 いま ます 。 
(BAS |1C で は 使い ませ ん 。) 


ゲー ム や プロ グラ ム の 実行 を 一 時 的 に スト ッ プ させ ます 。 
も う 一 度 押 す と 、 再 び プ ログ ラム が 実行 され ます 。 
な お 、 デ ー タ や プロ グラ ム を 保存 し た り 、 読み込み し て いる と 
寺 絶対 に 押さ な いで くだ さい 。 
キー は 、 誤操作 を 防ぐ た ゆめ 、 キ ー ボ ー ド の 中 
に 押し 込む よう に な っ て いま す 。 


キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


| 画 似 た よう な 形 の 文字 に 注意 し よう 


いろ いろ な キー を 入力 し て いる あい だ に 気付 いた 人 も いる で し ょ う が 、 文 字 キ ー の キー 
トッ プ の 文字 に は 似 た よう な 形 の も の が あり ます 。 人 は 似 た 形 の 文字 な ら 前 後 の つ な が 
り で 理解 し ます が 、 パ ソコ ン は 少し で も 間違っ た 文字 を 入力 する と 正しく 働き ませ ん 。 
特に つぎ の よう な 文字 は 注意 し て 、 正 し く 入 力 す る こと が 必要 で す 。 


・「 : 」 セミ コロ ン (和英 記号 ) 
] leehelsg| sw lm | (の KOL_. 「 : 」 コ ロン ( 身 記 号 ) 
回 に EE こら 「「ー」 ハイ フン 、 マイ ナス (K 記 5) 
dkE 員 回 7 CO 』 長音 配 (びら ガ 1 
回 還 病 隅 IS ・「_-」 ア ンダ ー ラ イン ( 英 記号 ) - 
EE ICMIBEI ノ グ 』 .「・」 半 濁点 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 
尼 著 半 玉 TI の ※G| ・「・」 中 点 (ひら が な ノ カタ カナ 記号 ) 
| | ee レイ (人 ベ ] .「. 」 久 点 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 
フ ・「、」 読点 (ひら が な ノ カ タカ ナ 記 号 ) 
・「. 」 ピ リオ ド ( 英 記号 ) 
・「, 」 カ ンマ ( 英 記号 ) 


短 〇 ーー の と ち 


田 記 号 の 呼び か た を 覚え よう 


記号 の 呼び か た を 覚え て お く と 便利 で す 。 


アス タリ スク 
左 大 か っ こ 、 右 大 か っ こ 
左 中 か っ こ 、 右 中 か っ こ 


アポ スト ロフ ィ ー、 ま た は 左 カ ギ か っ こ 、 石 カギ か っ こ 
ング ルク ォ ー ト ライ ト 不 等 号 (レス ザン 、 
グレ ー タ ー ザ ン ) 
スラ ッシュ ョ 
クエ スチ ョ ン 
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キー ボー ト の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


文字 の 修正 の し か た を 覚え まし ょ う 


まず 、 画 面 に 表示 され て いる 文字 を すべ て 消し まし ょ う 。 ぞ それ に は 、 
ー を 押し な が ら 


| キー を 押す 


@ 上 書き で 文字 を 修正 し よう 


ここ で 、「Panasonic」 の 「Pp」 を 大 文字 の 「P」 に 変え て み ま し ょ う 。 
今 カ ー ソ ル は 「 ! 」 の 後ろ る に あり ます ね 。 カ ー ソ ル 国 キー で 「P」 の 位置 に カー ソル 
を 動か し 、 大 文字 の 「P 」 を 入力 し ます 。 

する と 上 書き され て 、 小 文字 の 「 DP 」 が 大 文字 の 「P」 に 変わ り ま す 。 


| カー ソル 位置 


必 anasonic personal comPputerl 


を 入力 す る 


naSonicC PersSonal COmPpPUuterl 


電 間 遇 カー ソル 位置 


この よう に 画面 上 で 簡単 に 修正 が で きる 機能 を スク リー ン エ ディ タ と 呼び ます 。 カ ー ン 


ルキ ー だ け で な く 、 | キー を 使え ば 、 簡 単に 
修正 で きる よう に な っ て いま す 。 


葵 の ー の >O 人 編 


キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


@ 也 回 四 キー で 文字 を 消 そう 


画面 の TPDersSonal」 を 消し まし ょ う 。 カ ー ソ ル 図 キー で カー ソル を 「Pper 
sonal」 の 「DP」 の 位置 に 動か し ます 。 続 いて キー を 9 回 押し ます 。 


カー ソル 位置 
Panasonic 賠 er sonal COmDUterl 
p 中 | キー を 9 回 押す 
Panasonic 賠 omputeri 


本 ua 


この よう に な り ま し た か 。 
DE L | キー が カー ソル 位置 の 文字 を 消す こと が わか り ま すね 。 


BS| キー で て 文字 を 消 そ う 


今度 は | BS | キー で 「computer」 を 消し て み ま し ょ う 。 
カー ソル 図 キー で カー ソル を 「 ! 」 の 位置 に 動か し ます 。 続 いて キー を 9 回 


押し ます 。 


カー ソル 位置 
Panasonic ei 


キー を 9 回 押す 


カー ソル 位置 


この よう に な り ま し た か 。 
DE | キー が カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 消す の に 対し て 、 キー が カー ソ 
ル 位 置 の ひと つ 前 の 1 文字 を 消す こと が わか り ま す 。 
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キー ボー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 


キー で 文字 を 挿入 し よう 


NM キー で 「| |ove」 と 挿入 し て み ま し ょ う 。 
カー ソル キー で カー ソル を 「Panasonic」 の 「P」 の 位置 に 動か し 、 続 い 
IN S | キー を 押し ます 。 す る と 、 カ ー ソ ル の 大 き さ が 半分 に な り ま す 。 


さら に 症 症 症 同 賠 同 と 入力 し ます 。 


lglsnasonic! 


キー を 押す 


円 8nasonicl 


? 症 間 回 図 周 目 と 入 ヵ す る 


| 1OVe 円 8nhasonicl 


この よう に な り ま し た か 。 な ら な か っ た 人 は 、 | SH 還 | キー を 押し な が ら |CL 
SZHOME | キー を 押し て 画面 に 表示 され て いる 文字 を すべ て 消し て か ら 、 も う 一 度 
最初 か ら や り 直 し て みて くだ さい 。 


_INS | キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 前 に 文字 を 追加 で きる 状態 に な る こと が わか り ま 
すね 。 こ れ を 挿入 モー ド と 呼び ます 。 

も う 一 度 | | N S | キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 大 き さ は も と に も どり 、 挿 入 モ キー ド か ら 
抜け 出 ます 。 


@ オ ー ト リピ ー ト 機能 


同じ キー を 押し 続け る と 、 そ の 文字 が 連続 し て 入力 され ます 。 こ の 機能 を オー トリ ピー 
ト 機能 と 呼び ます 。 この オー トリ ピー ト 機 能 は 、 文 字 キ ー だ け で な く 特 殊 キ ー (カー ソ 
ルキ ー、 | EL | キー な どら 174 ペ ー ジ ) で も 利用 で きま す 。 


BAS 1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


| ここ まで 、 入 力 の し か た と 修正 の し か た に つい て 説明 し て きま し た 。 

それ ぞ れ の キー の 位置 と 働き は 覚え まし た か 。 文字 の 入力 に は 慣れ まし た か 。 修正 の し 
| か た は わか り ま し た か が 。 

それ で は 、 実際 に パソ コン に 何 が で きる か や っ て み ま し ょ う 。 


命令 の し か た に は 、 2 種類 あり ます 。 ひ と つ は ダイ レク トモ ー ド 、 も う ひ と つ は プロ グ 
ラム モー ド と 呼び ます 。 ダ イレ クト モー ド は 、 命令 を 入力 し た 後 賠 キー を 押す と すぐ 
に 実行 し ます 。 こ れ に 対し て プロ グラ ム モ ー ド は 、 た くさ ん の 命令 を 入力 し て 、 あ と か 
ら ま と め て 実行 させ ます 。 

ここ で は 、 ダ イレ クト モー ド に つい て 説明 し ます 。 


較 文 字 を 表示 させ る (PR INT"…ー": プリ ント ) 


往 〇 ー の と の 


ー 度 画面 を きれ い に し ま し ょ う 。 了 請 請 国 目 + 民 計 SH0M 四 | キー を 押す か 、 
と 入力 し た 後 回 キー を 押し ます 。 


これ まで は 、 単 に キー 操作 で 直接 画面 に 文字 を 表示 させ た だ け で す が 、 た と えば パソ ンコ 
ン 自 身 に 「M S X」 と 書か せる に は どう し た ら よ いで し ょ うか が 。 
パソ コン に こう し た 何 か を 書か せる に は 、 つ ぎの よう な 病 令 を 人 力 し ます 。 


PRINTP | 
ーー 書か せ た い 文字 


「M S X」 と 書か せ た い と き は 、 
PRINTYZMSX“ 
と 入力 し ます 。 


実際 に や っ て みて くだ さい 。 
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BAS 1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


と ころ が 、 入 力 が お わっ て も パソ コン は 何 も し ませ ん ね 。 こ れ は 、 パ ソコ ン は まだ 入力 
し て いる 途中 だ と 思っ て いる か ら で す 。 ここ で 、 入 力 が 終わ っ た こと を 知ら せ て や ら な 
けれ ば な り ま せん 。 
ぞ そのため に は 、 入 力 が 終わ っ た こと を 知ら せる た め の 人 台 図 と し て 園 キー を 押し ます 。 
押し 忘れ る と 、 パ ソコ ン は 何 も し ませ ん 。 病 令 を 入力 し た 後 は 彫 キー を 押す こと を 忘 
れ な いで くだ さい 。 


周 キー を 押す と 、 次 の よう に 画面 に 表示 され ます 。 


PRINTZMSX^ ……… あ な た が 入力 し た 病 令 
MSX 。-…ーーーーーーーーー パ ソコ ン が 書い た 文字 


これ で パソ コン に 「M S X」 と 書か せる こと が で きま し た 。 同 じ 要 領 で いろ いろ な 文字 
を パソ コン に 書か せ て みて くだ さい 。 


文字 を 書か せる に は 、「PR INT」 の か わり に 「?」 を 使っ て も か まい ませ ん 。 


4 アン 
| 書か せ た い 文字 


「?」 を 使っ て 文字 を 書か せ て みて くだ さい 。 


ここ まで は 「PR INT」 と 大 文字 で 入力 し て きま し た が 、 こ の よう な 命令 で は 小文字 
で 「pr int」 と 入力 し て も か まい ませ ん 。 これ も MS X の ルー ル で す 。 

た だ し 、” “で 囲ま れ た 文字 は 大 文字 と 小文字 を 区 別して (た と えば 、“A“ と “77 

は 別 の 文字 と し て ) 扱い ます 。 


重 の の pp 仙 


BAS1IC の 基礎 を 覚え まし ょ う 


癌 o-o>o 環 


一 計算 結果 を 表示 させ る (PR INT 計 算式 ) 


PRINT 10 十 5 と 入力 し た 後 、 
キー を 押し て みて くだ さい 。 ( 庄 維 ) 


画面 に は は つぎ の よう に 表示 され ます 。 51 
や | 


PRINT 10+5 YE 

15 
Ok 人 腕 3 
回 


つま り 、「PRINT 10 十 5」 と 入力 する と 、 そ の 計算 結果 と し て 「 1 5」 が 表示 
され た わけ で す 。 この よう に 、「PRINT 計算 式 周 」 と 入力 し た 場合 は 、「 計 算 
し た 結果 を 書け 」 と いう 命令 に な る の で す 。 


で は 、 同 じ 「 1 0 十 5 」 で も さき ほど の 


例 の よう に 「PRINTZ10 十 5"」 こ 
と 入力 し た 後 、 還 キー を 押す と どう で ーー ーー Ws 
し よう 。 ン 1 Q / IO+ す 5 ] 
WW 導出 
PRINTZ10 十 5? 6 NN 
10 十 5 レー ーーーー ニ ーーー フ 
Ok テラ 
還 IRIS 


この よう に 表示 され まし た ね 
この 場合 は 計算 結果 で は な く 、” “の 中 の 文字 が その まま 表示 され まし た 。 こ れ は 、 
” ? で 囲ま れ た も の が 数 値 で は な く 、 文 字 と し て 判断 され る か ら で す 。 


で は 、 パ ソコ ン を 使っ て 計算 する と き の ル ー ル を も う 少 し 説明 し まし ょ う 。 
計算 式 の 書き 方 は 下記 の よう に な っ て いま す 。 


BAS 1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


それ で は 「 (2 十 4) X5 二 3 一 7 十 2」 を 計算 し て み ま し ょ う 。 


P 民 INE (2 十 ) 第 上 〆 全 一 7 十 6 
5 

Ok 

鍋 


この よう に 表示 され まし た か が 。 


また 、「4? 」 の よう な 指数 の 計算 も で きま す 。 国 キー を 使っ て つぎ の よう に 入力 し 
て くだ さい 。 


PRINT 4“3 
6 4 

0k 

万 


続い て つぎ の よう に 入力 し て み ま し ょ う 。 


PRINT 100000000000000 
HE ずり 人 

0k 

園 


と 表示 され まし た 。 
「1E 十 1 4」 と は 、「1X10"* 」 と いう 数 字 の 表示 な の で す 。 た い へ ん 大 き な 数 や 
0 に 近い た い へ ん 小さ な 数 は 、「E 」 を 使っ て 表示 され ます 。 


PRINT 0.000000001 
中 呈 区 9 
Ok 
| | 
「1Eー0 9」 は 、「1X10 ? 」 を 示す 表示 で す 。 


BAS1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


何 度 か や っ て いる うち に 
SVntaX error (シン タッ クス エラ ー) 


と 表示 され た こと で し ょ う 。 こ れ は 、「 あ な た の 命令 が 理解 で きま せん 」 と いう パン ソコ 
ン か ら の 返事 で 、 命 令 の 中 に MS X BASIC 言 語 の 文法 上 の 間違い 一 た と えば 、 キ 
ー の 打ち まち が い 一 が ある こと を 示し て いま す 。 で も 、 誰 で も 1 度 や 2 度 の 失敗 は し ま 
すし 、 命 を と られ た り 、 け が を する よう な 大 き な 失 敗 で も あり ませ ん 。 こ の よう に 表示 
され た と き は 、 あ わ て ず に 「 あ は っ 、 ま ち が え ちゃ っ た 」 と 軽く 受け 流し て くだ さい 。 
そし て 、 間 違っ た 文字 を 入力 し て いな いか 、MSX BAS1C の ルー ル に 違反 し て い 
な いか を 確認 し 入力 し な お し て くだ さい 。 


よく 起こ す 間 違い は 、 キ ー の 打ち 間違い で す 。 次 の よう な 間違い が な いか 、 調 べ て みて 
くだ さい 。 


> 位 ( 全 王 ) 」 を 「0 ( ロ ) 】 

・「 | (アイ) 」 と 「| (エル ) 」 と 「1 (イチ ) 」 
・「。 (ピリ ドド ) 」 と 「。 (の の シマ) 」 
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他 に 、 文 字 の 抜け (特に 「^」「 (」「) 」 など) や 、 つ づり の 間違い に 気 を 付け て く 
だ さい 。 


BAS1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


一 変数 を 使う と 便利 だ 


複雑 な 計算 を し た と き な ど に 、 そ の 結果 を 表示 する だ け で な く 、 覚 えさ せ て お く と 便利 
で すね 。MSX BAS1C の 命令 で や っ て み ま し ょ う 。 
つぎ の よう に 入力 し て くだ さい 。 


A= テ 10 十 20 
Ok 
回 


これ で 、「A」 と いう 名 前 の いれ も の に 「 1 0 十 2 0 」 と いう 計算 の 結果 を 覚え させ た 
こと に な り ま す 。 ぞ そこ で つぎ の よう に 入力 する と 、 


PRINT A 
3 0 

Ok 

劉 


と 表示 され ます 。 
これ は 「A=1 0 十 2 0 」 と 入力 する こと に より 、「A」 と いう いれ も の の 中 に 「 1 0 十 


2 0 」 に 等 し いと いう 意味 で は な く 計 算 結果 と し て の 「 3 0 」 を 覚え させ て お く 症 令 な 
の で す 。 


BAS1C の 基礎 を 覚え まし ょ う 


" この よう に ある 値 (数 値 ) を 覚え て くれ る 「A」 の よう な いれ も の の こと を 「 変 数 」 と 
いい ます 。 1 度 入 力 し た 変数 は 、 つ ぎ に 新 し い 数 値 を 人 力 す る か 、C L E AR 

| を 入力 する か 、 パ ソコ ン の 電源 スイ ッ チ を 切る まで は 、 そ の 値 を 覚え て いま す 。 今 の 
「A」 は 、 変 数 の 名 前 の ひと つ で す 。 変数 に は 「B」 で も 「AB」 で も 自由 に 名 前 を 付 
けら れ ま す 。 た だ し 、 つ ぎの ルー ル は 必ず 守っ て くだ さい 。 


C い ジン 


2 


O+20 


金 変数 の ルー ル 
① 先頭 の 文字 は 英文 字 で ある こと 。 
( 例 ) 「AlJ「B」「A1」………t ゾ バビ O 


② 英字 の 大 文字 と 小文字 を 区 別 し な い 。 
( 例 ) 「A」 と 「a」 は 同じ 変数 。 
「B1」 と 「b 1」 は 同じ 変数 。 
③ 変数 の 区 別 は 、 頭 2 文字 だ け で 判断 する 。 
( 例 ) 「AA1」 と 「AA2」 は 同じ 変数 。 
「A1A」 と 「AZ2 A」 は 違う 変数 。 
④ MSX BASIC で 使う 予約 語 (上 ⑦ MSX2 _ BASIC 使用 説明 書 
BAS | C 予 約 語 表 参 照 ) を 使っ て は いけ な い 。 


( 例 ) 「INPUT」 ……………ーX (予約 語 だ か ら ) 
上 1MPUTJ 9wrayem X (予約 語 が 含ま れ て いる か ら ) 


⑤ 記号 は 使え な い 。 
( 例 ) 「A 十 」、「? ?」 な ど は 使え な い 。 


166 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


今 まで の と ころ で は 、 簡単 な 命 令 を 1 行 入力 し て それ を 実行 させ て きま し た 。 ここ で は 、 


プロ グラ ム を 作っ た り 、 修 正 に 便利 な 令 を いく つか 説明 し まし ょ う 。 


圏 プ ログ ラム っ て な に ? 


複雑 な 内 容 を パソ コン に 病 令 する 場合 は 、 ど うし た らい い の で し ょ うか 。 

これ を 解決 する の が プロ グラ ム と 呼ば れる も の で す 。 人 間 で も 小さ な 仕事 を 順序 よく こ 
な すこ と で 、 大 き な 仕 事 が で き あ が り ま す 。 パ ソコ ン の 場合 も 同じ で す 。 た だ 、1 つ 1 
つの 仕事 を 順序 よく 、 し っ か り 決 め て 病 令 し な けれ ば 働き ませ ん 。 ま ず 、 各 病 令 の 順序 
を 決め 、 流 れ 作 業 が で きる よう に し な けれ ば な り ま せん 。 そ ぞ その 後 、「 始 め ! 」 と 号令 を 
か ける と 、 パ ソコ ン は 順序 よく 命令 を 実行 し て 、 大 き な 仕 事 を 達成 する の で す 。 


つま り 、 プ ログ ラム と いっ て も むず か し いこ と で は な く 、 今 まで の 1 つ 1 つの 命令 を 実 
行 する 順番 に 並べ た も の に すぎ ませ ん 。 ぞ の 順番 は 原則 と し て 、 ぞ それ ぞ れ の 頭 に つけ た 
番号 ( 行 番号 ) の 小さ な も の か ら 順 に 実行 し て いき ます 。 


今 ま で に で て きた 病 令 を 組み 立て て み ま し ょ う 。 た と えば 、「A」 に 「10 十 5」 を 代 


人 する 病 令 と 、 そ の 「A」 を 表示 させ る 病 令 を 1 つ に まとめ る と つぎ の よう に な り ま す 。 


まず 、 1 番目 に 「A」 に 「10 十 5」 を 代入 (A テ 1 0 十 5) し ます 。 2 番目 に 「A」 
を 表示 (PR INT A) させ ます 。 こ れ を 順に 実行 させ る と 「 1 5 」 と 答え て くれ ま 
す 。 こ れ が 、 プ ログ ラム の 考え か た で す 。 


プロ グラ ム を 入力 する 場合 は 、 先 頭 に 行 番号 を つけ ます 。 行 番号 を つけ た 行 の 命令 は 、 
キー を 押し て も すぐ に は 実行 され ませ ん 。 こ の 場合 の 賠 キー は 、 そ の 命令 を パソ 
コン に 覚え させ る た め の も の で す 。 で すか ら 、 行 の お わり に 賠 キー を 押さ な いで つぎ 
の 行 を 人 力 し て し まっ た 場合 は 、 前 の 行 の 命令 は 覚え て いな い 、 つ まり 入力 され て いな 
いこ と に な り ま す 。 


知 〇 一 の ちち 結 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


一 これ が プロ グラ ム だ 


で は 、 簡 単 な お プロ グラ ム を お 見 せ し ま し ょ う 。 


C 
編 むず か し いこ と は ぬき に し て 、 と りあ え ず 上 の プロ グラ ム を 入力 し て み ま し ょ う 。 


入力 を 間違っ た 場合 は 、「 文 字 の 修正 の し か た を 覚え まし ょ う (⑦177 ペー ジ ) 」 を 参 
照 し て 訂正 し て くだ さい 。 


意 | 人 力 す る と き 、 1 行 入力 する ご と に 回 キー を 押す こと を 忘れ な いよ うに 。 押 
し 忘れ る と 、 入 力 し た 内 容 を 受け 付け て くれ ませ ん 。 


入力 で きま し た か 。 入 力 で きた ら 、 も う 一 度 間違い が な いか 確認 し まし ょ う 。 
圏 プ ログ ラム を 実行 させ よう (RUN : ラン ) 
今 入力 し た プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 


賠 則 剛 加 また は 屋 放 時 キー を 押し ます 。 


実行 する と 、 画 面 に 「 ? 」 が 表示 され ます 。 これ は 、INPUT 命 令 に より 数 の 入力 を 
待っ て いま す と いう 合図 で す 。 キ ー ボ ー ド か ら 数 を 入力 し て 固 キー を 押し て みて くだ 
さい 。 入 力 し た 数 の 2 乗 の 答え が つぎ の 行 に 表示 され ます 。 続 いて 「?」 が 表示 され 、 
数 の 入力 を 待っ て いる 状態 に も どり ます 。 


画面 に 「 ?」 が 表示 され な か っ た 場合 は 、「 プ ログ ラム が 正しく 実行 で き な か っ た と き 
は (⑤ 189 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


1 ども た かじ われ 
プロ グラ ム の 実行 を 終了 し た いと き は 、 キー を 押し な が ら 
ー を 押し ます 。 


田 プ ログ ラム が 正しく 実行 で さなか っ た と き は 


実行 する と 、「SVntaxX errOr」 や その他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され る 
こと が あり ます 。 

よく 起こ す 間 違い は タイ プ ミ ス (キー の 打ち 間違い ) で す 。 つ ぎの よう に 確認 し て 修正 
し まし ょ うつ 。 


| | キー を 押し 、 続 いて 賠 キー を 押す と 、 プ ログ ラム リス ト が 表示 され ます 。 
(② 193 ペ ー ジ ) 


②④ プロ グラ ム 例 と 照ら し 合わ せ て 、 間 違い を 見 つけ ます 。 
人 エラー メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、MSX 2 BASIC 使用 説明 書 の 「 エ ラ 
ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 」 を 参照 し て エラ ー 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 


③⑬ 間違い が 見 つか っ た ら 、「 文 字 の 修正 の し か た を 覚え まし ょ う (やゆ 177 ペー ジ ) 」 
を 参照 し て プロ グラ ム を 訂正 し て くだ さい 。 


④ 各行 の 訂正 が 終わ る ご と に 、 必 ず 賠 キー を 押し て くだ さい 。 
思 キー を 押さ な いと 、 訂正 し た 内 容 が 無視 され て し まい ます 。 


どう で すか 。 正 し く 動 作 す る よう に な り ま し た か 。 


当 o-oco 理 
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プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


これ まで の 説明 で 、 プ ログ ラム が どん な も の か 多少 わか っ て も ら え た と 思い ます 。 


F S 一 A 1F で 使え る 命令 は 、 付 属 の 2 冊 の BAS | C 説 明 書 に まとめ て あり ます 。 
この 章 で は 、 そ の 代表 的 な 病 令 を 実際 の プロ グラ ム に そっ て 科 単 に 説明 し まし ょ う 。 


田 画 面 の 表示 を 消す (CL S : クリ アス クリ ー ン ) 


188 ペ ー ジ の プロ グラ ム の 行 番号 1 0 の 命令 に 、「CL S」 が あり ます 。 

これ は 、 画面 に 表示 され て いる 文字 等 を 消す 命令 で す 。 

ダイ レク トモ ー ド で 使う と き は 、| SHIFT | + キー を 押し て 
も 同じ で す 。 


田 数 値 、 文 字 列 を 入力 する (INPUT : イン プッ ト ) 


同じ く 2 0 行 に 「INPUT」 病 令 が あり ます 。 
これ は 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を 変数 に 代入 する 命令 で す 。 


⑪⑰ INPUT A……………… キーボード か ら 入 力 さ れ た 数 を 変数 A に 代入 し ます 。 

人 INPUT 放 。 此 ーーー……12。 67 古 の よう に カン シマ (。 ) で 区 切っ て 人 人 
力 さ れ た 数 を 変数 A 、B に 代 人 し ます 。 

(3) INPUT A$…………… 人 入力 され た 文字 列 を 文字 変数 A$ に 代入 し ます 。 


(4) INPUT “A= テ 2A…… INPUT が 実行 され た と き 、「A ニ テニ?」 と 表示 し 
ます 。 (” “で 囲ま れ た 中 の 文字 を 表示 し 、 キ ー 
ボー ド か ら 入 力 さ れ た 数 を 変数 A に 代入 し ます 。) 


人 最後 に 「$] が つい て いる 変数 (A$ な ど ) は 、 文字 型 の 変数 で す 。 そ の 他 は 、 数 値 
型 の 変数 で す 。 変 数 に つい て は 、「 変 数 を 使う と 便利 だ ( ぱ 185 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 


人 2) の よう に 複数 の 変数 の 内 容 を 同時 に 入力 する こと が で きま す が 、 人 入力 され る 文字 
や 数 値 の 型 は | NPUT 病 令 に 書か れ て いる 変数 と 同じ 型 で な けれ ば な り ま せん 。 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


田 画 面 に 表示 する (PR INT : プリ ント ) 


文字 を 表示 (や 180 ペ ー ジ ) し た り 、 計 算 結 果 を 表示 ( 〇 182 ペ ー ジ ) する と き に 使う 
症 令 で す 。 ま と め る と 、 つ ぎの よう に な り ま す 。 


1 PRINT AA……………ーー 変 数 A の 内 容 を 表示 し ます 。 

(2) PRINT A, B$………・… 変 数 ^A と B$ の 内 容 を 表示 し ます 。 

(3⑬) PRINT “A= ニ 2B……「A 三 」 と 表示 し た 後 、 変 数 B の 内 容 を 表示 し ます 。 
(4) PRINT 3 十 B…………・…3 十 B の 計算 結果 を 表示 し ます 。 


複数 の 変数 を 指定 する こと が で きま す 。 変数 間 を カン マ (, ) で 区 切る (②⑫) と 1 4 
桁 の 間隔 を あけ て 表示 され 、 セ ミコ ロン C:) で 区 切る (⑬) と 前 の 変数 に 続け て つ 
ぎの 変数 の 内 容 を 表示 し ます 。 

久 文 字 列 を 直接 表示 する 場合 は 、 引 用 符 ^) で 囲み ます 。 

金 計算 式 を 書き 、 計 算 結果 を 表示 する こと が で きま す 。 

「PR INT」 の か わり に 「? ( ク ェ ス チョ ンマ ー ク ) 」 を 入力 し て も 同じ で す 。 

「LPRINT」 に する と 、 画 面 に 表示 する か わり に 印刷 し ます 。 た だ し 、 プ リン タ 
が 接続 され て いな けれ ば 印刷 で きま せん 。 


圏 絢 の 行 に ジャ ンプ する (GOTO : ゴー ツー) 


BAS 1C の プロ グラ ム は 、 明 本 的 に 行 番号 の 小さ いも の か ら 順 番 に 症 令 を 実行 し て い 
きま す が 、GOTO 症 令 が ある と 、 そ の 命令 で 指定 し た 行 番号 が 実行 され ます 。 


GOTO 1 0 0 ……… 行 番号 1 0 0 に ジャ ンプ する 。 


こ 注意 | GO TO 命令 で 指定 する 行 は 、 実際 に プロ グラ ム の 中 に ある 行 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 


芋 の りー の Oo 仙 


革 〇 一 の と の 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 
これ まで に 説明 し て きた 命令 以外 で 、 覚 えて お きた い 命 令 を 説明 し まし ょ う 。 
田 プ ログ ラム を 消す (NEW : ニュ ー) 


パソ コン 内 部 の メモ リ に 残っ て いる プロ グラ ム を すべ て 消し ます 。 
新しい プロ グラ ム を 入力 する 前 に は 、 必 すず 実行 し て お きま し ょ う 。 


| 岡 と 入力 し た 後 、 回 キー を 押し ます 。 


行 番号 を 自動 的 に 書く (AUTO : オ ー ト ) 


プロ グラ ム を 入力 する と き に 、 今 まで は 行 番号 を 自分 で 入力 し て いま し た が 、 行 番号 を 
自動 的 に 書か せる 命令 が あり ます 。 そ れ が AUT O 命 令 で す 。 長 い プ ログ ラム を 人 力 す 
る と き は 特に 便利 で す 。 


(1) AUTO………………… はじめ の 行 番号 を 1 0 、 そ の 後 彫 キー を 押す た びに 
2 0 、3 0、4 0…… と 1 0 間隔 の 行 番号 を 自動 的 に 出 
し ます 。 


(2) AUTO 5 0, 2 0・‥…… は じ め の 行 番号 を 5 0 、 そ の 後 彫 キー を 押す た びに 
7 0 、9 0、1 10・・…: と 2 0 間隔 の 行 番号 を 自動 的 に 
出し ます 。 


キー を 押し 、 続 いて 園 キー を 押し て も 同じ で す 。 


すべ て の プロ グラ ム が 入力 で きた ら 、 
て 、 行 番号 が 出 な いよ うに し ます 。 
この AUTO を 止め な いで 、 行 番号 が つい た まま L 1ST や RUN を 入力 し て 
プロ グラ ムリ スト を 確認 し た り プ ログ ラム を 実行 し よう と する と 、 パ ソン コン は 
これ ら の 命令 も る プロ グラ ム の 続き に し て し まい ます 。 


|STOP | キー を 押し 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


田 プ ログ ラム リス ト を 表示 する (LIST : リス ト ) 


入力 され た プロ グラ ム を 行 番号 の 小さ いも の か ら 順 番 に 表示 させ た り 、 小 文字 を 大 文字 
に 直し て 整理 する 命令 で す 。 

また 長い プロ グラ ム の 場合 、 一 度 に プロ グラ ム の すべ て を 画面 に 表示 する こと は で きま 
せん が 、L 1 ST 命令 で プロ グラ ム の 一 部 分 だ け を 表示 させ る こと も で きま す 。 


(1) L1ST…………ー ド ーー 全 リ スト を 表示 し ます 。 

(0 LIST 100………………1 0 0 行 の リス ト を 表示 し ます 。 に 
(3) LIST 100 一 200……100 一 2 0 0 行 の リス ト を 表示 し ます 。 B 
(4) LIST 100 一 ……・…・…1 0 0 行か ら 最後 まで の リス ト を 表示 し ます 。 A 
(5) LIST 一 2 00……………2 0 0 行 ま で の リス ト を 表示 し ます 。 5) 
@ プ ログ ラム リス ト の 表示 を 途中 で 止め た 場合 は 、 了 還 9 キー を 押し ます 。 た だ 


だ し 、 こ の 状態 で は プロ グラ ム の 修正 は で きま せん 。 
プロ グラ ム を 修正 し た いと き は 、|C TRI | 二 | STOP | キー を 押し て くだ さい 。 


また 、 プ ログ ラム リス ト の 表示 を 再開 させ る と き は 、 も う 一 度 | S TO 
し ます 。 


| キー を 押し 、 続 いて 賠 キー を 押し て も 同じ で す 。 

「LL 1ST」 に する と 、 画面 に 表示 する か わり に 印刷 し ます 。 た だ し 、 プ リン タ が 
接続 され て いな けれ ば 印刷 で きま せん 。 

念 行 番号 を 1 、2 、3 、4……… と 順に つけ て いっ て も いい の で す が 、 入 力 し 忘れ た 行 
を あと か ら 入 れ た り 、 順 序 を 入れ 替え た り で きる よう に 1 0 行 ご と に つけ る の が 普通 
で す 。 た と えば 、3 0 行 と 4 0 行 の 間 で 実行 させ た い 命 令 が あれ ば 、 3 5 行 と いう 行 
番号 を つけ る と 、 パ ソコ ン が 自動 的 に 3 0 行 と 4 0 行 の 間 に 入 れ て 実行 し て くれ ます 。 


圏 行 を 削除 する (DELETE : デリ ー ト ) 


必要 の な い 行 を 消し た いと き は 、DEL ETE 病 令 を 使い ます 。 
⑪) 3 0 ( 行 番号 を 入力 し 賠 キー を 押す ) …… 3 0 行 を 削除 し ます 。 


向 DELETE 106 一 200 こ いこ" の 1 0 Um を 6 0 生 大 前 際 し ます 。 
則 DELETE 一 800 の "の < つや orosam ま 0 U 行 まで 前 隊 し まず 。 


"| 指定 され た 行 が 存在 し な いと エラ ー に な り ま す 。 プ ログ ラム リス ト を 表示 し て 
削除 する 行 を 確認 し 、 も う 一 度 D EL E TE 命令 を お こ な っ て くだ さい 。 


プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


一 行 番号 を 整理 する (RENUM: リナ ン バ ー) 


行 の 削除 や 挿入 を お こ な う と 、 行 番号 の 間隔 が 不 規則 に な り ま す 。 これ を も と の よう に 
規則 正しい 間隔 の 行 番号 に な お す の が R E N UM 命令 で す 。 


| と 入力 し た 後 、 回 キー を 押し ます 。 


R E N UM 命令 に は も っ と 高度 な 使い か た も あり ます が 、 こ こ で は 行 番 号 が 1 0 で は 
じ ま り 、 1 0 間隔 の 行 番号 に 並べ な お す 命 令 だ と 覚え て お いて くだ さい 。 
GOTO 命 令 の よう に 相手 先 の 行 番号 が 変わ る と き は 、 自 動 的 に 変更 され ます 。 


較 プ ログ ラム に 説明 を 入れ る (REM : リマ ー ク ) 


わか りや すい プロ グラ ム づ くり の コツ は 、 プ ログ ラム の 中 に いろ いろ な 説明 文 を 入れ て 
お く こ と で す 。 長 い プ ログ ラム に な る ほど 、 ど こ で 何 を 命令 し て いる の か わか り に くく 
な っ て くる の で 、 修 正 を する と き に た い へ ん 役に立ち ます 。 プ ログ ラム を 実行 する と き 
に は 無視 され ます の で 、 自 由 に 何で も 書き 込ん で お け ま す 。 


(1) 30 REM けい さん 
居 3U “ な イザ サン 
(3) 50 INPUT A “A は 1 ぺん の な が さ 


人 「R EM」 の か わり に 「" (アポ スト ロフ ィ ) 」 で も 同じ で す 。 
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プロ グラ ム を 作っ て みよ う 


ここ まで 説明 し て きた 病 令 は わか っ て も ら え た で し ょ うか 。 
も し 、 わ か ら な いと ころ が あれ ば 、 最 初 か ら 読 みな お し て くだ さい 。 ま た 、 市 販 さ れ て 
いる BAS 1C の 本 な ど を 参考 に する の も よい で し ょ う 。 


さて 、 次 ペー ジ か ら は 、 簡 単 な お プロ グラ ム 例 と その プロ グラ ム の 動作 内 容 を 説明 し て い 
きま す 。 実際 に プロ グラ ム 例 の 通り 入力 し 、 楽し みな が ら 各 命令 を マス ター し て いっ て 
くだ さい 。 プ ログ ラム の 一 部 を 改造 し て 、 あ な た 独自 の 新しい プロ グラ ム の 作成 に 挑戦 
し て み ま し ょ う 。 


た だ し 、 次 の こと は 忘れ な いで くだ さい 。 


$ 新 し い プ ログ ラム を 入力 する 前 に は 、 か な ら ず 韻 を 入力 し て くだ さい 。 
前 に 入力 し た プロ グラ ム を 消す た めで す 。 電源 スイ ッ チ を 入れ た 直後 の と き は 必要 あ 
り ま せん が 、 慣 を つけ る た め お こ な っ て くだ さい 、。 


ぐ (AUTO : オー ト ) 賠 を 入力 し て お く と 、 固 キー を 押す た びに 行 番号 
が 自動 的 に 出 て くる の で 便利 で す 。 


AUT O を 止め る と き は + キー で す 。 


名 行 を 入力 し た り 訂 正 し た り し た 後に は 、 必 ず 周 キー を 押し て くだ さい 。 


@ プ ログ ラム 入力 後 は (L 1 ST : リス ト ) 回 キー を 押し て プロ グラ ムリ ス 
ト を 表示 させ 、 間 違い が な いか 確認 し て くだ さい 。 間 違い が あっ た 場合 は 、「 文 字 の 
修正 の し か た を 覚え まし ょ う (177 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し て 、 訂正 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム の 実行 は 四 証 市 (RUN : ラン ) キー で す 。 
「Syntax errOor」 な どの エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 人 は 、「 プ ログ 
ラム が 正しく 実行 で き な か っ た と き は ( 必 189 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し て 、 訂正 し て くだ 
さい 。 


人 プ ログ ラム の 実行 を 止め る と き は 、 


革 の ー の ァ ロ 仙 


プロ グラ ム を 保 邊 する に は 


一 度 作 成 し た プロ グラ ム は 、 そ の 時 は パソ コン の メモ リ 内 に 記憶 され て いま す が 、 一 度 
電源 スイ ッ チ を 切っ て し まう と 、 す べ て 消え て し まい ます 。 ぞ こ で 、 プ ログ ラム を 保存 
し た い 場 合 、 そ の プロ グラ ム に 名 前 を つけ て フロ ッ ピー ディ スク や カセ ッ ト テ ー プ な ど 
に 保存 し な けれ ば な り ま せん 。 再び その プロ グラ ム を 実行 させ た いと き は フロ ッ ピー デ 
ィ ス ク や カセ ッ ト テ ー プ か ら パ ソコ ン の メモ リ に 呼び 出し ます 。 

ここ で は 、F S 一 A 1 F 内 蔵 の フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 使っ て 、 フ ロッ ピー ディ 
スク に プロ グラ ム を 保存 し た り 、 呼 び 出 し た りす る 方 法 を 説明 し ます 。 


第 1 章 準備 編 の 「 フ ロッ ピー ディ スク の 出し 入れ の し か た 」(⑤ 42 ペ ー ジ ) 
「 フ ロッ ピー ディ スク に つい て 」(⑤ 43 ペ ー ジ ) を まだ 読ん で いな いか た は 、 
先 に そちら を 読ん で お いて くだ さい 。 


%o-o>o 碧 


但 フ ァイル に つい て 


保存 や 呼出 の 操作 を 行う と き 、 プ ログ ラム や デー タ を まとめ て 「 フ ァイル 」 と 呼び ま 
す 。 
その ファ イル に は パソ コン が 理解 で きる よう な 形式 で 名 前 を つけ る こと が 必要 で す 。 
この よう な 形式 の 名 前 を 「 フ ァイル スペ ッ ク 」 と 呼び ます 。 


ZA:SAMPLE. BAS“ 


拡張 子 (3 文字 以内 ) 
ファ イル 名 (8 文字 以内 ) 
デバ イス 名 (A、B、 な ど と “": う 


デバ イス 名 は 保存 や 呼出 を 行う 相手 の 装置 示し ます 。 内蔵 の フロ ッ ピー ディ スク ド 
ライ ブ の 場合 は 、A : (また は B : ) で す 。 デ バイ ス 名 が A : の と き に は 、 省 略す る 

こと が で きま す 。 デ バイ ス 名 は 、 増 設 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を スロ ッ ト に 接続 

し て いる と き に は 、 変化 し ます 。 使 用 する 増設 フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 取扱 説 

明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム を 保存 する に は 


ファ イル 名 は ファ イル その も の を あら わす 名 前 で 、 省 略 は で きま せん 。 英 数 字 、 カ タ 
カナ 、 ひ ら が な が 使用 で きま す 。 た だ し 、 先 頭 の 一 文字 は 数 字 は 使え ませ ん 。 (フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク で は 8 文字 以内 、 カ セッ ト テ ー プ で は 6 文字 以内 で つけ ます 。) 


拡張 子 は パソ コン の た めで は な く 使 用 する 人 の た め に 用 意 さ れ て いる 部 分 で 、 フ ァ イ 
ル の 種類 な ど を し めす 文字 を 3 文字 以内 で つけ ます 。 省略 し て も か まい ませ ん 。 使 え 
る 文字 の 種類 は ファ イル 名 と 同じ で す 。 市 販 の ソフ ト な ど で は 、 そ の ソフ ト が 扱う デ 
ー タ の ファ イル か どう か を 見 分 ける の に 特定 の 拡張 子 を つけ て 保存 し た り し ます 。 


田 フ ロッ ピー ディ スク を 準備 し まし ょ う 


新しい フロ ッ ピー ディ スク を 使っ て プロ グラ ム や デー タ を 保存 する に は 、 必 ず 「 フ ォ 
ー マ ッ ト 」 と 呼ば れる 準備 作業 を し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ を 「 デ ィ ス ク の 初期 化 」 
と 呼ぶ こと も あり ます 。 

フォ ー マ ッ ト と は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 境界 線 の 役割 を する デー タ を 書き 込ん で フ 
ロッ ピー ディ スク を 多く の 区 画 (セク タ ) に 分 け 、 そ の 内 側 を きれ い に 消 すこ と で す 。 
ー 度 フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク は 、 次 か ら フ ォ ー マ ッ ト し な いで 使え ます 。 
フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い フ ロッ ピー ディ スク や MS X 以 外 の 機種 の パソ コン で フォ 
ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピー ディ スク は 、 使 えま せん 。 

MSX DISK _ BASIC で は 、「FORMA T (フォ ー マ ッ ト ) 」 と いう 命令 
を 使っ て この 作業 を し ます 。 ( MSX DISK _ BASICZMSX-ーDOS 使 
用 説明 書 ) 

し か し 、F S 一 A 1 F の 付属 ソフ ト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 に は 、 画 面 に 表示 され る 指示 
に し た が っ て キー を 押す だ け で フロ ッ ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 機能 が あり ま 
す 。 こ の 機能 を 使え ば 初め て の 人 で も 簡単 に フォ ー マ ッ ト を 行う こと が で きま す の で 、 
どう ぞ 利 用 し て くだ さい 、。 


・ す で に プロ グラ ム や デー タ の 保存 され て いる フロ ッ ピー ディ スク を フォ ー 
マッ ト し ます と 、 ぞ その デー タ は すべ て 消え て し まい ます 。 

フォ ー マ ッ ト す る 前 に フロ ッ ピー ディ スク の 確認 を し て くだ さい 、。 

・ 付 属 の フロ ッ ピー ディ スク は フォ ー マ ッ ト 済 み で 、 各種 の 付属 ソフ ト が 保 
存 さ れ て いま す 。 絶対 に フォ ー マ ッ ト し な いで くだ さい 。 


ーー の PP 冊 


プロ グラ ム を 保存 する に は 


較 プ ログ ラム を 保存 し まし ょ う (S AVE : セー ブ ) 


作成 し た プロ グラ ム を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する こと を 「 セ ー ブ す る 」 と いい ま 
す 。 こ の と き に 使う 病 令 が 「SAVE」 で す 。 


① まず 、 フ ォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 


入れ ます 。 
の ② プロ グラ ム に 名 前 を つけ て 入力 し 、 キー を 押し ます 。 フ ァイル スペ ッ ク の 形 


和装 〇 一 の と の 


式 に 合わ せ て 、 好 き な 名 前 を つけ て くだ さい 。 


③ アク セス ラン プ が 点灯 し 、 セ ー ブ が 始ま り ま す 。 保存 が 終わ る と 画面 に 「0k」 
と 表示 され 、 ア クセ スラ ンプ が 消え ます 。 


④ ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 


曹 | 画面 に 「Ok」 と 表示 され て アク セス ラン プ が 消え る まで 、 デ ィ ス ク を 取 
り 出 し た り 、 リ セッ ト ボ タン や ポー ズ ボ タ ン を 押し た り 、 電 源 ス イッ チ を 
切っ たり し な いで くだ さい 。 フ ァイル が 壊れ て し まい ます 。 と き に は フロ 
ッ ピー ディ スク が 壊れ る こと すら あり ます 。 


園 プ ログ ラム を 呼び 出し まし ょ う (LOAD : ロー ド ) 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム を パソ コン の メモ リ に 呼び 出す こと 
を 「 ロ ー ド する 」 と いい ます 。 
この と き に 使う 命令 が 「L OAD」 です 。 呼 び 出し は 保存 と 同じ 要領 で お こない ます 。 


① まず 、 プ ログ ラム の セー ブ プ し て ある フロ ッ ピー ディ スク を 、 内 蔵 フ ロッ ピー ディ 
スク ドラ イブ の 中 に 入れ ます 。 


回国 層 上 還 回 還 目 回 還 目 9 


と 入力 し ます 。 フ ァイル 名 は 、 保 存する と き に 使っ た 名 前 で す 。 
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プロ グラ ム を 保存 する に は 


③ アク セス ラン プ が 点灯 し て 、 ロ ー ド が 始ま り ま す 。 
ロー ド が 終わ る と 、 ア クセ スラ ンプ が 消え 、 画 面 に 「Ok 」 と 表示 され ます 。 


(〈④ ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し ます 。 


画面 に 「O k 」 と 表示 され て アク セス ラン プ が 消え る まで 、 フ ロッ ピー 
ディ スク を 取り 出さ な いで くだ さい 。 フ ァイル が 壌 れる こと が あり ます 。 


正しく 呼び 出さ れ て いる か どう か を 確か め る た め 、 キー を 押す か 、 
と 入力 し た あと 回 キー を 押し て プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 


圏 フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー を と る に は 


せっ か く フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し た プロ グラ ム や デー タ も 、 誤 っ た 操作 を すれ ば 
消え て し まっ た り 壊れ た りす る こと が あり ます 。 

大 切な プロ グラ ム や デー タ は 別 の フロ ッ ピー ディ スク に コピ ー し て お きま し ょ う 。 
(これ を 「 バ ッ ク ア ッ プ を と る 」 と いい ます 。 ) 

で きる だ け 元 の フロ ッ ピー ディ スク は 使わ ず に 、 バ ッ ク ア ッ プ し た フロ ッ ピー ディ ス 
ク を 使う よう に し まし ょ う 。 

MSX DISK _ BASIC で は 「COP Y (コピ ー) 」 と いう 命令 を 使っ て コピ 

ー し ます 。 (や MSX _ DISK BASIC プ MSXーDOS 使 用 説明 書 ) 


重り ー の ァ ロ 


し か し 、 付 属 の ソフト 「 デ ィ ス クツ ー ル 」 に は 、 画 面 に 表示 され る 指示 に し た が っ て 
キー を 押す だ け で 、 フ ァイル コピ ー や フロ ッ ピー ディ スク 内 の すべ て の ファ イル の 連 
続 コ ピー を 行う 機能 が あり ます の で 利用 し て くだ さい 。 

た だ し 、 市 販 の ソフ ト の 中 に は 、 コ ピー を 防止 する 処置 (コピ ー プ ロ テ ク ト ) が 行わ 
れ て いる た め 、 こ れ ら の 方 法 で は コピ ー を と れ な いも の が あり ます 。 


BAS 1C の 入力 待ち の 状態 (カー ソル が 表示 され て いる 状態 ) で 、 
① オリ ジ ナ ル の ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 書き 込み 禁止 位置 (が 見 える 
位置 ) に 動か し ます 。 


② オリ ジ ナ ル の ディ スク を ディ スク 差し 込み 口 に 差し 込み ます 。 


笠 〇 ー の と の 
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③ 


MIE 


賠 同 岡 岡 同 同 回 国 同 同 剛 
と 入力 し ます 。 


アク セス ラン プ が し ば らく 点灯 し た 後 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


InSert disSkette fOr driVvVe B: 
and Strike 2 key when 「ead ソ y 玉 


ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て オリ ジ ナ ル の ディ スク を 取り 出し ます 。 


コピ ー 先 の ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ が 書き 込み 可能 な 位置 に ある こと を 
認 し て か ら 、 デ ィ ス ク 差 し 込み 口 に 差し 込み ます 。 


キー を 押し ます 。 


アク セス ラン プ が 点 減 し 、 コ ピー が 始ま り ま す 。 

「O k 」 と 表示 され た ら コ ピー 完了 で す 。 

プロ グラ ム や デー タ が 大 きす ぎ て 一 度 に コピ ー で き な い 場合 は 、 再 び 次 の よう に 
表示 され ます 。 


InSert diSkette fO「 drTIVe A: 
and Strike aa key When 「eady 罰 


ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て コピ ー 先 の ディ スク を 取り 出し 、 オリ ジ ナ ル の 
ディ スク を ディ スク 差し 込み 口 に 差し 込み ます 。 


周 キー を 押す と 、 再 び 次 の よう に 表示 され ます 。 


|nSert disSkette foOr driVve B: 

and Strike 82 key when 「eady 副 
表示 に し た が っ て ステ ッ プ ④ か ら ス テッ プ まで の 操作 を 「Ok」 が 表示 さ 
れる まで 、 繰 り 返 し ます 。 


誤っ て オリ ジ ナ ル の ディ スク に コピ ー し て し まわ な いよ う 、2 枚 の フロ ッ 
ピー ディ スク を ディ スク 差し 込み 口 に 入れ る 順序 に 気 を 付け て くだ さい 。 


通常 、 短 い プ ログ ラム で も 2 ~ 3 回 、 長 い プ ログ ラム で は 十 数 回 の 繰り 返し が 必要 な 
喝 合 が あり ます 。 (「COMMAND. COM」 の 場合 は 2 回 で す 。) 
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『 圭 


FE: 
日 


PO 
ロ 
ene 

PD 


ae 


サン プル プロ グラ ム 


eeae 


se 
す ド 
4 
FE に 


| 
rd Gi FI 
しく 
FI EE LE 
トー …・ っ 


ee 
CS 症 語 KT 


Hi krPHE TI PE FT 


ae] 


ャ ae 


… 


に 8 
*… 
由 

| 


トー 十 


se aa に いい 
| 昌 
ce と いく 


wo 4 


PA 
HCS 議 生 和 | 


UE 


2 m マ の 一 の 〇 購 


ーー 
Lo iL5J 


*F Hi ! 
に に 4『 


OL 


202 


いつ で も 
お 役に立ち ます よ ! 


第 6 草 貨 料 編 


この 章 で は 、 

FS 一 A1F の 仕様 や BASIC・MSXーDOS・ 
付属 ソフ ト で 表示 され る エラ ー メ ッ セー ジ な どの 他 
に 、 何 か 異常 な こと が 起き た と き の 点 検 の し か た や ア 
フタ ー サ ービス に つい て の 約束 ご と 、 保 証 規定 な ど を 
収録 し て いま す 。 
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" 5 0 音 の 対照 


金 江 音 ・ ギ 濁音 の 対照 


GO 
2 用 台 


DO 
ホ ヾ BO 
ホ ” PO 


文 印 は 付属 ソフ ト の み で す 。 


0U4 


ロー マ ・ か な 変換 表 


金 拉 音 、 促 音 の 対 賠 


キャ  KYA キュ  KYUI| キ ェ KYE| キ ョ KYO 
キバ ャ GYA キバ ュ GYU | キバ ェ エ GYE | キ ヾ バ ョ GYO 


SYU| シ ェ SYE| シ ョ SYO 
SHE SHO 
ツジ S エ ZYE| 選 呈 ZYO 
コ Ji YO 
JE 


ZYU 
JYA JYI JYU 
JU 


CHO 
し \E CYO 
T \ を TYO 


| チャ DYA| チ \ ィ DYI| チ \ ュ DYU] チ エ DYE| チ \ ョ DpYO 
NYE| ニ = ニョ NYO 
ヒュ = HYU| ヒ ェ HYE|E ョ HYO 
ヒュ BYU| ヒ \ ェ エ BYE | ヒ \ ョ BYO 
ピュ PYUI ヒ エ PYE| ヒ ョ PYOI 
フュ FYU| フ ェ FYE| フ ョ FYO| 
ミュ MYU| ミ ェ MYE| ミ ョ MYO 
リュ RYU| リ ェ RYE| リ り ョ RYO 


けり | ウ 年 WVEI ウ み ウド ォ VO 


ヒ ャ  HYA 
ヒバ ャ BYA| ヒバ イィ 
ピ ャ PYAI ビ イィ イ PYI 
ファ F A | フィ 
F YA 
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漢字 区 点 コ ー ド 表 
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号 
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魚 | 生 | 触 ] 巡 | 厩 | 浦 | 瓜 | 閉 | 噂 


栄 | 永 | 泳 | 洩 | 瑛 ] 策 | 用 


榎 | 膝 | 円 | 園 | 堀 | 奄 ] 宴 | 延 | 息 | 挫 | 援 | 沿 | 演 | 括 | 和 | 煙 | 燕 | 猿 | 縁 | 上 


| 複 | 賞 | 鳴 | 黄 | 岡 | 沖 


了 の 
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字 区 点 コ ー ド 表 


J 1 5S 第 1 水準 漢 


着 


鯉 | 叶 


邊 | 駒 


駆 


月 | 件 | 偽 


頭 | 験 | 鹸 


章 | 学 | 知 | 楽 


EE 


柿 ] 珠 | 釣 
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鏡 | 響 | 雲 | 向 | 仰 | 凝 | 発 | 暁 | 業 


上 


名 | 区 | 狗 | 区 | 短 | 基 


野 | 革 


澤 | 警 | 星 


| 旗 || 期 | 横 | 生 


| 均 | 店 | 錦 | 所 | 克 | 錠 | 克 | 禁 | 高 | 筋 | 緊 | 


九 | 倶 


桁 | 傑 | 欠 | 決 | 潔 炎 | 結 | 血 | 計 


県 | 肩 見 | 謙 | 賢 | 軒 | 道 ] 鍵 | 険 
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冠 | 因 


四 | 協 | 民 | 如 | 思 
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| 街 | 該 | 鎧 


獲 | 確 | 稚 | 覚 | 角 | 称 | 較 | 郭 | 間 | 隔 


所 | 鈴 ] 潟 | 割 | 喝 | 愉 | 括 | 活 」 潟 | 滑 | 葛 | 褐 | 轄 | 且 


0 


| 


載 | 撃 | 激 | 春 


宰 | 木 | 稼 | 箇 


渓 | 星 | 生 | 系 | 経 | 継 | 机 


可 


刈 ) 六 | 胡 | 乾 


火 | 


嬉 | 寄 | 岐 | 希 | 幾 | 忌 | 揮 |4 


橋 | 況 | 狂 |? 


健 | 兼 | 券 | 剣 | 喧 | 較 | 堅 | 嫌 


式 ] 人 ] 代 | 喝 | 競 


| 検 | 権 ] 率 ] 犬 | 貞 | 研 | 利 
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漢字 区 点 コ ー ド 表 


J IS 第 1 水 


胞 | | 潤 性 5 回 還 目 記 H| | 肌 | | 須 陣 | 回 地 担 | | 吉 
吾 | | 崇 還 回 較 図 団 図 園 四国 回 回 回 較 回 自 還 還 因 

国 較 世 還 円 園 自 団 較 較 較 園 四 還 回 較 回 回 還 還 回 較 世 

四 回 還 固 較 回 E 板 円 国 回 回 四 園 自国 図 回 生還 EE 軒 図 図 較 較 
較 還 回 四 国 固 民 医 四 置 回 四 回 較 回 較 還 E 回 軒 回 回 較 上 皿 還 
還 還 較 回 回 加 | 回 軒 回 図 回 較 回 関 回避 国 因 回 較 回 回 ァ 財 回 
回 回 EE 還 加 回 E 乗 司 回 軒 回 回目 回 回 較 固 回 回 回 回 回 還 図 還 回 自 回 
回 回 回 図 局 回 回 四 ES 回 較 国 回 剛 回 回 較 図 図 回 各回 団 軒 還 回 回 回 < 
EE 軸 回 回 回 回 EK 回 園生 回 回 回 還 園 図 回 回 自国 国 較 上 回国 固 
還 E 較 民国 国 較 江 回 回 国 還 回 還 還 回 図 回 回 生還 自生 固 国 自 
回 回 回 回 国 回 較 EN EE 半 邊 E 加 国有 回 回国 円 加 | 
回 回 国 回 回 四 回 回 回 同 回 国 還 回 四 回 同 較 時 自 回 円 還 思 

| | ーー 

和 中 | 回 図 回 回 上 四半 回 員 鐘 回 較 回 円 回 回 回 | 
k| 和 | 加 所 同 図 図 国 図 周回 外因 国 国 園生 図 国選 
EE 図 回 加 四 白 回 較 E 還 回 自国 軒 回 回 回 国 回 
国生 回 回 回 回 図 回 因 還 3 軸 還 回 還 較 回 還 回 因 四 
EE 図 四 図 較 較 還 較 図 図 回 思 
癌 EHESE 問 還 回 較 回 四 層 回 固 選 
回 回国 回 EE4E3 思 回 国 較 還 

回 国 回 EmEHEE3 ヨ 四 
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字 区 点 コ ー ド 表 


ゞ 
/ 


J1S 第 1 水準 


穫 睦 
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J 1S 第 1 水準 漢字 区 点 コ ー ト 表 


画数 の 多い 漢字 に つい て は 、 表 示し た 文字 、 ま た は 印刷 し た 文字 を 
か ん た ん に し て いる 場合 が あり ます 。 


ト FoSmPUV | 


用 
J | 5S 弟 2 水準 送 字 フ ォ ン ト の 使い か た 


付属 の フロ ッ ピー ディ スク に は 、「JIS2. FNT」 と いう ファ イル が 入っ て いま 
す 。 こ の ファ イル は 、 当 社 製 ワ ー プ ロ プ リン タ F S 一 PW 1 を お 持ち の か た に JIS 
第 2 水準 漢字 を お 使い いた だ く た め の デー タフ ァイル で す 。 


F SーPW 1 を お 持ち で な いか た に は 、 お 使い いた だ け ま せん 。 


圏 接続 の し か 記 


① FS 一 PW 1 の 取扱 説明 書 を 参照 し 、 本 機 と F SーPW 1 を 接続 し ます 。 
※ こ こ で は まだ 、 電 源 ス イッ チ を 入れ な いで くだ さい 。 


② FS 一 PW 1 と テレ ビ の 電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 
F S 一 PW 1 の 電源 スイ ッ チ の 入れ か た は 、F S 一 PW 1 の 取扱 説明 書 を お 読 
くだ さい 。 


③ 本 機 の 電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 
F S 一 PW 1 内蔵 ソフ ト の メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ます 。 


田 使 いか た 
「JIS. FNT」 は 、F S 一 PW 1 に 内 蔵 さ きれ た ワー プロ 、 住 所 録 / 名 刺 帳 ソ フト 


を 使用 中 に 、J | S 第 2 水準 の 漢字 が 必要 に な っ た と き に 使い ます 。 
これ 以降 の 説明 は 、F S 一 PW 1 の 取扱 説明 書 を 参照 し な が ら お 読み くだ さい 。 


@ ワ ー プ ロ で 使う 場合 


ワー プロ で は 、J 1 S 第 2 水準 漢字 を 外字 と し て 登録 し て 使用 し ます 。 
ワー プロ の 編集 画面 か ら 、 


〇 (5H 語 | + 用 記 ) キー を 押し て 、 外 字 登 録画 面 を 表示 させ ます 。 
(F S 一 PW 1 取扱 説明 書 1 0 8 ペー ジ 参 昭 ) 
② 較 キー を 押す と 、 画 面 に 「 外 字 作成 」 の 表示 が で ます 。 


F S 一 PW1 用 JIS 第 2 水準 漢字 フォ ント の 使い か た 


| (の T| キー を 押す と 、 画面 下 に 「 フ ォ ン ト 呼 出 」 と 表示 され ます 。 
CF S 一 PW 1 取扱 説明 書 1 0 9 ペー ジ 参 照 ) 
@ の | (5 丁 | + 隔 信 ) キー を 押す と 、 画面 右 上 に 記号 ・ コ ー ド 入力 の メ 
ニュ ー が 表示 され ます 。 
2 
記号 | コー ド 
⑥ キー を 押す と 画面 右上 の 表示 が 下 の よう に 変わ り 、 漢 字 が 区 点 コ ー ド で 入 


ee ド 入 用 区 点 


⑥ JIS 第 2 水準 漢字 区 点 コ ー ド 表 ( 〇 215 ペ ー ジ ) を 参照 し て 、 必 要 な 漢字 の 区 
点 コ ー ド を 調べ ます 。 
例 と し て 「 鉄 ]」 (は さ み ) と いう 字 を 入力 し て み ま す 。 
「 灸 」 は 、 区 コー ド が 「 7 8 」、 点 コー ド が 「8 7 」 で す 。 


肝 力 で きる よう に な り ま す 。 
次 
料 
編 


② まず 区 コー ド を 入力 し ます 。 図 キー、 続 いて 較 キー を 押し ます 。 


カー ソル キー 図 を 押し て 、 表 示 の 中 の 赤い 部 分 (カー ソル ) を 右側 の 「 点 」 の 
位置 に 動か し ます 。 


「 鉄 」 の 点 コ ー ド を 入力 し ます 。 関 キー、 続 いて 団 キー を 押す と 、 下 の よう 
に 表示 され ます 。 


ロー ド 入 旭 7 8 回]8 7 財 


※ 入 力 す る コー ド を まち が えた 場合 は 、 カ ー ソ ルキ ー 国 で 、 ま ち が え た 場所 
に カー ソル を 移動 させ て か ら 、 正 し い コ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


⑩ コー ド を 入力 し た ら 、 内 蔵 ド ライ ブ に 「 J 1 S 2 . FNT」 の 入っ て いる 付属 の 
フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て 、 | 6LSZHOME | キー を 押し ます 。 フ ロッ ピー ディ ス 
ク か ら 「 鉄 」 の フォ ント (書体 ) を 読み 込ん で 、 画 面 の 上 部 に 表示 し ます 。 
(この と き 、 画面 の カー ソル 位置 に は 、「*」 が 表示 され ます ) 


FS 一 PW1 用 JIS 第 2 水準 漢字 フォ ント の 使い か た 


⑪ 再び 、| GLS/HOME | キー を 押し ます 。 
画面 下 に 外字 登録 リス ト が 表示 され ます 。 


画面 1 
四 還 回 田 罰 
回 団 加 回 回 


⑫ 較 か ら 賠 まで の 表示 の うち 、 外 字 の 登録 され て いな いと ころ を 1 つ 選 ん で 、 


その 番号 の キー を 押し ます 。 ぞ その 番号 に 「 鉄 」 が 登録 され 、 表 示さ れ ま す 。 


画面 
員 提 
上 加 回 


※ も し 、 半 か ら 圏 まで の すべ て に 人 外字 が 登録 され て いる 場合 は 、 カー ソル キー 
図 を 押し て 表示 を 画面 に 2 に 切り 換え 、 空 いて いる 番号 を 探し ます 。 画面 2 も 
すでに いっ ぱい な ら 、 不 要 な 外字 を 1 つ 選 ん で その 番号 の キー を 押し ます 。 す る 
と 、 登 録 さ れ て いる 外字 が 「 鉄 」 に 置き 換わり ます 。 


⑬ 番号 の キー を 押す と 、 「 こ れ で いい で すか ?」 と 確認 を 求め る 表示 が で ます 。 
| キー を 押す と 、 そ の 番号 に 外字 と し て 登録 され 、 編 集 画面 に 戻り ま 


ME| キー の 代わ り に キー を 押す と 、 登 録 せ ず に 編集 画面 に 戻り ま 


す 。 


※ 登 録 し た 漢字 を 文章 中 に 入力 する と き は 、 自 分 で 作成 ・ 登 録 し た 外字 と 同様 の 操 
作 を 行い ます 。 (F S 一 PW 1 取扱 説明 書 層 1 1 0 ペー ジ ) 


FS 一 PW1 用 JIS 第 2 水準 漢字 フォ ント の 使い か た 


で 住所 録 ノ 名 刺 帳 で お 使い に な る 場合 


住所 録 ノ 名 刺 由 で は 、 ド ライ ブ A に 「JIS2. FNT」 の 入っ た フロ ッ ピー ディ ス 
ク が 入っ て いな いと 、J | S 第 2 水準 漢字 は 「※」 印 で 表示 され 、 印 刷 で きま せん 。 
文書 の 保存 、 呼 出 を する と き を 除い て 、 常 に 「J1S2. FNT」 の 入っ た フロ ッ 

ピー ディ スク を ドラ イブ A に 入れ て お いて くだ さい 。 


① 「JIS2. FNT」 の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ A に 入れ ます 。 


) キー を 押す と 、 画 面 克 下 に 「 1 記号 」「2 区 点 ] 
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[。 


較 キー を 押す と 、 下 の よう に 表示 され ます 。 


区 点 | 画 


④ 付録 の J | S 第 2 水準 漢字 区 点 コ ー ド 表 (⑤ 215 ペ ー ジ ) を 参照 し て 、 必 要 な 漢 
字 の 区 点 コ ー ド を 調べ ます 。 
例 と し て 、「 謎 」 (あざ み ) と いう 字 を 使い ます 。 
「 茜 」 は 区 コー ド が 「 7 3 」、 点 コー ド が 「3 7 」 に な っ て いま す 。 


| 圏 [GLS/HOME | キー を 順番 に 押し ます 。 
し ば らく し て 、 画面 上 部 に 表示 され て いる 住所 録 ノ 名 刺 由 の 中 の カー ソル の 位置 
に 「 区 」 が 表示 され ます 。 


名 前 | 道端 解 還 」 


| キー を 2 回 押す と 、 元 の 入力 画面 に 戻り ます 。 
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秦 | 右 | 確 | 秦 | 夏 | 秦 | 人 | 礁 | 大 | 信 | 傍 


| 槍 | 株 | 和 | 麻 | 模 | 血 | 橋 | 桶 


呈 | 貞 | 
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付属 


ソフ ト エ ラー メッ セー 


PD * Lo ル ・ カ ー Lo 


県 内 
プロ ッ ツー ツィ 
スク の 記憶 領域 
が 足り な い 、 ま 
た は 保存 され て 
いる ファ イル の 
総数 が 1 1 2 個 
に 達し て いる 
カー ド フ ァイル 
の 結合 の 際 に 、 
カー ド の 合計 枚 
数 が 100 枚 を こ 
えた 
カー ド フ ァイル 
の 呼出 の 際 に 、 
その 種類 の カー 
ド の ファ イル が 
フロ ッ ピー ディ 
スク の 中 に 保存 
され て いな い 
カー ド フ ァイル 
で 新規 作成 や 呼 


出 を 行っ た あと 、 


フロ ッ ピー ディ 
スク を 入れ 替え 
て か ら 内 容 の 変 


| 更 を 行 お うと し 


だ 


ン 表 


ESC | キー を 押し て 表示 を 消し 、 別 の 
フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 内 蔵 ド ライ ブ に 入れ て か ら 、 あ ら 
た め て 操作 を 繰り 返す 。 (操作 に よっ 
て は 、 付 属 ソ フト を コピ ー し た ディ ス 


| ク が 必要 な 場合 が あり ます 。) 


ぐ 100 枚 に な る まで 結合 する と き は 、 
回 キー を 押す 。 

ぐ 結合 を 取り 止め る と き は 、| BSC | 
キー を 押す 。 


キー を 押し て 表示 を 消し 、 

・ フ ロッ ピー ディ スク を まち が えて い 
な いか 

・ フ ァイル 名 を まち が えて いな いか 
・ カ ー ド の 種類 を まち が えて いな いか 
確認 する 


キー を 押し て 表示 を 消し 、 元 の 
フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ライ ブ に 

入れ て 最初 か ら や り 直 す 。 

(別々 の フロ ッ ピー ディ スク の ファ イ 
ル を 結合 し よう と し た と き は 、 元 の 
ファ イル の 中 身 が こわ れる こと が あ 
り ま す の で 、 お 止め くだ さい 。) 


圏 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 


付属 ソフ ト エ ラー メッ セー ジ シ 表 


は 壊れ て いる 


カー ドラ ァイル 

の 新規 また は 保 | 上 書き を する と き は 、 還 | キー を 押 
存 で 、 す で に 、 そ | す 。 

の フロ ッ ピ ー デ | 多 上 書き を し な いと き は 、 | 認 6 | キー 
ィ ス ク に 保存 さ | を 押し て か ら 、 別 の ファ イル 名 を 
れ て いる ファ イ 使っ て や り 直 す 。 

ル 名 を 入力 し た 

ディ みみ ター ル 

で 、 フ ァイル の 
コピ ー を 行う と | 上 書き を する と き は 、 還 キー を 押 
き 、 指定 し た | す 。 に 
ファ イル 名 と 同 | @$ 上 書き を し な いと き は 、 | ES6| キー| 編 
じ 名 前 の ファ イ | を 押し て か ら 、 別 の ファ イル 名 を 
ル が コピ ー 先 の | 入力 する 。 

ディ スク に ある 

カー ド フ ァイル 

で 、 フ ロッ ピー | 必 SG| キー を 押し て 表示 を 消し 、 カ ー 
ディ スク が 内 蔵 | ド フ ァイル の 入っ て いる フロ ッ ピ ー 
ドラ イブ に 入っ | ディ スク を 内 蔵 ド ライ ブ に 入れ る 。 
て いな い 

カー ドラ ファ イル 

で 、 フ ロッ ピー | 必 S 介 | キー を 押し て 表示 を 消し 、 フ 
ディ スク が 書き | ロッ ピー ディ スク を 取り 出し て 書き 込 
込み 禁止 に な っ | み 禁 止 を 解除 する 。 

て いる 

カー ド フ ァイル 

で 、 呼 出 を し た | 上 86| キー を 押し て 表示 を 消し 、 フ 
と き と 異 な る フ | ロッ ピー ディ スク を 取り 出し て 元 の フ 
ロッ ピー ディ ス | ロッ ピー ディ スク と 入れ 替え る 。 

ク が 内 蔵 ド ライ 
| プ に 入っ て いる 

ロッ ピー ディ 

スク が 不良 また | フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 


ZZ1 


交感 軒 
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付属 ソフ ト エ ラー メッ セー ジ 表 


| 


ディ スク ツー ル 
で 、 内 蔵 ド ライ 
プ に フロ ッ ピ ー 
ディ スク が 入っ 
て いな い 状 態 で 
操作 を 行っ た 
ディ スク ツー ル 
で 、 書 き 込 み 禁 
止 の 状態 の ディ 
スク に コピ ー や 
リネ ー ム な ど を 
行 お うと し た 
ドラ イプ が 名 台 
増設 され て いる 
また は 、 増 設 ド 
ライ プ 1 台 と イ 
メー ジ ・ ス キャ 
ナ が 接続 され て 
いる 
カー ド 枚 数 が 10 
枚 の 状態 で 、 カ 
ー ド の 追加 また 
は コピ ー を 行 お 
うど し た だ 

プリ ンタ が 接続 
され て いな いと 
き に カー ギド ファ 
イル の 印刷 を 行 
お うと し た 
プリ ンタ の 電源 
スイ ッ チ が 切れ 
て いる 

プリ ンタ に 用 紙 
が セッ ト さ れ て 
いな い 


内 蔵 ド ライ ブ に 操作 し た い フ ロッ ピー 
ディ スク を 入れ て 、 旧 中 キー を 押す 。 


フロ ッ ピー ディス ク を 取り 出し て 確認 
し て か ら 、 書 き 込み 禁止 を 解除 し て ド 
ライ ブ に 入れ 、 職 キー を 押す 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 、 増 設 ド ラ 
イプ 1 台 を 取り 外し 、 再 び 電 源 ス イッ 
チ を 入れ る 。 

(コン トロ ー ル 立ち 上 げ や シフ ト 立 ち 
上 げ を する と 、 付 属 ソフ ト は 正常 に 
動作 し な く な り ま す 。) 


ES6 | キー を 押し て 表示 を 消し 、 不 要 
な カー ド を 消去 する か 、 別 の ファ イル 
に 追加 する 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 、 プ リン タ 
を 接続 する (⑤ 39 ペ ー ジ ) 


プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 


内 蔵 ド ライ ブ 
(増設 ドラ イブ 
を 接続 し て い 
る と き は 増設 
ドラ イブ ) 

に 付属 ソフ ト の 

入っ た フロ ッ ピ 

ー デ ィ ス ク を 入 

れ て いな いと き 

に 付属 ソフ ト を 

大 克 一 ド し よう 

1。 証 

カー ド フ ァイル 

で 、 内 蔵 ド ライ 

ブ (増設 ドラ イ 

ブ を 接続 し て い 

る と き は 増設 ド 

ライ ブ ) に 付属 

ジラ フト の 入っ た 

フロ ッ ピー ディ 

スク が 入っ て い 

な いと き に 印刷 

を 行 お うと し た 


付属 ソフ ト エ ラー メッ セー ジ 表 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 ドラ イブ を 接続 し 
て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 付属 ソ 
フト の 入っ た フロ ッ ピー ディ スク を 入 
れ 、 国 | キー を 押す 。 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 ドラ イブ を 接続 し 
て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 付属 ソ 
フト の 入っ た フロ ッ ピー ディ スク を 人 入 
れ 、 還 | キー を 押す 。 


共 穫 | 
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2 全 | 


ZZ4 


付属 ソフ ト エ ラー メッ セー ジ 表 


圏 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 


プリ ンタ が 接続 
され て いな いと 
き に 印刷 を 行 お 
うと し た 

プリ ンタ の 電源 
スイ ッ チ が 切れ 
て いる と き に 印 
刷 を 行 お うと し 
た 

プリ ンタ の 用 紙 
が セッ ト さ れ て 
いな いと き に 印 
刷 を 行 お うと し 
だ 
フロ ッ ピー ディ 
スク が 不良 また 
は 壊れ て いる 
フロ ッ ピー ディ 
スク の 記憶 容量 
が 不足 し て いる 
指定 され て いる 
ドラ イブ の 中 に 
プ Biw ピー ディ 
スク が 入っ て い 
な い 
入力 され た ファ 
イル 名 の ファ イ 
ル は 、 フ ロッ ピ 
ー デ ィ ス ク の 中 
に な い 


電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら プ リン タ を 
接続 し 、 再 び 電 源 ス イッ チ を 入れ て 初 
めか ら や り 直 す 


プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て か ら 、 
| スタ ー ト | を 選ぶ 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 


フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 。 


別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て か ら 、 操 
作 を 繰り 返す 。 ま た は フロ ッ ピー ディ 
スク を 入れ て いる ドラ イブ を 指定 し 直 
す 。 


次 の 点 を 確認 し て くだ さい 。 

・ フ ロッ ピー ディ スク を まち が えて い 
な いか 

・ フ ァイル 名 を まち が えて いな いか 
・ ド ライ ブ 指 定 を まち が えて いな いか 


付属 ソフ ト エ ラー メッ セー ジ 表 


イメ ー ジ スキ ャ 
ナ が 接続 され て 
いな い の に イメ 
ー ジ スキ ャ ナ を 
選ん だ 
フォ ー マ ッ ト さ 
れ て な い フ ロッ 
ピー ディ スク を 
操作 し よう と し 
た 
画像 を 保存 する 
と ど 登 に , すでに 
保存 され て いる 
ファ イル と 同じ 
ファ イル 名 を 入 
力 し た 
書き 込み を 禁止 
され て いる 
フロ ッ ピー ディ 
スク に 画像 を 保 
存 し よう と し た 


電源 スイ ッ チ を 切っ て イメ ー ジ スキ ャ 
ナ を 接続 し て か ら 、 電 源 ス イッ チ を 和信 
れ て 初め か ら 操作 を や り 直 す 。 


先 に ディ スク ツー ル で フォ ー マ ッ ト 
(初期 化 ) し て か ら 使用 する 。 
(⑤ 91 ペ ー ジ ) 


上 書き する と き は 、Y E S を 選ぶ 。 


上 書き し な いと き は 、NO を 選ん で 
か ら 別 の ファ イル 名 を 入力 する 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出し て 確認 
し 、 書 き 込み 禁止 を 解 際 し て か ら 保 存 
の 操作 を 繰り 返す 。 

また は 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 
する 。 


5 人 


ZZ5 


本 研 5 10101 


Z 一 8 0 A (クロ ッ ク 周 波数 三 3.579545MHz) 相当 
ROM 4 8KB (MSX BASIC Ver2.0) 
1 6 KB (MSX DISK BASIC) 
1 2 8 KB (JIS 第 1 水準 漢字 ) 
6 4KB (内 蔵 ソ フト , 
単 漢字 変換 ソフ ト ) 

メイ ン R AM 6 4 KB*1 
ビデ オ R AM 128KB 


の Vー9 9 3 8 相当 品 
3 2 字 X 2 4 行 8WX 8H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド *2 
次 4 0 字 X 2 4 行 -6WX 8H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド *2 
| 8 0 字 X 2 4 行 一 6WX 8H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド *2 


256WX1 9 2H ド ッ ト *2 
256WX2 1 2H ド ッ ト *2 
(イン タレ ー ス 時 は 4 2 4H ド ッ ト ) 
5 12WX2 1 2H ド ッ ト *2 
(イン タレ ー ス 時 は 4 2 4 H ド ッ ト ) 
6 4WX 4 8H ブ ロッ ク *2 
(1 ブロッ ク は 4X4 ドット) 
16 色 (5 1 2 色 中 ) また は 2 5 6 色 
ビデ オ 出 力 、R F 出力 、R G B 出 力 
AYー3 一 8 9 10A 相 当 品 
8 オク ター ブ 3 重 和音 出力 十 1 ノイ ズ 出 力 
*1 MSX BAS1C で は 、3 2 KB の アク セス し か で きま せん 。 
*2 一 般 の テレ ビ を 使用 する と き は 、 表 示 画 面 の 左右 の 欠け の た め 表 示 文 字 、 ド ッ ト 数 
は 制限 され ます 。 く わし く は 、「 画 面 表 示 位 置 の 補正 (⑤ 59 ペ ー ジ ) 」 を 参照 し 
て くだ さい 、。 


ZZ6 


仕様 


内 容 
文字 キー (J 1S 配 列 ) 4 9 キー 
デン キー 16 キ ー 
制御 キー、 そ の 他 2 4 キー 
計 8 9 キー 


電源 スイ ッ チ , チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ 
ポー ズ ボ タ ン , リセ ッ ト ボ タン 
ディ スク 取り 出し ボタ ン 
両面 倍 密 度 信 ト ラッ ク (2 DD) 
記憶 容量 1MB (フォ ー マ ッ ト 時 720KB) 
FSK 広 式 
1200 プ 2400 ボ ー 
年 、 月 、 日 、 時 、 分 、 秒 を 記憶 
(バッ テリ ー バ パッ クア ッ プ 機能 付き ) 
2 コ (MSX 標 準 5 0 ピン ) 


2 コ (9 ピン D サ ) 

1 コ (1 4 ピン アン フェ ノー ル ) 

1 コ (8 ピ ン D IN) 

1 コ (RCA ピ ン ) 

1 コ (RCA ピ ン ) 

1 コ (8 ピン D |N) 

1 コ (1 また は 2 チャ ン ネ ル ) (RCA ピ ン ) 
4 コ (電源 、 か な キー、CAP S キ ー、 ポ ー ズ ボタ 
シン 、 アク も スラップ) 

幅 383mm 奥行 256mm 高 さ 75mm 
2. 3 k 9 (バッ クア ッ プ 乾電池 含む ) 
100V 土 10% 50 グ 60Hz 


14W 
10ー85 和 や 
20 一 8 0% (た だ し 結 器 し な いこ と ) 
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ッ ト #3 


拡張 スロ 


4 


し メス セ リマ ッ 2 。 、 生生 


圏 BAS1IC で 使用 し て いる と き 
16 進 アド レス 


FFFF 


プロ グラ ム 領 域 


(ユー ザー リザ ー プ 頒 域 ) 


(ディ スク 用 ワー ク 領 域 ) 


(シス テム 用 ワー ク 領 域 ) 


MSX BASIC 
ROM I 


ーーー・BAS 1C の プロ グラ ム が 格納 され 


る 領域 で す 。 

プロ グラ ム に し た が 2 う 変数 領域 、 文 

字 列 領域 、F OR 一 NE X 丁 文 な ど 
の スタ あッ w ク エリ ア 、 プリ ー エ リア な 
ども 含み ます 。 

フリ ー エ リア は F R E 関 数 で 求め る 
こと が で きま す 。 

* こ の 領域 の 上 限 ア ドレ ス は 、 
HIMEM (S&SHF C 4 A お よび 
&HFC4B 番 地 ) の 内 容 に より 
示さ れ ま す 。 


・ プ ログ ラム 領域 の 上 限 ア ドレ ス を 
CLEAR 文 で DE67 以下 に 設定 
する と 、 デ ィ ス ク 用 ワー ク 領 域 と の 
間 に 機械 語 ル ー チ ン な どの た め に 使 
うこ と の で きる 領域 を 設け る こと が 
で きま す 。 
電源 オン 時 、 こ の 領域 は 0 で す 。 

(HIMEM の 内 容 三 &HD E67) 
この 領域 の 上 限 ア ドレ ス は HIMEM ( 


&HFC4A,&HFC4B 番 地 ) の 内 容 に より 


示さ れ ま す 。 


・BAS1C が 使用 する 領域 で す 。 


衝立 閣 人 


eZd9 


メモ リマ ッ プ 


圏 MSX メ 一 
16 進 アド レス 


DOS で 使用 し て いる 場合 


| 0000 | シス テム パラ メー タ 
エリ ア 


0100 


癌 滞 較 ーー 


各 痛 と カス 


TPA 
(リー エリア) 


COMMAND. COM 


アプ リケーション プロ グラ ム ( 支 1 を 
実行 する 領域 で す 。 


D606 
( 支 2 の) 


FFFF 


BDOS 


BIOS 


ワー み 工 リア 
(シス テム 領域) 


ーーーー ブ 


トー MSXDOS. SYS 


娘 1 MSXーDOS 上 で 動作 する 市 販 ソ フト や 自作 ソフ ト の こと 。 
座 2 増設 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 し て いな い 場 合 。 
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別売 品 一 覧 


F S 一 A 1 コン ポ 


・24 ド ッ ト 熱 転写 ワー プロ ・ プ リン タ FS 一 PW 1 
= bk イジ ンチ フロ ッ ピ ー デ イィ イス ク ドラ イプ F S 一 FD1 放 


・ ビ デオ テロ ッ パ 
・MSX オ ー デ ィ オ ユニ ッ ト 

・MS X 通信 モ デム カー トリ ッ ジ 
コア 


その 他 の 別売 品 


・RGB ケ ー ブ ル 

* プロ ダラ ムレ コー ダ 

・ オ ー デ ィ オ カセ ッ ト ケ ー ブ ル 
・ 連 射 式 ジョ イ パ ッ ド 

・MS X 用 マウ ス 

・ ダス ト あ パー 

・ 乾 電池 


FS 一 UV1 
FS 一 CA1 
F SーCM 1 
TH 一 1 4 G 1 (テレ ビ 事 業 部 扱い ) 


F 全 一 V マ じき 0U11 薦 

RQ 一 8 0 3 0 (ゼネ ラル オー ディ オ 事 業 部 扱い ) 
CF 一 #501 世 

FS 王 J$222 

F S 一 JM 1 一 D 

DFWVFSA1F 

ネオ ハイ トッ プ R 6 P (SUMー3) 
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故障 か な ? ! と 思っ た ら 


故障 か な ? ! と 思っ た と き は 、 修 理 を 依頼 する まえ に 、 も う 一 度 以下 の 確認 を し て くだ 
さい 。 ま た 、 テ レビ や その 他 の 周辺 機器 の 取扱 説明 書 も 参照 し て くだ さい 。 ぞ れ で も な 
| お 異常 の 場合 に は 、 購 入 店 に 相談 し て くだ さい 。 


本 機 と テレ ビ の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 
込み 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 


電源 ラン プ が 点 
灯 し な い 


電源 プラ グ が コ 
ン セ ント に 差し 
込ま れ て いな い 
表示 画面 が 出 な | ケー ブル の 接続 


F S 一 A 1 F と テレ ビ の 接続 を 確認 する 。 
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い が 不 完全 
失 画面 の 表示 モー | ・ テ レビ の RGB 端 子 に 接続 の と き 
資 ド が 間違っ て い | …… テ レビ を RGB 画 面 に 切り 換え る 。 
料 る ・ テレ ビ の 映像 入力 端子 に 接続 の と き 。 
】 …… テ レビ を ビデ オ 画 面 に 切り 換え る 。 
・ テ レビ の アン テ ナ 端 子 に 接続 の と き 
…… チ ャ ン ネ ル 1 また は 2 に 切り 換え る 。 
(本 機 の チャ ン ネ ル 切 換 ス イッ チ の 設 
中 定 と 同じ チャ ン ネ ル に 切り 換え る ) 
色 が つか な い テレ ビ を 調整 する 。 
色 が に じ む テレ ビ を 調整 する 。 た だ し 、 映 像 また は RF ケ 


ー ブ ル で 接続 し て いる 場合 は 、 多 少 の 色 の に じ 
みや 画像 の ボケ は 発生 し ます 。 故障 で は あり ま 
せん 。 


縦 線 が 曲がる 


テレ ビ の 輝度 を 下げ る 。 た だ し 、 表 示 画 面 の パ 
ター ン に よっ て は 多少 の 曲がり は 発生 し ます 。 


画面 が 片 寄 っ た 

り 欠 けた り し て 

いる 

テレ ビ 放 送 の 受 

信 画 面 (F S 一 

A 1F が 接続 さ 

れ て いる テレ ビ ) 
に し ま 模 様 の ノ 

イズ が 入る 


故障 か な ゲ ! ご ど 思っ だ ら 


故障 で は あり ませ ん 。 


コッ ク ピ ッ ト 画 面 で 画面 表示 位置 の 補正 を お ご 
な う (⑤ 59 ペ ー ジ ) 
・ プ ログ ラム を セー プ し て F S 一 A 1F の 電 
スイ ッ チ を 切る 。 
アン テ ナ ケ ー ブ ル に は 同軸 ケー ブル を 使い 、 
アン テ ナ 混 合 器 、UV 分 波 器 を 介さ ず 、 直 
接 ア ン テ ナ 入力 端子 に 接続 する 。 (アン テ ナ 
ケー ブル 、U〆V 分 流 器 な どの 取り 替え は 販 
売店 に 相談 し て くだ さい 。 ) 


時 計 表 示 が 遅れ た り 、 他 の 表示 機 


能 が 狂う 

BAS1IC で S 
選 [ 記 泊 島 E 
文 実行 時 、 異 常 
な も の が 表示 さ 


1 委 れる o 


BAS1C は 、 
第 0 ペー ジ 以 外 
の ペー ジ は クリ 
ア し な い 


電電 池 を 交換 し て みる 。 


SET PAGE 文 実行 後 、 以 下 の 症 令 を 実行 

し て くだ さい 。 CLS:FOR NZ:0 TO 31:PUT SPRITE 

NZ,(0,217):NEXT 

※ 変 数 名 N Z を プロ グラ ム 中 で 使用 し て いる 場 
合 は 、 別 の 変数 名 に 変え て くだ さい 。 ま た 、 
スプ ライ ト は 、 必 ず パ ター ン を 定義 し て くだ 
さい 。 


音 が 出 な い 


ケー ブル の 接続 
が 不 完 全 
テレ ビ の チャ ン 
ネル が セッ ト さ 
れ て いな い 


音声 ケー ブル の 接続 を 確認 する 。 


テレ ビ の チャ ン ネ ル ボ タン を 押す 。 (ご 使用 の 
テレ ビ に よっ て は 、 い ずれ か の チャ ン ネ ル ボ タ 
ン を 押さ な けれ ば 、 音 声 が 出 な いも の が あり ま 
ず 。) 


テレ ビ の 音声 が 
小 に な っ て いる 


テレ ビ の 音声 を 大 きく する 。 


BE EP 音 が 鳴 
ら な い 
キー 入力 が で き 
な い 


(プロ グラ ム 実 
行 中 ) 


BEEP 音 を 設定 する 。 
(や MSX2 BAS1C 使 用 説明 書 ) 
・ |PAUSE | キー を 押し て いな いか 確認 する 。 


・ プロ グラ ム の キー 一 入力 ルー チン を 確認 する 。 


CTRL | + | STOP| キー で 実行 停止 し た 
状 馬 で キー ー 入 力 に 異常 が 見 られ な い 場 合 は 、 


プロ グラ ム ミ ス の 可能 性 が 大 きい 。 


故障 か な 


R OM カー トリ 


ッ ジ が 動作 し な 


ジョ イス ティ ッ 


ク が 操作 で き な 


い 。 


フロ ッ ピー ディ 
スク が ディ スク 


1 と 思 つ た ら 


差し 込み が 不 完 
全 


電源 を 切っ て 、 カ ー ト リッ ジ を 差し 直し た 後 、 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


・MS X 仕 様 の カー トリ ッ ジ が 確認 する 。 

(MS X 仕 様 で な いも の は 使え な い 。) 
・ カ ー ト リッ ジ 端 子 が 汚れ て いな いか 確認 する 。 
・ カ ー ト リッ ジ を 抜い て 再度 最初 か ら や り 直 す 。 
・ カ ー ト リッ ジ の 電流 容量 を 確認 する 。 (カー 
トリ ッ ジ を 2 個 使っ て いる 場合 は 、 1 個 を 抜 
いて 確認 する 。) 


接続 が 不 完全 
差し 込む ポー ト 
が 異な る 
PA ボタ ン 


接続 コネ クタ を 汎用 ポー ト に 確実 に 差し 込む 。 
プロ グラ ム の 説明 書 を 読ん で 、 接 続 ポ ー ト を 確 

認 す る 。 

・ |EAUSE | ボタ ン を 押す 。 
・ ソ フト に よっ て は 、 | PAUSE | ボタ ン を 押す と 
ジョ イス ティ ッ ク の コン トロ ー ル が で き な く 
な る も の が あり ます 。 (⑤ 18 ペ ー ジ ) 


挿入 する 向き の 
誤り 


「 フ ロッ ピー ディ スク の 出し 入れ の し か た 」 
(⑤ 42 ペ ー ジ ) を 参考 に 、 正 し い 向き で 差し 
込む 。 


差し 込み 口 に 入 | すでに フロ ッ ピ 


ら な い 。 


ー ジ ディ ス み が 
入っ て いる 。 


中 に 入っ て いる フロ ッ ピー ディ スク を 取り 出し 
た 後 、 使 用 する フロ ッ ピー ディ スク を 入れ る 。 


ディ スク ドラ イ 
プ ブ が 動作 し な 
い 。 


フロ ッ ピー ディ 
スク の 不良 


特定 の フロ ッ ピー ディ スク だ け に 異常 が 起き る 
場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 不良 と 考え られ 
ます 。 


フォ ー マ ッ トレ し 
て いな い フ ロッ 
ピー ディ スク を 


ディ スク ツー ル の フォ ー マ ッ ト を 使っ て 、 フ ォ 
ー マ ッ ト す る 。 (⑤ 91 ペ ー ジ ) 


| 使用 。 

MS X 以 外 の パ 
ジコ ジン で ン ノ ォ ー 
マッ ト し た 
フロ ッ ピー ディ 
スク を 使用 。 


し = 
MS X パソ コン で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー 


ディ スク 以外 は 、 本 機 で は 使用 で きま せん 。 


ディ ス み ドラ イ 
ブ が 動作 し な 
い 。 (つづ き ) 


エラ ー メ ッ セ ー 
ジ が 表示 され 
る 。 
カセ ッ ト テ ー プ 
の 6 還 一 ド 。 を 一 
ブ が で き な い 


フロ ッ ピー ディ 
スク の 間違い 。 
ファ イル 名 の 間 
違い 。 

ディ スク ドラ イ 
ブ の ドラ イブ 名 
の 間違い 。 
シフ ト 立 ち 上 げ 
を し た 。 


接続 が 不 完全 


カセ ッ ト テ ー プ 
レコ ー タ の 調整 
不良 


設置 場所 が 不適 
当 


故障 か な ? ! と 思っ た ら 


F 1L ES 命令 を 使っ て 、 フ ロッ ピー ディ スク 
に 呼び 出し た い フ ァイル が 保存 され て いる か 確 
認 す る 。 


ドラ イブ 名 を 確認 する 。 


リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 コ ッ ク ピ ッ ト 画 面 で 
あら た め て BAS |1C を 選択 する 。 (すでに プ 
ログ ラム を 入力 し て いる と き は 、 先 に カセ ッ ト 
テー プ に 保存 し 、 再 スタ ー ト し て か ら 読 み 込ん 
で くだ さい 。) 

「MSX DISKBAS1ICZMSX-DOS 使用 
説明 書 の 「 エ ラー メッ セー ジ 表 」 を 参考 に 、 原 
因 を 調べ る 。 


E 還 られ | 


オー ディ オカ セッ ト ケ ー ブ ル の 接続 を 確認 する 。 

( 赤 と 白 の プラ グ を 逆 に 差し て いま せん か ?) 

・ 音量 、 音 質 ボ リュ ー ム の レベ ル を 調整 する 。 
カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の 電源 に 乾電池 を 使 
っ て いる 場合 は 、 乾 電池 を 交換 し て みる 。 

* お セッ トド ト デ ー プ レコ ー に フェ イズ [PFP 昌 A 
SE (位相 ) ] 切り 換え スイ ッ チ が 付い て い 
る 場合 は 、 こ の スイ ッ チ を 切り 換え 、 位 相 を 
変え て みる 。 


カセ w ド デ ー プ レコ ー ダ を テレ ビ よ り で きる だ 
け 離 し て 使う 。 (3 0 c m 以 上 ) 


セツ W ト デ ー プ 
_| の 不良 


特定 の カセ ッ ト テ ー プ だ けが 異常 の 場合 は 、 カ 
セッ ト テ ー プ の 不良 と 考え られ ます 。 


プリ ンタ の 誤 動 | 接 納 
作 

実 な る 文字 が 印 
刷 され る 


接続 が 不 完全 


コネ クタ の 接続 を 確認 する 


・MS X 仕 様 の プリ ンタ を 使う 。 
(FS 一 PW1 、FS 一 P 4 0 0 な ど ) 
ルー 
(MSX2 BAS1C 使 用 説明 書 
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故障 か な ? ! 


M S X の 画 画面 が 

表示 され た まま 
次 の 画面 に 

移ら な い 


VRAM 126Kbytes 
の 表示 の 下 に 、 
何 か 文字 が 表示 
され る 
「Ok」 の 文字 の か 
わり に 別 の 文字 
が 表示 され る 
文字 や 背景 画面 
の 色 が 異な る 


と 思っ た ら 


設定 し た パス ワー ド を 入力 する 。 パス ワー ド を 忘れ た 場合 に は 、 
|DEL | の 各 キ ー を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ 
チ を 入れ る 。( こ の と き 、 表示 画 面 モー ド も 初期 設定 され ます 。) 
パス ワー ド を 取り 消す 場合 は 、B A S | C 画 面 で つぎ の 病 令 を 
実行 する 。 
set title” ^ 同 


| 背景 の 色 が 青 と 


| 1 行 に 表示 され 
| る 文字 数 が 少な 
い (通常 は 29 文 
| 字 / 行 ) 

| 表示 され る 文字 
| が 小さ い 


・S ET 命令 で 表示 モー ド を 設定 し た 場合 に は 、 設定 し 直す 。 

MM の EE に 2 し 
上 SC| キー を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 

(この と き 、 表 示 画 面 モー ド も 初期 設定 され ます 。) 


く 表 示 画 面 の 初期 設定 に つい て > 
M S X の タイ トル 画面 で の パス ワー ド や タイ トル は 表示 され ま 
せん 。B A S | C の 初期 画面 の 表示 モー ド は 次 の よう に な り ま 
す 。 
・SCREEN 1 で 「29 文 字 / 行 」 表示 
・ 背 景色 は 青 、 文 字 色 は 日 
・ 命令 受け 付け 可能 時 に 表示 され る 文字 は 「0k」 


_ お 入れ の し か た 商議 隊 間 較 


お 手入れ は や わら か い 布 で 


本 体 の 表面 が 汚れ まし た ら 、 や わら か 
い 布 で お ふき くだ さい 。 強 く こ すっ た 
りす る と 、 表 面 に キズ が つく こと が あ 
り ま す 。 


多 汚 れ が ひど いと き は 中 性 洗剤 で 


水 で うす め た 中 性 洗剤 を や わら か い 布 
に つけ 、 固 くし ぽ っ て 汚れ を ふき と り 、 
その 後 か わい た 布 で よく ふい て くだ さ 
い 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー な どの 薬品 は 絶対 
に 使用 し な いで くだ さい 。 ま た 、 化 学 
ぞう つき ん を 使用 する 場合 は 、 そ の 注意 
書 に し た が っ て お 使い くだ さい 。 


く 便 利 メ モッ > 
ご 購入 年 月 日 
品番 


ご 購入 店 名 L 
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| 保証 書 (本 書 の 最終 ペー ジ に あり ます 。) 


保証 書 は 必ず 「 販 売店 名 、 購 入 日 」 等 の 記入 を 確か め て 販売 店 か ら 受 け 取 っ て いた だ 
き 、 内 容 を よく お 読み の 後 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


ご 購入 日 か ら 1 年 間 


保証 期間 


修理 を 依頼 され る と き 


[故障 か な ? | と 思っ た ら ( ら > 232 ペ ー ジ )」 の 頂 に し た が っ て 調べ て いた だ き 、 直ら 
次 な いと き は 次 の 処置 を し て くだ さい 。 


保証 期間 中 は 
お それ いり ます が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 求め の 販売 店 まで ご 持参 くだ さい 。 保 


証書 の 規定 に し た が っ て 販売 店 で 修理 いた し ます 。 
保証 期間 が 過ぎ て いる と き は 


お 求め の 販売 店 に 、 ま ず ご 相談 くだ さい 。 修理 すれ ば 使用 で きる も の に つい て は 、 ご 
希望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


当社 は 、 こ の 製品 の 補修 用 性 能 部 品 を 、 製 造 打ち 切り 後 、 最 低 6 年 間 保有 し て いま す 。 
補修 用 性 能 部 品 は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 


アフ ター サー ビス 等 に つい て お わか り に な ら な いと き 


お 求め の 販売 店 また は 最寄り の 「 ご 相談 窓口 (消費 者 ご 相談 セン ター) 」 (別紙 参照 ) 
に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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< 無料 修理 規定 
1. 本 使用 説明 書 、 本 体 貼付 ラベ ル 等 の 注意 書 に 従っ た 正常 な 使用 


状態 で 故障 し た 場合 に は 、 お 買上 げ 販 売店 が 無料 修理 致し ます 。 

2. 保 証 期間 内 に 故障 し て 無料 修理 を お 受け に な る 場合 に は 、 商 品 
と 本 書 を ご 持参 ご 提示 の う え 、 お 買上 げ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 

3. ご 転居 の 場合 は 事前 に お 買上 げ 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 

4. ご 贈答 品 で 本 保証 書 に 記入 し て ある お 買上 げ 販 売店 に 修理 が ご 
依頼 で き な い 場合 に は 、 別 紙 ( 同 梱 ) の 一 覧 表 を ご 覧 の うえ 、 お 
近く の ご 相談 窓口 へ ご 相談 くだ さい 。 

5. 保 証 期 間 内 で も 次 の 場合 に は 有料 に な り ま す 。 

( イ ) 使用 上 の 誤り 及び 不当 な 修理 や 改造 に よる 故障 及び 損傷 

( ロ ) お 買上 げ 後 の 落下 等 に よる 故障 及び 損傷 

( ハ ) 火災 、 地 震 、 水 害 、 落 軍 、 そ の 他 の 天 炎 地変 、 異 常 電圧 
に よる 故障 及び 損傷 

( ニ ) 本 書 の 提示 が な い 場 合 

( ホ ) 本 書 に お 買上 げ 年 月 日 、 お 客 様 名 、 販 売店 名 の 記入 の な 
い 場 合 、 或 い は 字句 を 書き 替え られ た 場合 

6. 本 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 

7. 本 書 は 再発 行 致し ほ ませ ん の で 紛失 し な いよ う 大 切 に 保存 し て く 
だ さい 。 


修理 メモ 


※ こ の 保証 書 は 、 本 書 に 明示 し た 期間 、 条 件 の も と に お いて 無料 


修理 を お 約束 する も の で す 。 従 っ て この 保証 書 に よっ て 、 お 客 
様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり ませ ん の で 、 保 証 期 
間 経 過 後 の 修理 に つい て ご 不明 の 場合 は 、 お 買上 げ の 販売 店 又 
は 別紙 ご 相談 窓口 に お 問 合 わ せく だ さい 。 

※ 保 証 期間 経過 後 の 修理 に つい て 詳し く は アフ ター サー ビス に 
つい て ” の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


持 込 
パナ ソニ ッ ク バ パー ソナ ルコ ンピュータ 保証 書 


本 書 は 、 本 書記 載 内 容 (裏面 記載 ) で 無料 修理 を 行なう 
こと を お 約束 する も の で す 。 

お 買上 げ の 日 か ら 下 記 期 間 中 故障 が 発生 し た 場合 は 、 本 
書 を ご 提示 の うえ 、 お 買上 げ の 販売 店 に 修理 を ご 依頼 く 
だ さい 。 


ーー 
ma 符 | FS-A1F 


お 買上 げ 日 より 


保証 期間 本 体 1 ヵ年 


お 買上 げ 日 | 昭和 年 月 日 


ご 住所 


お 
客 | ぉ 名 前 様 
! ーーー ーーー = 央 


販 
店 
電話 ( ) 
松下 電器 産業 株 式 会 社 情報 機器 部 


〒571 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 1006 TEL (06)908-1151 


ご 販売 店 さま へ ※ 印 机 は 必ず 記入 し て お 渡し くだ さい 。 


e 改 障 時 は 保証 書 を 切り 取り 、 製 品 に 添え て お 求め の 販売 店 まで 
ご 持参 くだ さい 。 


ーー 切り 取り 線 ?ーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


松下 電器 産業 株 式 芸 社 
情報 機器 部 

〒571 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 1006 

電 話 (06) 08-1151 (代表 ) 


DFQF2138ZB 
S1087-1117 


